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発刊に寄せて

私は、知事就任以米、「道路の善し悪しは、地域発展のバロメーター

て‘‘ある」との考えから、「県内 1時間道路網構想」を目標に掲げ、高速

道路から生活道路に至るまての体系的な道路網の整備に努めております。

このうち嵐山町と小川町とを結ぶ「主要地方道熊谷小川秩父線バイパ

ス」につきましては、現在、嵐山町に整備を進めております（仮称）小

川嵐山インターチェンジのアクセス道路として県が整備を進めています。

このバイパスを整備することによりまして、産業、文化、物流の拠点

として、比企地域の活性化に大きく貢献するものと期待しております。

さて、この主要地方道熊谷小川秩父線バイパスの整備予定地周辺には、

先人たちの歴史を伝える遺跡があり、そのいくつかは発掘調査され、貴

重な成果があがっております。

今回報告いたします大木前、小栗北、小粟、日向遺跡につきましても、

平安時代の住居跡から古墳時代の鏡が発見されるなど、新たな成果を得

ることがてきました。この報告書は、その成果をまとめたものて‘‘ござい

ます。

文化財という県民共有の遺産の記録を後匪に伝えますことは、郷土に

対する理解を深めるとともに、地域文化を向上させるうえても極めて大

切なことて‘‘あります。こうしたことからも、本書の刊行は誠に意義深く、

私は、多くの方々に活用されますことを顧ってやみません。

終わりに、事業の実施にあたり深い御理解と御協力をいただきました

地元の皆様、並びに献身的な御努力をいただきました関係の皆様方に対

し、心から感謝を中し上げます。

平成 13年 3月

埼玉県知事土尼森／



埼玉県の西北部に位置する比企丘陵の小高い山々には、かつて

繰り広げられた歴史の足跡が多く残されています。古くは旧石器

・縄文時代の生活の場となり、弥生、古墳、奈良、平安時代を経

て、武士を生み、初めての武家政権て‘‘ある鎌倉嘉府の成立や、そ

の後の政権維持に郷土武士たちが大きく貢献し、群雄割拠の中憔

にはこの地が歴史の舞台として登場することは、有名な史実とし

て語り継がれております。

今日、武士たちが闊歩した山野に高速道路が開通し、馬から車

へ乗り換えても、この地が産業・文化・流通の発展に再び大きく

貢献していることは、時代を超えて繰り返される歴史の面白さと

も言えましょう。

この度、小川・嵐山地区を走る関越自動車道に、インターチェ

ンジの新設が計画されました。県の施策て‘ありまず「県内 1時間

道路網構想」の下て‘‘、県道熊谷小川秩父線がインターチェンジに

接続されることになりましたが、丘陵地を貰くそのアクセス道路

の予定地内に数箇所の遺跡の存在が確認されました。

これらの遺跡の取り扱いについては、埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が各関係機関と慎重に協議を重ねた結果、やむを得

ず記録保存の措置を講ずることとなり、当事業団が道路整備課の

委託を受け、発掘調査を実施することとなりました。

その結果、縄文時代と奈良•平安時代の集落跡が発見されまし

たが、大木前遺跡て‘‘は平安時代の住居跡から、古墳時代初頭期の

大変珍しい斜縁二神二獣鏡が発見されました。

その成果をまとめたものが、本書て‘‘あります。本書が埋蔵文化

財の保護、教育将及、学術研究の資料として広く活用していただ

ければ幸いて‘‘あります。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にこ‘尽力いただ

きました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、埼玉県

土木部道路整備課、さらに、嵐山町教育委員会、小川町教育委員

会、ならびに地元関係者各位に厚く御礼申し上げます。

平成 13年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 中野健



例

1.本書は、埼玉県比企郡嵐山町大字越畑地内に所在

する大木前遺跡、小栗北遺跡、小栗遺跡、及び小川

町中爪地内に所在する日向遺跡の発掘調査報告書て‘‘

ある。

2.遺跡の略称と代表地番、および発掘調査届に対す

る指示通知は、以下の通りてある。

・大木前遺跡 (OOGME)

埼玉県比企郡嵐山町大字越畑字大木前453他

平成11年 1月4日付け教文第 2-163号

平成12年11月28日付け教文第 2-88号

・小栗北 (OGRKT)

埼玉県比企郡嵐山町大字越畑字小栗399他

平成12年11月28日付け教文第 2-89号

・小栗遺跡 (OGR)

埼玉県比企郡嵐山町大字越畑字小栗338-1

平成10年12月28日付け教文第 2-164号

・日向遺跡 (HNT)

埼玉県比企郡小川町大字中爪字馬戸場1015他

平成11年6月4日付け教文第 2-36号

3.発掘調査は、主要地方道熊谷小川秩父線の建設に

伴う事前調査て‘‘あり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課の調整のもと、埼玉県土木部道路整備課の

委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

が実施した。

4.本事業は、第 I章の組織により実施した。

5.発掘調査は、次の者が次の期間て‘実施した。

・大木前遺跡

金子直行 若松良一 宮井英一 君島勝秀

平成10年12月1日～平成11年 3月31日

平成12年10月23日～平成12年12月28日

。小栗北遺跡

9■-ー--■9■一9●●

饂

・小栗遺跡

儀崎

平成11年 1月4日～平成11年3月31日

。日向遺跡

宮井英一

石坂俊郎

伴瀬宗一

平成11年4月8日～平成11年12月28日

6.整理・報告書作成作業は、平成12年5月1日～ 6

月30日、平成13年 1月4日～ 3月23日の期間て‘‘実施

した。

7.遺跡の基準点測量は、株式会社パスコ、株式会社

日成プランに委託した。日絵写真は、小川忠博氏に

委託した。

8.発掘調査における写真撮影は、各担当者が行い、

遺物写真の撮影は大屋道則、金子直行が行った。

9. 出土品の整理および実測、図版の作成は、土器を

昼間孝志、桜井元子、中村絵芙、兵ゆり子、真野目

洋子、鉄器を瀧瀬芳之、石帯を田中弘明、鏡を大谷

徹、縄文時代の石器を上野真由美、石質の鑑定を町

田瑞男の各氏にお願いした、

力を得て金子直行が行った。

その他を中嶋淳子の協

10。本書の執筆は I-1を埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が、 V • VIを昼間孝志、 VIIを大谷徹、

れ以外を金子が行った。

11.本書の編集は、金子が担当した。

そ

12.本書に掲載した資料は平成13年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが管理・ 1彩管する。

13. 本書の作成にあたり以下の機関・諸氏からご教

示・ご指導を賜った。記して、感謝の意を表します。

（敵称略）

嵐山町教育委員会植木弘 村上伸二

小川町教育委員会

宮井英一 君島勝秀 浅野晴樹 池上悟

高橋好信

車崎正彦

平成12年10月23日～平成12年12月28日



凡例

］．木苫挿図中における X・Yの座標数値は、国土標

準平面直角座標第IX系（匝点北緯36度00分00秒、東

経139度50分00秒）に基づく各廂標値を示す。また、

各挿図における方位は、すべて座標北を表す。

2。追跡におけるグリッドの設置は、田家標準直角座

標に碁づいて設置しており、 10mXlOmの方眼てあ

る。

3.グリッドの名称は、大木前遺跡、小栗退跡は北西

杭を基準として、東西方向西から東へA~、南北方

向北から南へ 1~、 と番号を付けている。小栗北追

跡、日向遺跡は北西杭を基準として、東西方向西か

ら東へ］ ～、南北方向北から南へA~、 と番号を付

けている。

4.挿図の縮尺は、各図版中に指示した。令体図等は

縮尺率の嬰なるものも使用している。

全体図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1/4000

1/300 

遺構図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1/60

1/30 

1/150 

遺物

須恵器・上師器実測図••…… •1/4

鉄器実測図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1/3 

縄文士器拓本。石器・・・・・・・・・・・・ 1/3 

須恵器拓本 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/4 

5.遺構の表記記号は、以下のとおりてある。

S J•••住居跡 SB…掘立柱建物跡

SD…溝跡 S K・・土横

SE・・ •井戸 P・・・ピット

6。遺構図断面に表記した水準の数値は、海抜標高て‘‘

ある。

7。遺物観察表は次のとおりてある。

・ロ径、器高、底径はcmを単位とする。

・（ ）内の数値は推定値て‘ある。

．胎土は肉眼て観察て‘きるものを次の様に示した。

A＿白色粒f B一角閃石 C一石英

D一雲訃 Eー長石 Fー赤色粒子

針ー白色針状物質片一片岩 他一その他

・焼成は良好、普通、不良の三段階に分けた。

。残存率は図示した器形に対し、 5％単位て‘‘示した。

8.本書に使用した地図は、建設省国土地理院発行の

1/25000を、また、嵐山町、小川町発行の1/2500、1/

10000を使用した。
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1 発掘調査の概要

1 発掘調査に至る経過

埼玉県ては「地域いきいき彩の国構想の実現に向け

て」、多様化する県民の生活圏の拡大への対応や、高度

化する産業活動の円滑化などを図るため、生活環境の

1呆全と道路交通の安全性を厘視した、体系的な道路交

通網の整備を積極的に進めているところてある。とく

に、「県内 1時聞道路構想網」を掲げ、高速道路のイン

ターチェンジヘ短時間て‘、アクセスするための道路の整

備を推辿している。

県道熊谷小川秩父線は、関越自動車道に新たに建設

される（仮称）小川・嵐山インターチェンジに接続す

るものて、高速辻註各の整備効果を最大限に活用し、新

たな産業や研究・教育機関あるいは広域物流施設等の

集積により地域の活性化を図るものとして、その共用

が期待されているものて‘ある。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課ては、このよ

うな施設の推進に伴う文化財の保護について、従前よ

り関係部局との事前協議を重ね、調整を図ってきたと

ころてある。

平成10年 5月26日付け道建第95号て‘「道路事業地内

における埋蔵文化財の所在及びその扱いについて」道

路建設課長から照会があったが、文化財保護課長から

は、試掘調査等の実施時期によって 5回に分けて以下

のとおり回答している。

なお、平成10年 7月24日付け教文第547局ては小栗

遺跡及び大木前遺跡について、平成10年12月9日付け

教文第1108号ては大木前遺跡について、平成11年 3月

23日付け教文第1564号てはH向遺跡について、平成12

年 6月20日付け教文第324号ては小栗北遺跡について、

発掘調査が必要な範囲を示した。

1 埋蔵文化財の所在

名称 (No.)

小栗追跡

(No.36-090) 

種別 I時代 所在地

寺院跡 I平安 嵐山町大字越

鎌倉畑字小栗383-1

大木前遺跡 集落跡 奈良 嵐山町大字越

(No.36-188) 平安 畑字大木前地

中憔 内

H向遺跡 集落跡 縄文 小川町大字中

(No.35-021) 奈良 爪地内

平安

小栗北遺跡 集落跡 縄文 嵐山町大字越

(No.36-190) 畑字小栗399

他

2 法手続き

周知の埋蔵文化財包蔵地内て‘‘工事をする際には、事

前に文化財保護法第57条の 3の規定に基づく発掘通

知を提出してください。

3 取り扱いについて

別添図に示した範囲に付いては、工事計画上やむを

得ず埋蔵文化財の現状を変更する場合、事前に記録保

存のための発掘調査を実施してください。

その後、道路建設課（平成12年度からは道路整備課）

と文化財保護課との間て取り扱いについて協議を行っ

たが、計画変更による現状保存が困難て‘あることから、

記録保存の措置をとることとなった。

発掘調査の実施については、実施機関てある財埼玉

県埋蔵文化財調査事業団と道路建設課（道路整備課）、

文化財保護課の三者て‘工事日程や調査計画などについ

て協議を行い、大木前遺跡は平成10年12月1日から平

成11年 3月31日まて、小栗遺跡は平成11年 1月4Hか

ら3月31日まて‘‘、日向遺跡は平成11年 4月8日から 12

月28日まて‘、大木前遺跡、小栗北遺跡については平成

12年10月23日から年12月28Hまての期間て‘‘発掘調査

を実施することとなった。

文化財保護法第57条の 3の規定による埋蔵文化財

発掘通知が埼玉県知事から提出され、同法第57条 1項

の規定による発掘調査届が、闘埼玉県埋蔵文化財調査

事業団理事長から提出された。発掘調査にかかる通知

は以下のとおりて‘ある。
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平成10年12月28日付け教文第 2-164号

（小栗追跡）

平成11年 1月4日付け教文第 2-163号

（大木前追跡）

平成11年 6月4日付け教文第 2-36号

（日向遺跡）

平成12年11月28日付け教文第 2-88号

（大木前遺跡）

平成12年11月28H付け教文第 2-89号

（小粟北遺跡）

（文化財保護諜）

2 発掘調査。報告書作成の経過

(1) 発掘調査

大木前遺跡の発掘調査は平成10年12月 1日から平

成11年3月31日まて‘と平成12年10月23日から 12月28

Hまての 2回に分けて実施した。初回の調沓は12月初

旬に事務所の設置を行った後、表土を除去して遺構確

認を行った。 1月中旬より住居跡等の遺構を発掘し始

め、 1月14日には第 5号住居跡より、古墳時代初頭の

鏡が出土して、話題を提供した。 2月から 3月の中旬

にかけて住居跡、上壊等の多くの遺構を掘り進み、伺

時に実測図作成も行い、 3月の下旬に航空撮影と測鼠

を行って調査を終了した。

2回目の調査は小栗北追跡と同時に調査を始めたが、

12月に調査が集中した。

小栗遺跡の発掘調査は平成11年 1月4Hから 3月

31日まて行った。表七剥ぎは大木前遺跡と同時進行て‘‘

行い、 1月中には遺構確認、を終え、 2月から退構の発

掘を行い、 3月中旬には遺構の調査を終え、図而を作

成して、 3月末に調査を終了した。

H向遺跡は平成11年 4月8日から 12月28日まて行

った。調査は路線に沿って東側からA~G区に分けて

行った。 4月初旬に事務所を設置して、 A区から順次

表上泉ljぎを始めてE区まてを行い、 F。G区は10月中

句に表土剖ぎを行った。 12月中旬まて‘‘には遺構の調査

をほぱ終え、図面作成、写夷撮影等を終了させて、 12

月末に調資を完了した。

小粟北遺跡は大木前退跡の第 2囮目の調査と同時進

行て‘‘、平成12年11月6日から 12月28日まて行ったが、

主体的には11月に調査を行った。 11月初旬には表土剥

~2 

ぎを終え、遺構確認を行い、 11月末には遺構の調査を

終了した。 12月に入って、図面作成、写真撮影を行

い、 12月木に空中撮影を行って、大木前遺跡と同時に

調査を終了させた。

(2) 整理・報告書作成

火木前遺跡、小栗北遺跡、小栗遺跡、日向遺跡は全

て合わせて平成12年 5月1Hから 6月30Hまて‘と、平

成13年 1月4日から 3月23Hまての 5ヶ月間て‘‘整理

作業を実施した。

5月上旬から各遺跡出土遺物の水洗・注記を行い、

同時に現場の平面図・写真の整理を行った。

遺物の復元は、 5月中旬から 6月にかけて按合など

の作業と同時進行したが、退構数が多く、復元て‘‘きる

個体も多く、予想以to:)時間を割いた。

復元された遣物は、順次図化を行い、 トレースなど

の黒入れを行った。

遺構の図誦整理は、 5月初旬から行ったが、合計4

退跡の遺構全体を処理するのに時間を割いた。

本年度の12月まて調査が行われていたため、追構図

の完成は平成13年の 1月中旬となり、その後トレース

を行い、版組みも同時進行て行った。

1月の下旬に追物の写真撮影を行い、 2月初旬には

報告書の割付けを終了させる。原稿は、 1月の中旬よ

り執筆を開始し、 2月の中旬に終了させた。

報告書は、 2月下旬より校正を開始し、 3月中旬ま

てに校正を終え、 3月末Hに印刷を終了して、刊行し

た。



3 発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成10~11年度） (2) 発掘・整理作業（平成12年度）

理 事 長 荒井 桂 珂！ 事 長 中野健一

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 （平成10)鈴木 進 常務理事兼管理部長 広木 卓

（平成11)広木 卓

管理部 管理部

副部長兼経理課長 関野栄一 副 部 長 関野栄一

主 任 （平成10)江田和美 主席 （庶務担当） 阿部正浩

主 任 福田昭芙 主席 （施設担当） 野中廣幸

主 任 （平成11)腰塚雄二 主 任 菊池 久

主 任 菊池 久 主席 （経理担当） 江田和美

庶 務 課 長 金子 隆 主 任 長滝美智子

主 木旦 田中裕二 主 任 幅田昭美

主 任 （平成11)江田和美 主 任 腰塚雄二

主 任 長滝美智子

主 任 （平成10)腰塚雄二 調査部

調 木旦 部 長 高橋一夫

調査部 調査副部長 石岡憲雄

調 木旦 部 長 （平成10)谷井 彪 資料副部長 鈴木敏昭

（平成11)増田逸朗 専門調査員（調査第一担当） 坂野和信

調査部副部長 水村孝行 主席調査員（資料整理担当） 儀崎

調査第四課長 （平成10)浅野晴樹 統括調査員 （整理）金子直行

主席調査員 （平成11)杉崎茂樹 統括調査員 （発振）宮井英一

（調査第四担当） 主任調査員 （発掘）君島勝秀

統括調査員 （平成10)儀崎

統括調査員 （平成10)金子直行

統括調森員 （平成10)若松良一

統括調査員 （平成11) 宮井英一

主任調査員 （平成10)石坂俊郎

主任調査員 （平成11)伴瀬宗一
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II 遺跡の立地と爛境
大木前遺跡、小栗北遺跡、小栗遺跡は埼玉県比企郡

嵐山町大字越畑地区内に、日向遺跡は埼玉県比企郡小

川町大字中爪地区に位置する遺跡て、、、両町を分ける市

野川を挟んて‘‘、ほば対峙する位置関係に存在する。

両追跡群は、嵐山町の市街地を基準にすると北西方

向に、小川町の市街地を悲準にすると東北東方向にい

ずれも約 4km程の地点に位置しており、いずれも南東

方向に細長い丘陵上の斜面地もしくは尾根上に形成さ

れている。

遺跡の存在する比企丘陵は埼玉県のほぼ中央部にあ

り、外秩父山地の外縁部に形成された西高東低の丘陵

部て、、中央に菅谷•松山台地を挟んて‘‘、南北に大きく

二分されている。北側の比企丘陵は東側から南東方向

へ流れる滑川、粕川、市野川、兜川、槻川によって開

析され、いく筋もの低く細長い尾根筋が南東方向に連

なる景観を呈している。これらの小河川は、さらに南

下と合流を繰り返して、やがて川島町地内て‘荒川へと

合流していく。

第 1図埼王県の地形図

二言言ロロ
山地 凹地 丘陵 台地 低地

大木前遺跡、小栗北遺跡、小栗遺跡は粕川と市野川

に挟まれた南東方向に細長い丘陵上に存在する。遺跡

周辺の丘陵内は小支谷が発達して、杜廿支状もしくは小

さな独立丘状の小山が連なる地形を星し、調査区内が

遺跡の全体像を示してはいないとしても、大木前遺跡

ては尾根部分と南側の裾部分が、小栗北遺跡と小栗遺

跡て‘‘は尾根及び項上部分が生活の場として使用されて

いた様て‘ある。

日向遺跡は、市野川とそれに流れ込む小河川て開析

された小支谷を挟む、台地から沖積面への移行部分に

形成された遺跡て‘‘ある。同様に、市野川沿いの沖積地

への移行面には、各時代を通して多くの遺跡が形成さ

れている。

この地域を合む比企丘陵内には、ゴルフ場、工業団

地等の造成をはじめとする大型開発が進み、それに伴

う大規模な発掘調査が行われ、埋蔵されている遺跡群

の様相も、従前の分布調査て‘の把握とは、様変わりし

ているのが現状て‘‘ある。

20Km 
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第 2図 周辺の遺跡（I)（縄文・弥生時代）
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第 1表周辺の遺跡地名表

市町村 番号 遺跡名 時 代 市町村 番号 遺跡名 時代

嵐山町 1 大木廿ij 縄・奈•平 69 岡原 古墳・奈•平

2 小栗北 縄•平 70 貝塚 縄文

3 小栗 奈•平 71 草加占墳群 占墳（後）

4 古早古墳群茨原支群 古墳 72 台ノ前 縄（中）・古墳•平

5 藤塚古墳 古墳 73 諏訪神杜奉祀 中世

6 五嶺台 縄文 74 方墳行人塚 占墳（後）

7 神山古墳群 縄。古墳 75 行人塚古墳群 古墳（後）

8 二塚古墳群 古墳 76 舟源寺 古墳•平， 北田 縄・古墳 77 道下 平安

10 上耕地 縄文 78 蟹山 縄文

11 古里古墳群 古墳 79 片瀬 縄文

12 陣屋古墳群 古墳 80 石塚古墳 古墳

13 幡後谷沖 縄文 81 経塚 平安

14 山干ード 縄文 82 峯久保 平安

15 天神山古墳群 古墳 83 峯原 縄（中）・古墳・奈•平

16 蟹沢 弥・奈 84 新田古墳群 占墳（後）

17 芳沼入 縄・弥・奈・中～近1_u- 85 中井 縄（後）・古墳（後）・奈•平

18 芳沼人ド 奈良 86 武田信俊公館 近世

19 大野田西 弥•平 87 宮脇 弥（後）・奈•平

20 大野田 縄・弥・奈・中～近世 88 悪戸 縄・平

21 尺尻北 縄•平 89 経塚 平安

22 尺尻 旧石器·縄•平 90 稲岡 古墳・乎

23 新田坊 縄。iF 91 越弥 縄（中）・弥・古墳・奈•平

24 越畑城跡 縄（草創～前）・中祉 92 西稲岡 縄(nrJ)

25 打越 縄文 93 久保ケ谷戸 縄（中）

26 杉山城跡 巾懺 94 カサ 平安

27 薬の峰古墳 古墳 95 宮則 古墳・奈・平

28 ド郷古墳群 古墳 96 本宿前 縄（中）・奈•平

29 中郷 縄文（中） 97 下原道北 縄。乎

30 酉亥 縄文 98 ド原道南 縄（中）・奈•平

31 亥 縄・奈•平 99 西ケ谷戸古墳群 古墳（後）

32 申酉 縄・奈•平 100 内郷（2) 平安

33 細沼北 奈•平 101 内郷（1) 縄•平

34 年中坂B 縄・奈・平・中匪 102 松の木 縄文

35 岩花古墳群 縄（中・後）・占墳 103 中の台 縄（中）•平

36 花見堂 縄(HIJ・後・晩）・古墳（前） 104 平松 1号墳 古墳

37 花見堂古墳群 古墳 105 平松 2号墳 古墳

38 堂ケ谷戸古墳群 古墳 106 平松台 縄 (~lj～中）・弥（後）・奈•平

49 深沢 縄文 107 川向井 縄（早•FllJ)

40 西町裏 縄文 108 笠郷 縄（前）・奈•平

41 金平 縄（＇it゜廿 LJ・後）・古墳•平 109 和具(2) 奈•平

42 向原 縄文 110 和只（1) 奈。平

43 東昌寺古墳群 古墳 玉川村 111 小倉城跡 中世

44 東側古墳群 古墳 江南町 112 塩西 縄・古墳・奈•平

45 稲荷塚古墳 古墳 113 塩古墳群 古墳

46 束原古墳群 古墳 114 塩前 縄・古墳・奈•平

47 寺山古墳群 縄（早・中）・古墳 滑川町 115 西浦古墳群 古墳

48 菅谷館跡 縄（前）・中世 116 三門館跡 中世

49 向徳寺 中世 117 松厭古墳群 古墳

50 大蔵館跡 乎安 118 畠中古墳群 古墳

51 行司免 縄・中梢 119 船川 古墳

52 野銭場 縄文 120 山崎古墳群 古墳

53 東落合 縄・古墳・奈・平・中世 121 巌山占墳群 古墳

54 石堂古墳群 古墳 122 旧伊古神朴 奈•平

55 上石常 中祉 123 郷杜後古墳群 古墳

56 山土古墳群 古墳 124 台田嶺A 縄・奈・平

57 向原古墳群 占墳 125 台田嶺B 縄・奈•平

58 原古墳群 占墳 126 柳沢A 奈•平

59 表古墳群 縄・古墳 127 柳沢B 縄・奈•平

60 物見塚古墳 縄・古墳 128 山田谷 奈。平

61 旧平沢寺僧坊跡群 縄・中椛 129 ニッ沼北 奈•平

62 山根 縄（前）・平・中枇 130 ニツ沼南 縄文

小川町 63 H向 縄（中）・奈•平 131 中尾 縄・奈•平・現代

64 六所 奈•平・中世 132 ニッ沼西 奈•平

65 山ノ神 縄文 133 年中坂A 縄・奈•平

66 都谷 奈•平 134 水房館跡 中世

67 大杉 奈•平 135 寺の台古墳 古墳

68 ーノ人裏 古墳 東松山市 136 上唐子西原古墳群 古墳（末）
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両追跡の存在する市野川、粕川流域周辺地域の遺跡

を概観すると、旧石器時代ては石器が表採される程度

て‘‘、非常に希池てある。現在、遺構を伴う遺跡の報告

例はない。

縄文時代の卓創期、一早期前半は1日石器時代と同様に、

土器片が散布する程度てある。草創期は北比企斤陵内

の滑川町打越逍跡て‘ヽ、多縄文系上器群が縛まって出上

している。早期前半ては滑川町歴田遺跡て‘‘良好な撚糸

文上器、押型文上悩が出上しており、嵐山町年中坂遺

跡 (34• 133)、用上）奄B追跡、越畑遺跡 (24)等て‘‘

も、撚糸文、沈線文t器が出tしている。

叩用後半の知良文期に入って、丘陵、台地肩部に炉

穴が構築され、遺構の存在が明らかになってくる。嵐

山町金平遺跡 (41)ては野島式期の住居跡6件が検出さ

れ、亥遺跡 (31)ては条痕文期と思われる炉穴10基が

発見されている。また、滑川町蟹沢遺跡ては鵜ガ島台

式の良好な上器群が出土している。条痕文系土器群は、

出土履が少ないものの丘陵台地部の多くの遺跡て‘‘、ま

た、小川町の市野川沿いの遺跡群ても検出されており、

一般的な傾向てはあるが該期において遺跡密度の濃く

なることが特者文的となる。

前期ては比較的山間部において、集洛の発達が見ら

れる。小川町ては兜川と槻川の合流点付近の河岸段丘

上に立地する平松台遺跡 (106)て、繊維土器の関山式

期から黒浜式期にかけての住居跡19軒が検出され、さ

らに、越j易遺跡、神名沢B遺跡て‘‘は諸磯a式期の住居

跡が発見されている。嵐山町ては遠山盆地内の槻川の

低位河岸段丘上に前期中葉の集落てある山板遺跡(62)

が営まれている。山根遺跡ては、黒浜式期、諸磯a~ b 

式期の住居跡12粁が調査された。また、嵐山工業団地

関係て調査された勝田地区ては、尺尻遺跡 (22)て諸

磯b式期の住居跡 l軒、尺尻北遺跡 (21)て諸磯C式

期の住居跡 1軒、新田坊追跡 (23)諸磯 C式期の上壊

2基、芳沼入退跡（17)ては大変貫重な十三苔提式上

器を出土ずる前期終末の上堀1基が検出されている。

その他、ゴルフコース内遺跡群ても、諸磯b~C式を

中心として前期終末まてし）七器群が検出されており、
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山間・斤陵部独特の遺跡占地構成を示している。

中期になると台地中央部における小集落も形成され

るが、低位の広い河岸段丘上に大きな集落が営まれる

様になる。中期初頭から前半期は退構がほとんど検出

されておらず、前期の上器群と共に破片て‘‘散布してい

る和忠支てある。小川町平松台遺跡ては、阿王台II式の

良好な土器群を出上した上墟が検出されている。

中葉から後葉にかけては山間部における小遺跡と共

に、都幾川の河岸段丘上に大集浴が形成される。行司

免遺跡 (51) は住居跡が円形に廻る所謂環状集浴て‘‘、

中葉の勝坂式から加曾利E式にかけて、また、若干の

後期初頭のものも含めて住居跡261軒、集石土堀131

基、土堀9基、上器捨て場2ヶ所が検出された。住居

跡の並びはおよそ大きな円を描いて配列されているが、

この大きなIrlを2つ直ねたような状況を示し、時期に

よって微妙に住居の並びを変えていて、結果的に大き

な2つの円を描くような構成を採ったものと推測され

る。周辺の山間地にある小集落と比較すると規模の異

なる集落てあり、あるいは周辺の中核的な集落となっ

ていた事も推定される。また、中郷遺跡 (29) は独立

丘陵状の尾根部に形成された中期後半の小集落て‘‘、住

居跡7軒、上墟6期が検出された。勝坂式終末の中峠

式段階の貰重な住居跡も存在しており、加曾利E式段

階への橋渡し的な様相を伝えている。

小川町の市野川沿いにも中期中葉以降遺跡が増加し

ており、日向遺跡 (63) を含め、北側に隣按する久保

ヶ谷戸遺跡 (93)や台ノ前遺跡（72)、町場遺跡て‘‘中葉

から後葉にかけての土器片が検出されている。

後期以降は遺跡が激減し、上器片の散布が知られる

程度となるが、大野田西遺跡(19)ては上器片は検出

されなかったものの、堀之内式期のほば完形の筒型土

偶が出上している。

晩期て‘‘はさらに遺跡が減少し、嵐山町の行司免遺跡

て安行式土器、花見堂遺跡(36)、屋田遺跡て‘干網式の

浮線網状文系の土器群が出土している程度て‘ある。小

川町て‘、も同様の傾向を示し、市野川沿いては中井遺跡

(85)て後期の破片が知られる位となる。



弥生時代も、縄文時代の晩期の傾向を受け継ぎ前期、

中期の追跡はほとんど存在しない。大野田西遺跡て‘‘、

中期と思われる胴部破片が若干出土している程度て‘あ

る。f炎期ては所謂古ヶ谷式の集落が丘陵上に進出して

おり、嵐山町蟹沢遺跡（16)ては住居跡11軒、大野田

遺跡 (20)て住居跡2呻干が検出されている。

古墳時代ても前期は、弥生時代と同様に遺跡数が少

なく、嵐山町屋田遺跡て‘‘住居跡14軒、行司免遺跡て‘‘は

方形周溝幕が10基、前期から中期の住居跡6隣干が検出

されている。小川町ても同様に遺跡が少なく、市野川

沿いては五領式期の住居跡が1軒検出された越祢遺跡

(91)、峯原遺跡 (83)が存在する程度て‘‘ある。

古墳は嵐山町の市野川沿いては、物見塚古墳 (60)

て‘1基、東昌寺古墳群 (43)て2基、東側古墳群 (44)

て 1基、屋田古墳群て‘‘17基、花見堂古墳群 (37)て2

基、岩花古墳群 (35)て2基の、いずれも円墳が確認

されている。都幾川流域ては稲荷塚古墳 (45)や寺山

遺跡（47)て‘8基、向原古墳群（57)て‘‘3基の円墳が

調査され、山王古墳群 (56)て15基、石堂古墳群（54)

て‘‘4基の古墳が確認されている。また、行司免遺跡て‘‘

は後期の円墳 5基、さらに、東落合遺跡 (53)ては、

後期の住居跡1降干が検出されている。

小川町の市野川沿いては、草加古墳群（71)、鷹巣山

古填新田古墳群（84)、西ヶ谷戸古墳群 (99)等て24

基の古墳が確認されているが、小古墳群て‘‘あり、埴輪

は確認されておらず、石室も不明てあり、詳細は不明

瞭てあると言わざるを得ない。該期の遺跡は 6遺跡が

確認されており、台ノ前遺跡て‘住居跡 1軒、越祢遺跡

て廿店跡 3軒が調査されている。

奈良•平安時代は再び遺跡数が多くなるが、山間部

の斜面地に形成された遺跡が多く、比較的小さな集落

てあることが特徴的て‘‘ある。調査の度に遺跡数が増え

ることから、小さいなりにもかなりの遺曲悽父が存在し

ていたものと推定される。嵐山町等のコ‘)レフコース内

遺跡ては13遺跡が確認され、大半は住居跡10軒程度の

遺跡て‘あるが、天裏遺跡ては住居跡3隣「、柳沢A遺跡

(126)ては1涛干、柳沢B遺跡 (127)ては11軒が検出

されている。また、年中坂A遺跡（133)て‘‘は、 8世紀

前半代の須恵器窯 1基が検出されている。工業団地関

係ては新田坊遺跡て‘‘住居跡11軒、蟹沢遺跡て‘‘1陣干が確

認されたが、他は 1~ 3軒程度の遺跡が多い。また、

六丁遺跡ては34軒の住居跡が、金平遺跡ては合計20軒

の住居跡が検出されている。年中坂A遺跡の窯跡の存

在を考えると、これ等北比企丘陵内や菅谷台地に存在

する奈良•平安時代遺跡出土の須恵器は、必ずしも南

比企産て‘‘構成されるものとは言い切れず、近在に 8

~9世紀代の窯跡が存在する可能性があり、その供給

源も考慮に入れる必要があろう。南比企窯跡群を構成

する将軍沢窯跡群が存在する都幾川沿いては、東落合

遺跡て‘住居跡21軒、山根遺跡て1打呂跡3軒が調査され

ており、出土する須恵器は将軍沢窯跡群との関連が強

いものと推測される。

小川町の市野川沿いても遺跡数が急増し、該期の遺

跡はH丸遺跡、六所遺跡 (64)、大杉遺跡 (67)、越祢

遺跡等22遺跡が確認されている。これ等の遺跡は市野

川て‘‘形成された沖積地の水田面に近い部分にまて進出

しており、嵐山町の遺跡立地と異なってくる。これは、

その主たる生業形態の差異が、立地条件の差異として

現れているのて‘あろうか。

中椎になると、鎌倉街道上道がこの地を抜けて行く

ことによって、嵐山町内には重要な遺跡が多く存在す

る様になる。周知の通り、鎌倉街道上道は笛吹峠を越

え、将軍沢、大蔵、都幾川を渡って菅谷、志賀を経て、

市野川右岸沿いに北上し、小川町奈良梨へと続き、鉢

形城方面へと北上を続ける。

鎌倉街道上道が都幾川右岸の川を渡る部分に大蔵館

跡 (50)が築かれ、右岸やや上流の低位河岸段丘上に

行司免遺跡 (51)が存在する。行司免遺跡からは住居

跡状の竪穴状遺構3軒、井戸 3基、土堀5基、溝11条

と、掘立柱建物跡と思われる柱穴群が東西70mX南北

50m及び東西30mX南北50mの2ヶ所の範囲から集

中して検出された。各遺構は溝による区画線とほぱ平

行して存在しており、企画性の高い中世の遺跡てある

ことが判明した。
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一方、都幾川の対岸に崎たる左岸の断崖＿卜には、畠

山重忠の居館てある国指定史跡菅谷館跡 (48)が存在

する。また、槻川と都幾川の合流地点の左芹には、 12

世紀代の遺物が出士した堀跡、寺院と推定される山

王・上石堂遺跡 (55)が存在する。さらに、鎌倉街道

上道を北上すると西側に県指定重要遺跡IA平沢寺僧坊

跡群 (61)が存在する。『吾妻鏡』にも関連記事の記載

がある旧平沢打は確認調査により、 12世紀から 13祉紀

初頭にかけて構築されたと推定される一辺10mを測

る東H本ても最大級の四面堂跡や池跡が検出され、旧

平沢寺が浄土庭園を構成する大寺院て‘‘、秋父氏や畠山

氏と関連の強い寺院てあることが推定された。また、

鎌倉街道沿いと推定される金平遺跡（41)は、鎌倉時

代の掘立柱建物跡や鋳造遺構が発見され、鋳造工房跡

と推定された。

この様に中憔関連の遺跡が多いことから、この地が

変所て‘あったことが窺われるが、当時、都幾川ては舟

連が行われていたことが想定されており、鎌倉街道の

陸運と都幾川の水運が交わる地点として、嵐山町南部

地域は重要な位置を占めていたものと推定されている。

また、木曽義仲の父て‘ある源義賢の居館とされる大蔵

館跡 (50)、義賢の簗、「銅造阿弥陀如米及び両脇待立

像」を持つ時宗の向徳寺 (49)が存在し、行司免遺跡

が陸運と水運の交差する地点ての「市」としての性格

を帯びていることなど、県内においても中枇の遺跡が

多く存在する重要な地域て‘、ある事が理解される。

その後、鎌倉街道上道沿いは、戦国時代においても

後北条氏の支城制により、この街道を見張るように山

城て‘ある菅谷城、杉山城、越畑城、小川町の高見城が

配置整備され、甲斐の武川氏、越後の上杉氏等に対す

る防御ラインとして機能していた。

この様な歴史的な背景の中て‘ヽ、大木前遺跡（ 1)、小

粟北遺跡 (2）、小栗遺跡 (3)は時代を異にするとは

いえ、杉山城 (26) と越畑城の間に挟まれた位置関係

に存在し、日向遺跡 (63) はまさに鎌倉街道上道の通

り道に相当しており、市野川が開析したなだらかな沖

積地を挟んて対峙する位置関係にある事が理解される

のてある。そして、縄文時代以降、この地域が活発化

するのは奈良•平安時代以降て‘‘あり、その背景にある

南比企窯跡群の創業と、東山道を結ぶ裏衛道としての

役割が、この地を要所と化し、関東武士の発生以降幾

度となくこの地を歴史の舞台へと登場させて行くこと

になるのてある。
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第 4図遺跡周辺の地形図(I)
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川 大木前遺跡の調査

1.遺跡の概要

大木前遺跡は埼玉県比企郡嵐山町大字越畑453番地

他に所在し、平成10年12月1Hから平成11年 3月31R

まて‘と、平成12年10月23日から平成12年12月28Bまて‘‘

の 2回に分けて調査が行われた。第 1次調査ては

5,800m'、第2次調査て‘‘は540面の、合計6,340面が調査

の対象となった。

遺跡周辺は市野川とやがて市野川と合流する粕川に

よって開析され、その間に挟まれた南東方向に細長い

丘陵が形成されている。この丘陵は北西側が高く南東

側にかけて緩く傾斜するが、東側の粕川方面、西側の

市野川方面に向かって、東西方向の杜林支状の小支谷が

発達しており、それ等に開析された独立丘状の尾根が

連なっている。

遺跡は東西方向に開析された独立丘上の、尾根から

南側の斜面にかけて形成されており、標高はおよそ75

mから62m前後を測る。

調査は10座標北に合わせて10mのグリッドを設定

し、北西杭を碁準に東へA~P、南へ 0~13の番号を

付けて行った。第 2次調査の際に、 Aから西側へZ、

Yへと逆に番号を付け足した（第 7図）。

発見された遺構は、縄文時代の炉穴 1 基、奈良•平

安時代の竪穴住居跡2碑f、土墟6闘ふ井戸 1基、溝7

条、性格不明のピットてあった。

縄文時代は、第69号土墟とした早期条痕文期の炉穴

1基のみ検出された。斜面の裾部分ては、前期の諸磯

b. C式土器を中心として、早期の山形押型文土器や

条痕文土器が出土、石器が出土しているが、早期の押

型文土器に伴うと思われる表面の磨かれた槍先状尖頭

器、所謂「とろとろ石器」の出土が特筆される。

奈良•平安時代は住居跡が2碑f検出されたが、何れ

も斜面部に構築されていたため、竃と壁溝のみ確認さ

れた住居跡が多く、全容を知る住居跡はなかった。出

土遺物て‘‘時期を判別すると、奈良時代は第 1・17・22・

23 • 24 • 25号住居跡が相当する。第 1• 23号住居跡は

覆土出土の小破片から判断されるものて、確実てはな

い。竃は北竃と東竃があり、竃の発見されない住居跡

は東竃の可能性が高い。また、第 1号住居跡は、床面

に小鍛冶炉と思われる炉跡を持つ。奈良時代の遺構は

斜面の中腹から裾にかけて存在しているが、間隔はま

ばらてある。第64号土墟出土の甕の破片が奈良時代の

所産てあるとすると、項上の尾根付近にも奈良時代の

遺構が存在する可能性がある。遺物は第17号住居跡の

貯蔵穴から、仏具を模倣したと考えられる須恵器椀が

出土していることが特筆される。

平安時代の住居跡は重複しているものが非常に多く、

この時期の確実な住居跡は第4• 5 • 6。8• 12 • 13 • 

14 • 15 • 16 • 18 • 21 • 26号住居跡て‘ある。第 4同住居

跡は、奈良時代終末から平安時代の初頭にかけての所

産と思われ、東竃を持つ。他の住居跡は殆どが糸切り

離し後底部未調整の杯が出土しているため、 9世紀後

半以降の所産と判断され、浅い皿等も出土しているこ

とから 10惟紀代にかけての住居跡が存在するものと

判断される。第 5• 13 • 15局住居跡は床面及び覆土中

に、小鍛冶炉を持っており、これ等の住居跡に焼土塊、

炭化物を大量に伴う土墟と重複するという共通点が見

られることから、］万げ亦的な性格を持つものと推測さ

れる。遺物は 4軒重複の第13号住居跡覆土からほば完

形の刀子が出土し、第 5号住居跡と重複する第19号土

墟からは石帯の巡方と、紡錘車が出土している。また、

特筆されるのは、第5号住居跡の竃付近の壁際から、

その性格は不明てあるが、古墳時代初頭期の斜縁二神

二獣鏡の内区破片が出土したことて‘‘ある。

この様に、大木前遺跡は奈良時代の後半から平安時

代の後半にかけての集落遺跡て‘、小鍛冶関係の遺構を

持つことから、工房跡的な性格が強く、もしくはそれ

に携わる集団の居住地としての性格が考えられる。
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大木前遺跡

2．発見された遺構と遺物

(1) 住居跡

第 1号住居跡（第 8図）

C-7~ 8区にかけて位置する。第 1次調査て、、住

居跡西側の舷は調査区域外となったが、第 2次調査て‘‘

西壁は検出てきなかった。プランは東西方向に細長い

住居跡と思われ、長径3.82mX短径1.76m X深さ 0.41

mを測る。北壁と東壁の一部が残存し、竃、壁溝、柱

穴は検出されなかった。住居跡西よりの斜面部にあた

る床面下に、中央部に被熱のやや弱い円形の小ピット

状の痕跡を持つ部分があり、小鍛冶炉と思われる炉跡

が存在する。

遺物は流れ込みと思われる須恵器の小破片が出tし

ており、大きな摘みを持つと思われる藍や、返しを持

つ蓋、甕の日縁部、胴部破片が出土している。

第 7図 大木前遺跡グリッド網図

住居跡の所属時期は、出土遺物から 8世紀の後半代

と思われる。

第 2号住居跡（第 9図）

D-7区に位置する。住居跡の北側半分が現存する

ものと思われる。北壁際て‘第 7号土堀、第13号土墟と

重複する。これらの土横と、住居跡の新旧関係は判然

としないが、土堀が住居跡を切っている様て‘ある。プ

ランは東西方向に細長い住居跡と思われ、長径3.76m

x短径l.41mX深さ 0.29mを測る。北壁と東壁の一

部が残存し、北壁から東壁にかけて壁溝が存在する。

竃、柱穴は検出されなかった。北壁際に 2個のピット

を持つ。p1は長径0.53mX短径0.35mX深さ 0.29
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第 8図 第 1号住居跡・出土遺物
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しまり共に強い。

2 茶褐色土 白色パミスを多品に、焼土粒子を微量に含む。粘性、しまり

共に強い。

3 黄褐色土 地山崩落粘土プロック主体。粘性強く、しまりやや強い。
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第 1号住居跡出土遺物観察表（第 1図）
番号 器種 ll径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考
1 蓋 AC針 良好 灰 10 

2 芸・血 (12.0) ABC 良好 灰 10 

3 珈式 (19.0) A 良好 灰 10 

4 甕 ABCD 良好 黄灰 破片

5 甕 AC 良好 暗灰 破片

6 痺ェて AC 良好 黄灰 破片

mを測る。 P2は長径0.35mX短径0.32mX深さ0.31

mを測る。壁溝が比較的深い溝状を呈しており、東の

壁沿いに存在することから、竃はこの延長上に存在し

ていた可能性が高い。

遺物は流れ込みと思われる土師器、須恵器の小破片

のみて、遺構の時期を決定て‘‘きないが、須恵器杯のロ

縁部破片等が流れ込んて、いるため、平安時代の所産と

推濯ljされる。

第 3号住居跡（第10図）

F-9~10区に位置する。第 4号住居跡と重複し、

第4号住居跡の方ヵ浮斤しい。プランは東西方向に細長
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大木前遺跡

第9図第 2号住居跡

SJ2 

A 65 7m 土

、9

g
 

□1 

。

Q| 

Q
 

2m 

Pit! 

1 暗褐色上 白色粘土小プロックを多星に含む。粘性強く、しまり中位。

2 暗黄褐色土 地山崩落粘土を主体とする。粘性極めて強く、しまり強い。

い1主居跡と思われるが、住居跡の大半が斜面部分と重

複によって失われている。長径3.53mX短径1.82mX 

深さ 0.29mを測る。

時期を決定てきる遺物は出土していないが、新しい

方の第 4号住居跡が平安時代の初頭期て｀あることから、

本住居跡は奈良時代の所産になる可能性がある。

第 4号住居跡（第10図、第11図）

F-9~10区にまたがって位置ずる。第 3号住居跡

と重複関係にあるが、本住居跡の方が新しい。斜面地

の流出により、住居跡南側の壁を損失するが、プラン

は東西方向に細長い長方形を呈するものと思われ、東

壁に竃を持つ。長径3.06mX短径2.24mX深さ0.53m

を測る。

壁溝は北と西の壁際に認められ、東壁には存在しな

い。掘り込みは比較的しっかりしており、深いところ

て‘10cm弱を測る。柱穴は確認されない。

竃は東壁の中央部よりやや南壁に寄って構築されて

いるものと思われ、やはり南側が流出している。煙道

から焚き日まての長さが1.94m程て‘‘、比較的長い煙道

を持つが、煙道は緩く立ち上がる。袖は作り付けて‘‘

P it2 

1 暗褐色土 白色パミスを多量に含む。

2 茶褐色土 白色パミスを少嚢含む。

3 暗黄褐色土 地山崩落粘土を主体とする。

殆ど残存していない。煙道北側部分の天井が、一部残

存していた。

遺物は住居跡床面付近の覆土から多く出土しており、

大半が須恵器の破片てあった。須恵器杯は底部糸切り

離し後、低部周辺にヘラ調整を行うものが出土してい

る。他に、長頸壷、甕の口縁部胴部破片が出土してい

る。土師器の台付甕の脚部が1点出土しているが、径

が大きく、この時期のものかどうか断定て‘‘きない。

住居跡の所属時期は、出土須恵器から 9世紀の第 1

四半期頃と推定される。

第 5号住居跡（第12図～第14図）

H-10区に位置する。第 6号住居跡と重複関係にあ

るが、第 6号住居跡の方が新しい。また、住居跡内て‘

第18• 19 • 20 • 21 • 33 • 48号土堀が重複するが、いず

れも本1じ苦跡の方が古い。斜面地の流出と第 6号住居

跡、各土墟との重複により、住居跡南側の約半分を欠

損するが、プランは東西方向に細長い長方形を呈する

ものと思われ、北壁に竃を持つ。長径6.47m、短径2.53

mが現存し、壁からの深さが0.41mを測る。

壁溝は竃より西側の北壁と西壁際に認められ、竃よ
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第10図第 3 • 4号住居跡
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ò 

E
0
ま
E

0
 

B_G3em B 

2m 

＇ 1:60 

焼土粒子と白色パミスを少醤含む。

焼土プロックと地山粘土プロック及び白色パミスを

多贔に、炭化物を少量含む。

地山粘土プロックを多量に、焼土粒子を微量に含打。

地山粘土粒子を少贔含む。

『

9

ー

□
 

こ三三三三三ピニーロニ~2

三 1

. :: ••. 

）□-三6 ／ヽ
＿
＿
＿
＿
―
 

r

l

-

―― 

一T
-
|
+
7
1
,
1寸

＿
―
-
口
ロ
―
―

一ローーニ―

-

,

 
_
_
 
-― 

言ニコ
ー

J、

□(7 

-18-



大木前遺跡

第11図 第 4号住居跡出土遺物
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第4号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号 器種 r,径 器高 底径 胎 上 焼成

1 芸＂＂ (17.6) 3.5 A片 良好

2 芸m (19.1) A針 良好

3 坪 12 6 3.6 6 0 AF針 普通

4 椀 (15.5) ACF針 良好

5 好 6.4 A針 良好

6 台付甕 ABC 普通

7 甕 (22.2) A 良好

8 珈式 A 良好， 長頸瓶 A 良好

10 珈土＜ A 良好

11 甕 AC針 良好

12 甕 A 良好

13 珈式 A針 良好

14 甕 A 良好

15 耀ユ＜ ABC 良好

16 珈平 A 良好

17 珈寧 A針 良好

18 甕 AC針 稗通

19 珈上只； AB 普通

20 甕 A針 良好

21 珈式 A針 良好

22 甕 A 将通

23 坑ふg A針 良好

24 珈工＜ A 良好

25 甕 C 普通

26 郷式 A 良好

り東側には存在しない。掘り込みは比較的しっかりし

ており、深いところて‘‘10cm前後を測る。柱穴は第 6号

住居跡と重複しているため明確にし得ないが、合計14

本確認され、 P2、P3、P5、P6が第5号1打因跡

の柱穴になる可能性が高い。ピットの深さは Pl=

0.13m、P2 =0.56m、P3 =0.49m、P4 =0.48 

m、P5=0.57m、P6=0.58m、P7 =0.61m、P

8 =0.28m、P9=0.lm、P10=0.07m、Pll=0.27

m、Pl2=0.13m、P13=0.27m、P14=0.12mてあ

る。

竃は北壁の中央部よりやや東壁に寄って構築されて

おり、両抽部が一部現存する。煙道から焚き口まての

長さが1.51m程て‘‘、やや長い煙道を持つが、煙道は良

＜被熱されており、緩く立ち上がる。焚き日の西側袖

部分に板状の石が使用されていた。また、焚き日の中

から甕の破片が出土したが、被熱が強く取り上げ時に

細片になってしまった。

竃の東側て、、、住居跡のコーナー付近に長方形の貯蔵

色調 残存率 備 考

オリープ黒 40 つまみ径2.8cm

灰 10 

にぶい褐 85 

オリープ黒 25 

灰

橙

暗赤褐

黒褐

灰白

灰白

灰

灰黄

灰

灰

赤褐

灰褐

灰臼

灰白

灰白

灰

灰

灰臼

灰

灰

灰白

灰

100 

10 

10 

破片 外面施釉

10 

15 

10 

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

穴が存在する。長径0.71m短径0.49m深さ0.18mを測

り、中から須恵器杯の破片が出土している。

遺物は本住居跡とは年代が合わないが、古墳時代初

頭期の鏡が、竃近くの北壁付近から出土した。詳しく

遺物について観察する（第12図1)。

出土状況 第5号住居跡は竪穴の北側（斜面上方側）

に竃を設置しており、竃に向かって左手約 1mの壁面

付近の床面からやや浮いた状況て‘‘鏡片が出土した。

遺存状況鏡片は鉗とその周囲部分の破片て‘ヽ、神像と

侍仙、獣像がそれぞれ一つずつ認められる。銅質は精

良て鋳上がりも良く、文様の表出は比較的鮮明てある。

鏡面は青銅色、鏡背面は赤銅色を呈する。周縁部は細

かく打ち割られており、破断面の一部には研磨痕が観

察される。鏡面は銹が付着しているが、器面は鈍い光

沢をとどめ、擦痕がみられる。

法量・重量 内区の厚さは図像のない部分て‘‘約0.5mm

と全体に薄いつくりてある。重量は現状て‘28.45gを

測る。
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第12図 第 5• 6号住居跡全体図・鏡実測図
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文様構成 円座鉗の周りに円圏を 1条めぐらす。杯］区

は円庫の 4乳て区画され、その間に主文様を置くもの

と推定される。内区主文部は神像と特仙、獣像の一部

が認められることから、二神二獣が鋳出されていたも

のと想定される。銘盟及び外区文様については不明て‘‘

ある。

紐鋪は径 2.Ocmて｀、鏡面からの高さ 1.1cmの断面半

球形て‘‘、やや腰高てある。鉗孔は幅約 8mm、高さ 4mm 

ほどの不整k方形て‘‘、鉗孔底部は鋪の基部とほぱ同じ

位置てある。錨は底径2.4cmの低く広い円座の上にの

り、その外北Hijに幅 1mmはどの無文部をおいて円圏が 1

条めぐらされている。

乳 2つの乳を遺存しているが、本米は 4乳により 4

区画されていたものと思われる。底径5.5mm、鏡面から

の高さ 4mmを測り、断面三角錐形を呈する。乳座は底

径8.5mmの低い円座て‘ある。

内区主文部 神像は両側に雲気の張り出した神座に座

した坐像表現て‘ヽ、三日月形の隆帯により衣の襲や膝の

上に扶手する手を表わしている。衣は横線を数本表現

しているほか、やや不明瞭て‘あるが短線によってV字

形の衿を表現する。両肩からは 6~7本の外向きの弧

線により翼が表現されている。また右肩の翼の先端に

按して房状の雲気が表現される。顔は丸い頭部に点状

の眼球と鼻梁線を表現するだけて、冠などの表現はみ

られない。

図示した左上の侍仙は立像か、あるいは横向きの膝

をついた人物を表現したものと考えられる。首を横に

傾げ、短線によって衣の袂や嬰を表し、腕を上に挙げ

る姿態を表現している。顔は丸い頭部に点状の眼球と

丸く大きな鼻を表現する簡略化された表現て‘ヽ、頭上に

は3条の弧線が線彫されている。

獣像は右向きの走獣を半肉彫する。頸は細長く鳥首

状に表し、頭部は鳥頭表現に近い横顔を表している。

楕円形の頭部に点状の眼球を表現し、 4条の短線て泊贅

と髯を表現する。また頭部後方に 4条の弧線と太く長

くのびた角を表していることから龍を表現したものと

考えられる。頸部は大きく後方に反り返り、 2節 1単

位の有節表現をもち、 6条の短線て獄を表現ずる。肩

部には半球に三巴が浮彫式に表現され、羽翼が線彫さ

れる。前足は頸部と同じく有節表現をもつようてある

が、詳細は不明て‘ある。胴部は無文て細長く、尻部に

縦線と弧線によって獣毛が線彫表現されている。これ

は後足を簡略的に表現したものてあろう。

このほかに内区の充填文として獣像の尻部と乳の間

に獣毛を表現したと考えられる 10条の平行直線文が

線彫されている。また獣像の腹部下側には 5条の弧線

がみられる。

他の出土遺物は殆どが平安時代所産のものて、若-f

8憔紀代の遺物が破片て出土しているが、「コ」字状日

縁の上師器甕、台付甕の脚部、底部糸切り離し後未調

整の須恵器杯、椀、皿、蓋、高台付椀等が出土してい

る。これ筒の大半の遺物が9世紀の後半、およそ第 3

四半期に位置付けられることから、住店跡の年代も 9

糀紀の後半を遡らないものと思われる。

なお、住居跡内に重複する土堀は、木炭、焼土等を

多く含むのて‘‘、住居跡廃絶直後、 もしくは覆土が埋ま

りきらない段階て‘‘構築されており、CDf主居跡が個小鍛

冶関係の作業を行っていたか、②廃屋直後に鍛冶関係

の作業小星になったか、③廃絶後にごみ捨て場となっ

た場合が想定され、住居跡のそれぞれの状態を観察す

ると、いずれのケースも有り得たものと思われ、本住

居跡は②と③の性格が強いものと思われる。

第 6号住居跡（第15図）

H-10区に位置する。第 5号住居跡と重複関係にあ

るが、第 5号住居跡の方が古い。また、住居跡内て第

22 • 34号土堀と重複するが、いずれも本住居跡の方が

古い。斜面地の流出と各土墟との重複により、住居跡

南側の約半分を欠損するが、プランは東西方向に細長

い長方形を呈するものと思われ、北壁に竃を持つ。主

軸方向を、第 5号住居跡から少し東にずらし、住居跡

半分位を重複させている。長径6.12m、短径2.41mが

現存し、壁からの深さが0.26mを測る。

竃は焼土による輪郭が認められた程度て‘ヽ、袖等は残

-22-



大木前遺跡

第13図第 5号住居跡
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1 暗褐 色 土 地山粘土プロックと自色パミスを多量に、焼土粒子を少量含む。

2 暗 褐 色 土 地山粘土粒子と白色パミスを少星含み、焼土粒子を微星に含む。

3 灰茶褐色土 地山粘土ブロックを大量に、焼土小ブロックを少星含む。

4 暗茶褐色土 焼士プロックを大罷に、地山粘土プロックを少置含む。局部

的に焼けた落盤天井を含的。

5 暗灰褐色土 焼けた落盤天井と、焼士プロックを主体とし、地llJ粘土プロッ

クを少量含む。

6 茶褐 色 土 焼土プロックと炭化物を多益に含み、局部的に大きな炭を含む。

7 暗茶褐色土 地山粘七プロックを斑点状に大量に、焼土小プロックと炭化物

を多量に含む。

SJ 5貯蔵穴

1 灰茶褐色土 地山粘土粒子を多畠に含み、焼上粒子を少最

含む。

2 暗茶褐色土 焼土小ブロックと地山粘土ブロックを少量含

む。

8 暗茶褐色土 9層に類似する。焼上と粘土プロックを少呈含む。

9 暗茶褐色上 焼上プロックと炭化物を多足に、地1_|_1粘土プロックを少量含む。

10褐色上地山粘上小ブロックを多星に含み、焼土粒子を少塁含む。

11黒褐色土坦lll粘土粒了を少星含む。

12暗灰褐色十 地山粘土粒了ーを多盤に含み、焼土粒子を少量含む。

13茶褐色上 焼上小ブロックを多臣に含み、炭化物と池I[1粘土小プロックを

少贔含む。

14茶褐色上 焼上小ブロックと炭化物をやや多く含み、地山粘土粒子を少塁

含む。
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第14図 第 5号住居跡出土遺物
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第 5号住居跡出土遺物観察表（第 14図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成

1 杯 (10 0) AC 不良

2 坪 (14 4) AC 良好

3 冽式百 (20 0) ABCF 普通

4 珈ユベ 02. 0) ABC 不良

5 甕 (13 0) ABCF 将通

6 珈式 (12 4) ABCEF 不良

7 甕 (16 0) ABC 普通

8 甕 (20 0) ACF 普通

， 台付甕 (9.0) ABCF 蒋通

10 台付甕 (9.0) ABCF 不良

11 台付甕 (9.0) ABCF 不良

12 杯 (13, 6) 4.2 (6.2) C 良好

13 杯 12.6 3 5 5 6 A 普通

14 坪 12 8 3 5 5 1 BC片 不良

15 坪 (13.0) 3.6 6 2 A 良好

16 坪 (12 8) 3 8 6 0 A 良好

17 塊 (14.0) F 良好

18 昇 (12 0) 3 6 (5 8) A片 良好

19 婉 (14 8) 5 4 6 2 針 良好

20 婉 (14.0) AF 良好

21 碗 (15.0) A 良奸

22 椀 (7.0) ABF針 良好

23 皿 (15 0) AB 不良

24 皿 (16 0) A 良好

25 芸P1 (18 0) ABC針 良奸

26 高台付婉 7 5 A 良好

27 高台付婉 (7. 0) F 良好

28 高台付碗 (6. 0) ABC 良好

存していない。壁溝、貯蔵穴等も確認されなかった。

本住居跡調査中に発見されたピットはP10~Pl4て‘‘、

本住居跡の柱穴となるものは見当らない。

出土遺物は少ないが、底部糸切り離し後未調整の須

恵器杯、台付婉等が出土しており、何れも 9世紀後半

代に位置付けられる。重複する第 5号住居跡とは遺物

における時間差は殆ど認識されないが、竃と重複する

第48号土猥が、第 5号住居跡廃絶後に構築され、それ

を第 6号住居跡が切ることから、第 5号住居跡と第6

号住居跡の新1日関係は明らかてある。非常に近按した

時間内の重複関係て‘あることが認識される。

第 1号住居跡（第16図）

I -10区に位置する。第9号住居跡と重複関係にあ

るが、新1日関係は不明てある。また、 1打呂跡内て第24・

25 • 26号土横と重複するが、いずれも本住居跡の方が

古いものと思われる。北壁及び、東壁の一部が残存す

大木前遺跡

色調 残存半 備 考

にぶい黄橙 15 P2 

橙 10 

にぶい褐 40 

にぶい橙 15 

にぶい橙 10 

橙 40 カマド西袖

にぶい褐 10 

にぶい黄橙 10 

にぶい橙 40 

橙

橙

灰白

灰

黄灰

灰

灰

灰白

灰

灰臼

灰臼

灰

灰

貿灰

暗青灰

灰

灰

灰白

灰

15 

15 カマド東袖穴

30 

90 

95 カマド西袖

10 貯蔵穴

25 

15 

50 貯蔵穴

30 

10 

15 

45 

20 

20 

10 壁溝

80 

40 壁溝

35 

るだけて、什居跡の付属施設等は一切不明て‘‘ある。北

壁に竃が存在しないことから、プランは東西方向に細

長い長方形を呈するものと思われ、長径3.06m、短径

1.29mが現存し、壁からの深さが0.12mを測る。遺物

は出土しておらず、所属時期等は小明てある。

第 8号住居跡（第16図）

I ~J -l1区の調査区際にまたがって位置する。第

10号住居跡と重複関係にあるが、新旧関係は不明て‘あ

る。また、第 1号溝と重複するが、本住居跡の方が古

い。北壁及び、東西舷の一部が残存するだけて‘、北壁

に富が存在しないことから、プランは東西方向に細長

い長方形を呈するものと恩われ、長径4.12m、短径

1.82mが現存し、壁からの深さが0.24mを測る。

住居跡内に 5個のピットが存在し、 P2、P4が柱

穴になる可能性がある。ピットの深さは P1 =0.28 

m、P2=0.23m、P3=0.49m、P4=0.13m、P
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第15図 第 6号住居跡・出土遺物
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1 焼土層堅く焼け、しまっている。
2 焼土層橙色の焼土プロックを主体とし、間隙に暗褐色か入り込む。
3 灰褐色土焼土ブロックを大塁に含む。粘性、しまり共に強い。
4 灰茶褐色士 地山粘士ブロックを大星に含み、焼上小プロックと白色パミ

スを多量に含む。粘性中位、しまり強い。

5 暗灰褐色土 地山粘土粒子、炭化物、焼七粒了を少量含む。粘性やや強く

しまり強い。

6 灰茶褐色上 地山粘土粒子と焼土粒子を少呈含む。粘性中杓、しまりやや

強い。

7 暗灰褐色土 地[ll粘tプロックを火星に含む。粘性やや強く、しまり強い。
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第6号住居跡出土遺物観察表（第 15図）

番号 悩種 ロ径 器高 底径 胎 +. 焼成

l 婉 (15. 6) A 良好

2 坪 (13 4) 3 9 5 8 F 不良

3 坪 (12 2) 4.0 (6.0) A針 良力f

4 杯 03.0) A針 良奸

5 坪 5 6 A針 良好

6 杯 4.4 A 良好

7 蓋 (18 0) A針 良好

5 =0.43mを測る。

遺物は流れ込みの遺物て‘‘、「コ」字状日縁の上師器甕

の日縁部破片と、糸切り離し後未調整の須恵器杯底部

が出上している。住居跡の所属時期は、出土遺物と同

時期かそれ以前て‘‘あるとすると、 9憔紀後半代を想定

てきるが、明瞭な柱穴を持つとすれば、 8祉紀代の可

能性もある。

第 9号住居跡（第17図）

I -10区に位置する。第 7号住居跡と重複関係にあ

るが、新旧関係は不明て‘‘ある。北壁及び、東西壁の一

部が残存するだけて‘ヽ、北壁の中央部やや西寄りに竃が

存在する。プランは東西方向に細長い長方形を呈する

ものと思われ、長径4.65m、短径1.71mが現存し、壁

からの深さがO.lm前後を測る。殆ど、竃のみ現存する

住居跡て‘、他の付属施設は不明てある。また、遺物は

出土していない。

第10号住居跡（第17図）

I -11区の調査区際に位置する。第 8号住居跡と一

部重複関係にあるが、新1日閲係は不明て‘‘ある。また、

第1号溝と重複するが、本住居跡の方が古い。北舷及

び、東西岐の一部が残存するだけて、北壁に竃が存在

しないことから、東窺を持ち、プランは東西ガ向に細

長いよ方形を呈ずるものと思われ、長径2.41m、短径

0.59mが現存し、壁からの深さが0.18mを測る。遺物

は流れ込みの砕片のみて‘ヽ、実測図の採れるものは出上

してし、ない。

第11号住居跡（第17図）

I ~J -10区のまたがって位置する。第19号住居跡

大木前遺跡

色調 残存皐 備 ＃J ← 
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10 カマド

50 

30 

10 

40 

50 

10 

と重複関係にあるが、新旧関係は不明てある。また、

第37号土堀と重複するが、本住居跡の方が古い。竃と

北壁及び、東西壁の一部が残存するだけの住居跡て‘‘、

北壁ほぱ中央部に竃を持つ。プランは東西方向に細長

い長方形を呈するものと思われ、長径4.41m、短径

1.71mが現存し、壁からの深さは数センチ前後を測

る。北東コーナー付近にピット 2個が存在するが、本

住居跡の柱穴てはない。ピットの深さは Pl=0.13

m、P2=0.lmてある。時期を判別てぎる遺物は、殆

ど出土していない。

第12•13•14•16号住居跡（第18図、第19図）

L~M-11区にまたがって｛立置する。 4軒の重複関

係にあり、第12号1主見抒亦が最も新しく、続いて第13号

住居跡、第14号住居跡の順に古くなり、一部しか残存

していないが第16号住居跡が最も古い住）凶跡となる。

また、住居跡内は多くの上墟と重複関係にあり、第23・

39 • 41 • 42 • 43 • 44 • 45 • 46号土壊と、住居跡外ては

第47号土堀と重複ずる。第46号土壊は第14号住居跡よ

り新しく、第13号住居跡より古い。また、第43号上墟

は第13号住居跡より古い。他の土壊は、およそ第12号

住居跡より新しいものと判断される。

第12号住居跡は北竃を持つ住居跡て‘‘、貼り床上に構

築されているため、規模等は不明瞭て‘あった。竃は北

壁に構築され、煙出部付近の煙道部は天井が残ってい

た。

第13号住居跡と第14号住居跡は殆ど重複する関係

にあり、第14号住居跡の上に貼り床をして、第13号住

居跡が構築されていた。第12号住屈跡の床面下に第13

号住居跡の竃が存在し、東竃となる。第14号住居跡の

プラン、及び竃はイ＜明瞭てある。第13号住居跡は北壁
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第16図 第 7• 8号住居跡・出土遺物
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1 黒褐色土 白色パミスを少量含み、焼土粒子、炭化物

を若干含む。

2 暗茶褐色土 焼土粒子を若干含む。 1層より色調が明るい。

3 茶褐色土地山プロックを多量に含む。
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1 暗茶褐色土 白色パミスを全体的に大電に含み、焼土粒子を少量含む。粘

性中位、しまり強い。

2 暗褐色土 白色パミスを多量に、焼土粒子を少饂含む。粘性中位、しま
り強い。

3 黒色 土焼土粒子と白色パミスを少量含む。粘性中位、しまりやや強い。

4 黒褐色土 焼土粒子と白色パミスを少昌含む。粘性やや強く、しまり中位。

A' B 邸 lm
B-

2m 

＇ 1 •60 

ロニロ＿ ＼ ＼ 

0 10cm 
| - i 11 :4 

第 8号住居跡出土遺物観察表（第16図）
番＇ナ器種 口径器船底径 胎 土

1 甕 (20.4) I I I AB  C 

2 杯 (6.2)I A針

3 杯 (5.8)I A針

口
1
0
1
5
1
0言

備 考
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大木前遺跡

第17図

SJ9 

第 9 • I 0。|1号住居跡
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焼土プロックを多く含む。

焼土粒子、炭化物を若干含む。

灰色の地山ブロックを少星含む。

地山の灰色プロックを多く含む。

地山プロック、白色パミスを少置含む。
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2 暗茶褐色土

3 暗褐色土

1 暗褐色土 白色パミスを全体的に多量に含み、焼土

粒子を少量含む。

地l且粘土粒子と焼土粒子を少監含む。

焼土粒子をやや多く、白色パミスを少塁

含む。

地山粘土粒子を少晨含む。

焼土粒子と白色バミスを少量含む。

ローム質土プロックを主体とし、焼土粒

子と白色パミスを少量含む。

4 褐色土

5 黒色土

6 黒掲色土
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1 暗灰褐色土 焼土小ブロックと炭化物を少塁

含む。粘性中位、しまりやや強い。

2 灰黄褐色土 地山粘土プロックを多量に含む。

粘性、しまり共に中位。

2m ， 
160 
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第18図 第12• 13 • 14 • 16号住居跡
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l 暗灰褐色上 焼土小プロックを多畠に含み、白色パミス少星含む。粘杵,p位、

しまり強い。

2 焼 土橙色を呈し、良く焼けしまっている。落盤天井部。

3 暗褐色土 焼土粒子と地山粘土粒子を少星含む。粘性やや強く、しまり中

位。

4 黒褐色土 地由粘土小プロックを少凪、焼十粒チを微塁含む。粘性やや強

く、 しまり中位。

5 暗褐色上 地山粘土粒子と白色パミスを少扇含み、カマド付近では、焼土

小プロックを少鼠含む。粘性中位、しまりやや強い。

焼土小プロックを多塁に含む。粘竹強く、しまり中位。

白色パミス、地山粘上粒子、焼土小プロックを少量含む。粘性

強く、しまり中位。

8 暗茶褐色土 地山粘土プロックを部分的に多蘇に含み、焼土粒子を少星含む。

粘性強く、しまり中粒。

9 暗灰褐色土 焼土プロックを少量含む。粘性強く、しまりやや強い。

10暗茶褐色土 地山プロックを少量含む。

6 黒色土

7 暗褐色士

¥
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＼
 

ヽ
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12暗黄衛色t

13暗褐色土

14黒褐色土

15暗褐色土

16暗褐色土

17黒褐色十一

19暗褐色十

20暗赤褐色十＿

21暗茶褐色土

D--b3 4m D' E 63 6m  E 

2m 

＇ 160 

11暗茶褐色上 焼土小プロック、地山粘十小プロソクをやや多く含む。粘性中

位、しまり強い。

地l/」粘土プロックを多星に含む。粘性やや強く、しまり強い。

焼上プロックを多岳に含む。粘I’t中位、しまり強い。

／火を多紐に含む。粘性強く、しまり中位。

白色パミスを多く含み、焼上粒子を少饂含む。

地山のプロックを多く含み、白色パミスを多く含む。

地山粘土プロyクを斑点状に多贔に含み、焼十プロック、遺物

を少星含む。粘性強く、しまりやや強い。

18暗灰褐色上 焼上プロックと円色パミスを多量に含む。粘性中位、しまり強。

し＼。

焼上小プロックを多昌に含む。粘性、しまり共にやや強い。

焼土プロックを多く含み、炭化物を少蓋含む。しまり強い。

焼十粒了と炭化物粒-fを多く含み、白色粒了を少呈含む。しま

り強い。
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大木前遺跡

第19図 第 12• 13 • 14 • 16号住居跡出土遺物
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第12号住居跡出土遺物観察表（第 19図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 芸" T  (17.0) A針 良好 灰 10 カマド

2 坪 (13 0) AC針 良好 灰白 10 

3 吋工柘こ A 良好 暗灰 破片

4 耀式 AD 良好 灰 破片

第13号住居跡出土遺物観察表（第 19図）

番号 器種 ロ径 布"サ"―晶ミ．▲ 底径 胎 十一 焼成 色調 残仔率 備 考

5 坪 (10 5) 2 8 BD 普通 褐 20 

6 甕 (22.0) ABC 普通 橙 20 

7 芸4U  針 良好 暗灰 80 つまみ径2.6cm

8 椀 (15. 0) AC針 良好 黄灰 15 ， 坪 11.9 3.8 6.1 A針 良好 橙 80 

10 杯 (12.0) 3.6 (6 2) A針 良好 褐灰 30 

11 坪 (12 6) 3 7 (7 2) A針 良好 灰 20 

12 杯 6.0 位1 将通 灰黄 20 

13 坪 (7 0) A針 良好 灰 10 

14 甕 A針 良好 灰 破片

15 珈武 A針 良好 灰 破片

16 刀子 現存長16.8cm刃幅最大1.2cm背輻0.3cm重さ 19.6g 95 切先。茎先欠失、関は両関、背関の手前て｀｝）幅広がる

第14号住居跡出土遺物観察表（第19図）

];-I 盆坪種 1(:f:)I盆，ビ11底径 IA!] + 1図ぢI灰 色 凋 口］）率 備 考

18 七錘 l長（5.25)cm直径1.75cmI A B C E F I普通 l にぶい黄橙 I go I孔径0.40cmcm重(15.18)g 

第16号住居跡出土遺物観察表（第19図）

::I 器灯種 1（：イふI器高 1底径 IA!] 士 I霊ぢ I1一竺し： I残］辛 備 考

と西壁が存在し、壁溝が巡る。北東のコーナーには壁

溝が見られず、第12号1む因跡の竃にまて‘‘壁は伸びてい

ない。東竃を持ち、東西方向に細長い長方形のプラン

を呈するものと思われ、長径3.47m、短径2.47mが残

存し、壁からの深さは0.41mを測る。

第14号住居跡は第13号住居跡とほば重複し、同様の

プランを呈するものと思われ、壁からの深さは0.71m 

を測る。

第16号住居跡は、第12号住居跡の竃の東側に床面と

コーナーが残存するのみて‘‘、詳細は不明てある。第14

号住居跡の北西コーナーとも思えるが、床面の高さが

晃なる。

ピットは合計7個検出された。 Pl~P3は当初ヒ°

ットとして調責し始めたが、範囲が広がり結果として

土横状になってしまった。ピットの深さはPl=0.21

m、P2 =0.44m、P3=0.16m、P4 =0.18m、P

5 =0.28m、P6=0.28m、P7 =0.21mを測る。

出土遺物は第12号住居跡から、 9憔紀中頃と思われ

る須恵器蓋、杯、甕の胴部破片が出土している。

第13号住居跡は北壁寄りの覆土から、刀子がほぼ完

全な形て出土した。また、土師器坪、甕の口縁部破片

と、糸切り離し後未調整の須恵器坪、碗、甕の破片が

出土している。須恵器坪は底径がやや大きく、 9世紀

前半代のものが多く、土師器坪と時間的に符号するも

のと思われる。

第14号住居跡からは、土玉が出土した。住居跡は重

複関係から第13号住居跡より古いことが明確てある

が、出土須恵器坪は時間差が看取されない。底部が存

在しないため詳細は不明て‘あるが、 9世紀の後半段階

になる可能性もある。小破片のため時期を決定し得な

Lヽ

゜
第16号住居跡出土須恵器杯も、第14号住居跡と同様

に流れ込みの可能性が高く、器形から 9匪紀第 3四半

期以降の所産と思われる。何れの住居跡も 9世紀代前

半と後半の遺物を含むことから、若干の時間差を持ち

つつも、短い時間内に重複したものと思われる。
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大木前遺跡

第20図 第15号住居跡
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3 暗茶褐色土

4 暗茶褐色土

5 褐 色 土

6 黒褐色土

7 暗赤褐色土

8 暗褐色土

1 暗 褐 色 土 白色バミスをやや多く含み、炭化物粒子、焼土粒子を若干含

む。

2 黒 褐 色 土 地山小プロックを少醤含み、炭化物、焼土粒子をやや多めに

含む。

地山小プロックを少塁含み、炭化物、焼土粒子を少量含む。

焼土粒子、炭化物を少量含む。粘性の強い土。

白色バミスを多く含み、炭化物を若干含む。粘性強い。

壁溝内の土で、焼土粒子、炭化物を少量含打。

被熱で赤色化した土。炭化物を殆ど含まない。

焼土粒子を多く含み、炭化物を若干含む。

また、第23• 39 • 41 • 42 • 44 • 45号土堀は、覆土

に炭化物と焼土を多く合み、第44• 45号土墟上面に

良く焼けた焼土面をもつ。第44号土墟と第12号住居

跡の北壁との重複部分には、鍛冶炉と思われる丸く焼

けた焼土面が残存していた。 これ等の土墟は第12号

住居跡廃絶後もしくは覆土て埋まりきる前に構築され

ており、何度となく掘り返すことから、第 5号住居跡

と同様に、 この仕須］跡も鍛冶関係の作業場所もしくは

9 赤褐色土良く焼けた土。炭化物を少呈含む。

10暗褐色土焼土粒子を多く含む。

11暗赤褐色土 焼土プロック、炭化物を多く含む。

12暗茶褐色土 焼土粒子を多量に含む。粘性強い。

13茶褐色土 地山に焼土粒子をまばらに含む。

14黒褐色土焼土粒子、炭化物を多めに含む。

15暗褐色土 焼土粒子、炭化物を少量、白色パミスを多量に含む。

16暗茶褐色土 焼土プロック、炭化物を多量に含み、遺物を集中的に含む。

17焼 土 層

その残滓捨て場になっていた可能性が高いものと思わ

れる。

第15号住居跡（第20図～第23図）

k~L-11~12区の調査区際にまたがって位置す

る。第38• 57 • 60 • 61号土城跡と重複関係にあるが、

何れも本住居跡の方が古い。東壁の中央部より北寄り

に竃を持ち、住居跡南壁が調査区外に当たる。住居跡
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第21図 第 15号住居跡遺物接合図
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のプランはほぱ方形に近い長方形か、南北方向に細長

い長方形と思われるが、南壁が存在しないため不明て‘‘

ある。住居跡と重複する第60号土墟の一部が貯蔵穴て‘

あるとすると、東壁は掘り過ぎている可能性があり、

東竃を持つ東西方向に細長い長方形を呈していたこと

になる。調査区際に第 1号溝が存在することから、第

15号住居跡南壁部分にも存在していた可能性があるが、

調査時点ては明瞭にし得なかった。住居跡は長径4.18

m、短径3.82mが残存し、深さは壁から0.47mを測

る。北壁の上部は崩落しているものと思われ、住居跡

覆土内に斜面堆積層が形成されていた。

壁溝は、東壁の竃より南側を除いて全周しており、

掘り込みも O.lm前後と深く、明瞭て‘ある。

竃は煙道部を比較的長く設定しており、焚き日から

煙道先端部まて‘1.94mを測り、両袖の一部が残存して

いた。北側の柚内側には側壁として緑泥片岩の板石が

使用されていた。また、竃先端部の煙道部分から、完

形の須恵器坪が据え置かれていた様な状態て‘‘出土した。

住居跡の中央部北東寄りに鍛冶炉と思われる地床炉

が存在し、良く被熱していた。

柱穴は検出てきなかったが、土墟状のピット 9基が

検出された。

O.llm、

8=0.12m、

ピットは浅いものて‘‘、炭化物等の鍛冶関

係の覆土の状態て‘‘はなかった。

P 2=0.23m、

ピットの深さはPl=

P 3=0.24m、P 4 =0.18 

m、P5 =0.07m、P6 =0.06m、P7=0.18m、P

P9=0.04mを測る。
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大木前遺跡

第22図第15号住居跡出土遺物(I)
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第23図 第15号住居跡出土遺物(2)

ロロロー／

住居跡の覆土からは多鼠の遺物が出土しており、器

形の復元される遺物の大‘「は、住居跡内に重複する土

壊周辺から出十＾しており、あるいは土横内出土遺物が、

調査時点て住屈跡出七遺物として処理されている可能

性も闇い。遺物の分布状況は第21図に示したが、第38

砕上堀は住居跡の覆十中に検出した土塙て‘‘、住屈跡床

面を底部としている。厳密に遺物を区分てきないが、

2、7、10、14、15、18、20は第38号土横出土の可能

性が高い。また、第57号七堀は住居跡床伯iに僅かに切

り込んて構築されているため、休面以下の遺物につい

ては区分てきたが、それより上て出上した遺物につい

ては住居跡覆t遺物と混在している可能性上がある。

11、30、33は第57号上堀出上の可能性が晶い。須恵器

ーf 

＼
 

ローロロ／
＼／ク

31 

32 

ご36

〖三二三二丁 万35

゜
10cm 
1 :4 

甕30は第57号土墟と第60号上壊て‘接合閃係にあり、第

60号土塙が重複状を呈することから、第60号住居跡の

貯蔵穴と、土墟が重複している可能性が高くなる。て‘‘

あるとすれば、住居跡の説明部分て指摘したように、

南壁貯蔵穴付近に存在することになる。調査て‘‘は明確

にし得ず、遺物にも大きな時間差を看取し得ない状況

にあった。

出土遺物は、住居跡一括として扱うが、若干時間的

に前後する遺物が含まれている。須恵器杯は焼成の良

いものと、悪いものがあり、皿、高台付椀、甕が出十一

しており、灰釉陶器も出tしている。土師器は甕と、

台付甕の脚部が出土しており、日縁部形態は、「コ」字

状が崩れた後の特徴を示している。
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大木前遺跡

第15号住居跡出土遺物観察表（第22~23図）

番号 器稲 ロ径 器恥 底径 胎 士＿ 焼成 色調 残存半 備 考

1 杯 14 0 4.9 5.8 F 稗通 浅黄 90 竃内，＇1，11

2 坪 (12 6) 4 3 (6.0) A 普通 灰オリーブ 30 SK38? 

3 坪 (12 6) 3.4 (6 0) A 普通 灰オリーブ 25 

4 杯 02. 6) 3 6 (6.0) C 良好 灰白 35 

5 杯 12 5 4 () 6 5 ABC 稗通 町黄褐 50 

6 坪 13 0 3 9 5 3 A片 評通 黒 100 貯蔵穴？

7 坪 (14 0) 3.7 (5 8) C片 普通 浅黄 30 SK38? 

8 坪 11 8 3.5 5 5 F J',• 良好 明黄褐 95 ， 杯 (1 2. 8) 4.0 5.6 ACE ィ寸良 にぶい橙 20 

10 杯 (13 8) 4 2 (5 4) A 不良 明褐 40 SK38? 

ll 坪 (14 4) A針 普通 灰 15 SK57? 

12 坪 13 2 3 8 6 4 A 普通 灰 50 

13 杯 (14 0) A 良好 灰 10 カマド南袖1)ヽ ］器形の歪み大きい

14 杯 (13 6) A片 良如＇ 橙 25 SK38? 

15 杯 5.0 AC 不良 黄褐 35 SK38? 

16 坪 4 8 A 片~ 良好 オリーブ黒 40 

17 皿 (12 8) 2 5 5.0 A 普通 褐灰 10 

18 品台付塊 (15 4) 6.9 (7 0) A 不良 灰黄 20 SK38? 

19 高台付坑 (14. 2) AC ィ；良 にぶい黄橙 20 

20 高台付婉 (13. 8) 4.7 6.2 A 不良 にぶい質 50 SK38? 

21 高台付碗 (13 6) 6 0 6 2 ABCEF 普通 にぶい褐 60 

22 晶台付婉 ACF 普通 橙 15 内黒

23 甕 (14 0) ABCF 普通 にぶい赤褐 10 

24 坑1文t (18 0) ABCF 将通 にぶい褐 20 

25 罪応 (19.0) ABCF 善通 にぶい褐 20 富内出土

26 台付甕 ABCF 不良 にぶい橙 30 

27 台付甕 (10.4) ABCF 不良 にぶい赤褐 40 

28 甕 A針 良好 灰 10 

29 甕 (26.6) A 良奸 灰 10 

30 乖丞 (16 8) A 良好 灰 60 SK57? 

31 罪式 B 良好 灰オリープ 破片

32 菰式 A 良好 灰黄 破片

33 椀 (16.0) A 良好 灰白 10 灰釉陶器、 SK57?

34 高台付塊 A 良好 灰白 10 灰釉陶器

35 塊 (15.4) A 良奸 灰白 10 灰釉陶器

36 上錘 H:5.30cm直径2.50cm BCF 将通 橙 70 孔径1.00cm重(30.47)g 

第17号住居跡出土遺物観察表（第24図）

釆田早J 器 種 II径 益ロロ古向 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 高台付椀 14.0 7.4 9 8 ABCDF 許通 にぶい黄橙 95 貯蔵穴銅椀模倣

2 杯 (12 0) ABCF 不良 橙 45 貯蔵穴

3 坪 11.6 3.7 ABCEF 不良 にぶい橙 95 貯蔵穴

4 昇 (12 0) ABCF 不良 にぶい橙 20 貯蔵穴

5 支脚 13.8 11 4 A 不良 橙 70 貯蔵穴

須恵器杯ても 2の様に日径が小さく、やや立ち気昧 される。

の器形は10批紀の初頭にまて下る可能性があり、 17の

皿、及び「コ」字状日縁の退化した土帥器甕等を参考

にすると、 9世紀第 4四半期から 10世紀第 1四半期頃

にかけての遺物が混在しているものと思われる。この

時間差は、住居跡の所属年代と、その後に構築された

土壊との時間差を表している可能性が高いものと判断

第17号住居跡（第24図）

I ~J -10区にかけて位置する。住居跡北壁の壁溝

と竃、貯蔵穴、柱穴が残存するだけて‘‘、住居跡の壁は

現存しない。第40号土壊と重複するが、新11::l関係は不

明て‘‘ある。北竃を持ち、ほば方形と推定されるプラン
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第24図 第 17号住居跡・出土遺物
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1 茶 褐 色 上 地山粘土プロックと焼ナ小ブロックを多量に含む。粘性中位、

しまり強い。

2 暗茶褐色土 炭化物、焼土小プロックを少盤含む。粘性、しまり共にやや強

し＼。

3 暗黄褐色土 焼土プロックと炭化物、地山粘土ブロックを多呈に含打。粘性、

しまり共にやや強い。
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大木前遺跡

第25図 第18• 19 • 20号住居跡・出土遺物
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C 

l 暗赤褐色七

2 暗黄褐色土

3 褐色土

焼土小プロックを多く含む。

3~5 mm大のローム粒子を多塁に含む。

1 mm大のローム粒子を多呈に含む。 1

cm大のロームプロックを少量含む。焼

上粒子、炭化物粒子を少量含む。

4 暗黄橙色上 地山ブロックを多量に含む。

5 褐色上 2~3mm大の炭化物粒子を多品に含杓。

6 暗黄褐色土 1 cm大のロームプロックを多量に含む。

炭化物を少星含む。

7 暗褐色十 1 cm大の焼土ブロック、焼上粒子を多

呈に含む。

8 暗褐色土関白色地山粒子、焼土粒子をまばらに

含む。

9 暗黄橙色土 焼土ブロックを少拉含み、黄白色地山

プロックを多塁に含む。

黄白色地山ブロックを多昂に含む。

地山プロックを多贔に含む。

焼士粒了を多昂に含む。

黄白色地山プロック土体。

10暗褐色土

11暗褐色土

12暗褐色土

13暗黄橙色土

2m 

＇ 1:60 
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備 考

を持ち、規模は壁溝の長さから一辺が5.3m前後にな

るものと推定される。

竃は北壁ほば中央部に設置されており、燃焼部のみ

存在する。壁溝は北壁全体に巡り、北西コーナーて‘‘―

部深い部分が存在する。

柱穴は 4本確認され、やや東西に細長いに方形を囲

む。柱穴の底部はほぼ一定した深度を持つ。

貯蔵穴は長方形を星し、長径0.71m X短径0.56mX 

深さ0.77mを測る。底部付近から土師器坪 3点と、仏

具を模倣した須恵器杯が1点出土した。また、土製の

支脚も出土した。出土遺物は 8匪紀第 1四半期に位置

付けられることから、住居跡も同じ時期の所産と思わ

れる。

第18• 19号住居跡（第25図）

J-10区に位置する。第11号住居跡、第37号上壊と

重複するが新旧関係は不明て‘ある。第18号住居跡の中

に、第19号住居跡が納まる形て重複し、新旧関係は不

明て‘ある。両住居跡とも一部の壁溝の存在て‘ヽ、住居跡

と認定された。

第18局1主居跡は北峡の壁溝と、西壁競溝の一部が残

存し、北壁に竃が存在しないことから、プランは東竃

を持つ東西に細長い長方形て‘ヽ、今長径3.47m、短径

1.12mのみを測る。

第19号住居跡は一阿り小さく壁溝が回ることから、

ほば方形の住居跡と思われ、竃は確認されなかった。

長径2.59m、短径1.59mを測る。

ピットは両住居跡合わせて 9個検出し、住居跡の柱

穴となるものはない様て‘ある。ピットの深さはPl=

0.12m、P2=0.15m、P3 =0.08m、P4=0.lm、

P 5 =0.19m、P6 =2lm、P7=0.09m、P8=0.17

m、P9=0.26mを測る。 P7は土墟上の掘り込みを

持ち、貼り床されていた。第11号住居跡は、 P7を切

っており、第19号住居跡、 P7、第11号仕居跡の順て‘

新しくなる。

出土遺物は、第18号住居跡の壁溝より須恵器坪と、

土師器甕の口縁部が出上しており、坪の底径が大きい

ことから、 9世紀の前半代に位置付けられよう。第19

号住居跡からは出土していない。

第20号住居跡（第25図）

N~0-3~4区にかけての調査区際に位置する。

第6号溝と重複するが、溝の方が祈しい。竃とピット

のみが残存する住居跡て‘ヽ、北竃て‘ピットの配閤から南

北方向に細長い住居跡と恩われる。

竃は北壁の中央部やや東よりに存在し、燃焼部のみ

残存する。柱穴はP4とP5が相当するものと思われ、

深さはP4=0.34m、P5 =0.33mを測る。

他のピットは土横状を呈し、p1＝長径1.14mX短

径l.03mX深さ 0.33m、p2＝長径0.67mX短径

0.64m X深さ 0.23m、p3＝長径0.47mX短径0.42

mX深さ0.29m、P6＝長径0.67mX短径0.60mX深

さ0.15mを測る。

図示し得る様な遺物は出土しなかった。

第21号住居跡（第26図）

L~M-2~3区にかけて位惜する。プランは東竃

を持ち、南北に細長い長方形を呈する住居跡て‘ヽ、僅か

に壁が残存する。長径4.05m、短径3.29mて‘‘、深さ 0.06

mを測る。壁溝は存在しない。

竃は東壁の南コーナー寄りに存在し、燃焼部の焼土

而のみ残存する。

ピットは 2個検出され、p1＝長径0.28mX短径

0.22m X深さ 0.17m、p2＝長径0.49mX短径0.46

mX深さ 0.26mを測る。

住居跡の北西コーナー寄りに、長方形の貯蔵穴を持

つ。貯蔵穴は長径1.18mX短径0.88mX深さ 0.42m

を測る。底部付近から、須恵器杯、酸化烙焼成の須恵
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大木前遺跡

第26図 第21号住居跡。出土遺物
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1 橙褐色土燃焼部底面。

2 暗黄褐色土 1 cm大の焼土ブロック、焼土粒子を少鼠含む。炭化物プロッ

クをまばらに含む。

3 暗黄褐色土 焼土粒子を多量に含み、 1cm大の焼土粒子をまばらに含む。

4 暗黄褐色土 ローム粒子を多呈に含む。

5 暗黄褐色土 焼土粒子を多馘に含み、 1cm大の焼土粒子をまぱらに含む。

6 灰黄褐色土 白色地山粒子を多呈に含む。

7 暗黄褐色士 白色粒子を多量に含み、焼上粒子、炭化物を少景含む。

ロニ口 口

SJ21Pit2 

1 暗黄褐色土 炭化物、焼土粒子を少呈含む。

2 暗黄褐色土 焼土粒子を少晟含み、 1llllll大のローム粒子を多景に含む。

3 明黄褐色土 地山ブロックを多鼠に含む。

＝＝＝三ニーニ~＿＿ ＿ 

10cm 
1:4 

第21号住居跡出土遺物観察表（第26図）

番号 器種 ロ径 器品 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 昇 11 7 3 7 6 1 ABCEF片 蒋通 にぶい橙 95 貯蔵穴

2 坪 11 2 3 9 4 8 ACEF 不良 にぶい黄橙 90 貯蔵穴

0 J 珈式 14.8 ACE 普通 灰 100 胴部内面中位に煤付着、貯蔵穴
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第27図第22号住居跡
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貯蔵穴

，H＿ 

H 70.2m 

S J22 Pit4 Pit5 Pit9 

1 灰茶褐色土 地山凝灰岩崩落粘土プロックを、斑点状に全体にわたって、多

品に含む。粘性中位、しまり強い。

2 暗灰褐色十 地山粘土小ブロックを斑点状に少星含む。焼土粒子、炭化物を

微星に含む。粘性巾位、しまり強い。

3 暗褐色七粘性、しまり共にやや強い。

4 暗黄褐色土 ローム質士ブロックを多呈に含み、粘性やや強く、しまり強い。

5 暗灰褐色土 地山粘土粒子と焼土粒子、炭化物をやや多く含む。粘性強く、

しまりやや強い。

6 灰褐色土 地山粘上粒子を多量に含む。粘性やや強く、しまり強い。

S J22カマド

I 暗灰褐色＿十 焼土を縞状に含む。粘性やや強く、しまり中位。

2 暗贄褐色土 粘性強く、しまり中位。

3 灰黄色上粘件強く、しまりやや強い。

lm 
＇ 9.30 

S J22貯蔵穴

1 暗茶褐色土 地山粘十粒子と焼士小ブロックを全体に少星含む。粘~,：中位、
しまり強い。

2 暗茶褐色土 ローム質土プロックを多量に、焼十小フロックを少盤含む。

粘性、しまり共にやや強い。
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大木前遺跡

第28図 第22号住居跡出土遺物
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第22号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番号器 種 口径器高底径 胎 上

1 杯（14.0)I 3.11 IACEF 

2 鉢 (20.0)I I IACEF 

3 甕（20.0)l I IABCF 

4 支脚 6. 4 I 15. 9 I 9. 9 I A C E F 

焼成

普通

許通

将通

不良

色

橙

橙

橙

にぶい橙

調 残存率

15 

30 

20 

95 

備 考

貯蔵穴

貯蔵穴

貯蔵穴

貯蔵穴

質土師器杯、須恵謡甕が出土している。

成の須恵質土師器坪は、底部糸切り離し後、全面にヘ

ラケズリを施している。

2の酸化烙焼

これらの遺物は、 10祉紀第 2

四半期以降に位置付けられるものて、本遺跡の平安時

代の中て最も新しい遺物て‘ある。

m、P2＝長径0.55mX短径0.52mX深さ0.4m、

3 ＝長径0.45mX短径0.37mX深さ 0.12m、P4＝長

径0.34mX短径0.25mX深さ 0.27m、

0.42m X短径0.35mX深さ 0.51m、

mX短径0.34mX深さ O.lm、

p
 

p 5＝長径

p 6＝長径0.43

P7＝長径0.32mX短

径0.27mX深さ 0.18m、p 8＝長径0.44mX短径

第22号住居跡（第27図、第28図）

H-7区に位置する。壁溝と竃のみ現存する住居跡

て、斜面削平部に柱穴力所宿認された。住居跡のプラン

は北竃を持ち、柱穴と北壁の壁溝との関係から方形に

近い長方形を呈するものと思われる。長径4.47m、短

径1.47mのみを測り、壁は殆ど現存しない。

富は北壁の中央部やや東寄りに存在し、燃焼部のみ

存在する。壁溝は全周するものと思われ、北壁と、東

西壁の一部のみ現存する。

ピットは土墟状のものまて含めて1併蘭確認され、柱

穴はP2、P3、P4、P5の4本と思われる。

4本の柱穴の底部は標高がほば一致している。

この

ピット

の規模はp1＝長径0.27mX短径0.2lmX深さ 0.68

0.33m X深さ 0.19m、

支脚も出上している。

p 9＝長径0.82mX短径0.73

mX深さ 0.18m、PlO＝長径0.93mX短径0.82mX深

さ0.13mを測る。

貯蔵穴は北東コーナーにあり、プランは円形て‘‘、土

師器杯、鉢、甕の破片が出土している。また、土製の

これ等の遺物は、 およそ 7世紀

終末の年代が与えられ、住居跡の中ては一番古い遺物

てある。

第23号住居跡（第29図）

H-10~11区にかけての調査区際に位憤する。第

67号土墟、第 1砕溝と重複するが、本住居跡の方が古

い。住居跡の南半分が調査区外に当たり、全体像は不
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第29図 第23号住居跡・出土遺物
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1 暗茶褐色上 焼土粒了、地山粘土粒子、白色パミスをやや多く含み、遺物も

やや多く含む。粘性中位、しまりやや強い。

2 暗茶褐色土 焼土粒子、地山粘土粒子、白色パミスを少鉱含む。粘性やや強

くしまり中位。

3 暗褐色土 地山粘土小プロックを多泣に含む。粘性、しまり共にやや強い。

4 暗褐色土 地山粘上プロックを横縞状に大鼠に含み、焼土小プロックを少

量含む。粘性、しまり共に中位。

5 暗褐色土 地山粘土小プロック、炭化物、焼七小プロックを斑点状に少量

含む。粘性、しまり共にやや強い。

6 暗褐色土 地山粘土プロックと炭化物粒子を斑点状に多晟に含む。粘件や

や強く、しまり中位。

7 暗灰褐色土 地山粘土プロック、焼土粒子、炭化物粒子を少呈含む。粘性、

しまり共に中位。

8 黒褐色土 地山粘土ブロックを少昂含む。粘性強く、しまりやや強い。

9 茶褐色土 地山粘土プロックを多巖に含訂。粘性、しまり共にやや強い。

企 し 9く・塁，

口 ／
 □-l 
□------" 
ロニこ口）
ロー

/0）],。

゜
10cm 
1 ;4 

第23号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番号 器種 口径 益nn 古四 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (14. 0) ABCF 将通 橙 10 内面放射状暗文

2 坪 (14 0) ABC 普通 棺 15 

3 喪 (20.0) ACF 普通 にぶい橙 10 

4 鉢？ (14. 0) ACF 将通 褐灰 10 

5 平瓶 A 良好 灰 10 

6 短頸壷 A 良如' 灰 10 

7 甕 AC 良好 灰 破片

8 罪武 A 良好 灰 破片， 叫式百 A 良好 灰褐 破片

10 鎌 刃幅最大31cm背幅0.2cm重さ51.4g (]t鎌） 70 床直片に分離柄の装着部分は背端部を浅く折り曲ける
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大木前遺跡

第30図 第24号住居跡・出土遺物
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1褐色 土焼七粒子、炭化物粒子を微置に含む。粘性弱く、しまり強い。

2 暗赤褐色土 1層に類似、焼上、炭化物を多星に含む。

3 赤褐色土焼土、炭化物を多址に含む。しまりやや弱い。

4 黄褐色土焼上ブロック。

5 暗赤褐色j- 3層に類似するが、焼土と炭化物を多量に含む。粘性強く、

しまり弱い。

6 暗褐色土 白色微粒子を含み、焼上を少畠含む。粘性強い。

□ 
ロ

□ 
〇 10cm 

1:4 

第24号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号 器種 日径 益＂庄古向 • 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 昇 (13.0) ACF 将通 灰黄褐 50 内面放射状暗文

2 坪 (11 4) 3.3 ABCEF 将通 にぶい褐 50 

3 坪 (9 8) ACE 不良 にぶい黄橙 40 

4 好 (12.0) 3.9 ABCF 普通 にぶい橙 40 

5 甕 ABCF 不良 にぶい橙 20 
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第31図 第25• 26号住居跡・出土遺物
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C 66~5m -c' D 66~5m D E C60m E 

1 暗褐色土 1~5 mm大の焼土粒子、白色微粒子、炭化物を少量含む。粘性

弱くしまり強い。

白色微粒子を多量に含み、焼土、炭化物を少量含む。

2~3 mm大の焼土を多量に含み、炭化物を少景含む。粘性強く

しまりやや弱い。

4 黒褐色上焼土、炭化物を多量に含み、白色微粒子を少馘含む。粘性、

しまり共に強い。

焼土、炭化物を少星含む。

1~3 mm大の焼土、炭化物を含む。白色微粒子を多量に含む。

粘性弱い。

2 褐色土

3 暗赤褐色土

5 黒 褐 色 土

6 黒 褐 色 土

SJ25 

三 ｀ I 

2m ， 
1 •60 

S J26貯蔵穴

l 暗褐色土 焼土粒子、炭化物を多量に含み、ロームブロックを

少塁含む。

2 褐色土焼上粒子、炭化物、ローム粒子を多量に含む。

--――- -- ------

77 
SJ26 

こ」ロニ'w4 
／ ［・ロ
゜

10cm 
1 :4 
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大木前遺跡

第25号住居跡出土遺物観察表（第31図）

釆田旦ら 器種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存辛 備 考

1 壺 16.5 3.3 A針 良好 灰 95 つまみ径5.3cm

2 甕 (25.0) ABCF 将通 にぶい橙 25 

3 珈土C (18.2) ABCE 普通 にぶい褐 40 

第26号住居跡出土遺物観察表（第31図）

釆m旦'J 器 種 ロ径 益＂＂ Iー山nJ― 底径 胎 七 焼成 色調 残存率 備 衣J— 

4 高台付碗 (13.6) ABCF 小良 にぶい黄橙 60 

5 高台付椀 14.4 5 4 7.0 ABCEF 不良 にぶい褐 85 

6 高台付椀 (15.0) 5.6 6.7 ACF片 普通 灰褐 60 貯蔵穴

7 甕 (13 0) ACE 普通

明てあるが、北壁に竃がないことから、東竃て‘‘東西方

向に細長い長方形を旱するものと思われる。長径3.71 

m、短径1.35mのみを測り、深さは壁から 0.47m、地

方面から0.94mを測る。地方面から床面まてが深いの

は、住居跡埋没後、斜面部の侵食土が厚く堆積したこ

とを示している。壁溝は全周しており、 0.12m前後の

深さを持ち、 しっかり構築されている。

床面に第67号土墟、ピット 6個を検出したが、土層

断面図て明らかな様に、大半が住届跡の埋没過秤中に

構築されたものて‘‘、 Pl＝長径0.58m短径0.57m深さ

0.7m、 p2＝長径0.37m短径0.3m深さ O.llm、P

3 ＝長径0.28m短径0.18m深さ O.llm、p4＝長径

0.17m短径0.13m深さ 0.12m、P5＝長径0.57m短径

0.32m深さ 0.18m、P6＝長径0.52m短径0.41m深さ

0.21mを測る。

住居跡覆上からは土師器坪、暗文を持つ杯、甕、須

恵器甕、短頸壷等の口縁部、胴部破片が出土した。ま

た、床面からは鉄製の左鎌が出土した。これ等の遺物

は、およそ 8机紀第 1四半期に位閲つけられよう。

第24号住居跡（第30図）

黒褐

B-5~6区にかけて位置する。竃と住居跡のおよ

そ北半分が残存する。壁溝、ピットは確認されず、竃

のみ残存し、住居跡北東コーナーにやや纏まって遺物

が出土した。プランは北壁中央部やや東寄りに存在し、

東西方向に細長い長方形を呈するものと思われ、長径

4.0lm、短径1.76mのみを測り、深さは壁から0.18m

を測る。

竃は北壁の中央部やや東寄りに構築され、燃焼部の

20 

み存在し、両袖、天井部は欠損する。

遺物は土師器杯、暗文を持つ坪、有段杯、甕の底部

破片が出土している。遺物は 7世紀末から 8椛紀初頭

の年代が与えられる。

第25号住居跡（第31図）

B-6区に位置する。第26号住居跡と重複し、本住

居跡の方が古い。住居跡北半分が現存し、竃、壁溝、

ピット等の付属施設は確認されなかった。住居跡のプ

ランは東竃て、、南北に細長い長方形と思われ、長径

2.94m、短径1.82mのみを測り、壁からの深さは0.41

mを測る。

退物は住居跡中央部の床面から、 リング状摘を持つ

須恵器蓋、土師器甕の大型破片が出士しており、 8椛

紀初頭に位置付けられる。

第26号住居跡（第31図）

B-6~7区にかけて位置する。第25号住居跡と重

複し、本住居跡の方が祈しい。住居跡北半分が現存し、

プランは北屹に竃を持ち、東西壁の一部が現存する東

西に細長い長方形を呈するものと思われる。長径4.41

m、短径1.83mのみを測り、壁からの深さは0.24mを

測る。

竃は北壁中央部東寄りに位置し、壁溝、柱穴は確認

されなかった。住居跡北東コーナーに円形の貯蔵穴が

存在し、規模は径0.53mを測り、床からの深さは0.35

mを測る。

遺物は床面と、貯蔵穴内から須忠器高台付塊、土師

器甕が出上しており、 9憔紀前半代の可能性が高い。
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第 2表 大木前遺跡住居跡一覧表

釆国方ロ 位 平［目． 長径(m) 短径(m) 深さ (cm) カマド 主軸方向 備 考

1 C-7~ 8 3.82 (1. 76) 41 

2 D-7 3 76 (1 41) 29 SK7 • 13 
3 F-9 ~10 3 53 (1.82) 29 SJ4 

4 F-9 ~11 3 06 (2.24) 53 束煎中央部やや南 S -70しー E SJ3 

5 H-10 6.47 (2.53) 41 北壁中央部やや束 N-12"-E SJ6 SK18 • 19 • 20。21• 33 • 48 
6 H-10 6.12 (2. 41) 26 北壁 N-26"-E SJ5 SK22 • 34 
7 I -10 3 06 (1.29) 12 SJ9 SK24 • 25 • 26 
8 I ~J -11 4.12 (1.82) 24 sno SD 1 ， I -10 4.65 (1 71) 10 北壁中央部やや西 N-16"-E SJ7 

10 I -11 2.41 (0 59) 18 SJ8 SDl 

11 I ~J -10 4.41 (1, 71) 北壁中央部 N-7 °-E SJ19 SK37 

12 L~M-11 (3 18) (1. 71) 北壁 N-lT-W S]13 • 14 • 16 SK23 • 39 • 41 • 42 • 43 
13 L~M-11 3.41 (1.82) 東堕 N-90"-E S]12 • 14 • 16 SK44 • 45 • 47 
14 L~M-11 (2 29) (l _ 72) 71 S]12。13• 16 SK46 

15 k~L-ll~12 4.18 (3 82) 47 東壁 N-90°-E SK38 • 57 • 60 • 61 
16 L~M-l1 SJ12 • 13 • 14 
17 I ~J -10 5 3 (5.3) 北壁 N-6 "-E SK40 

18 J -10 3.47 (1 12) SJll • 19 SK37 
19 J -10 2.59 (1 59) SJll • 18 SK37 
20 N~0-3 ~ 4 北壁 N-38°-W SK 6 

21 L~M-2~ 3 4.05 (3 29) 6 東壁 N-90°-E 

22 H-7 4.47 (1 47) 北壁 N-48"-E 

23 H-10~11 3. 71 (1 35) 47 SK67 SD 1 

24 B-5~ 6 4.01 (1, 76) 18 北壁 N-63°-W 

25 B-6 2.94 (1 82) 41 SJ26 

26 B-6~ 7 4.41 (1.83) 24 北壁 N-79°-W SJ25 

第 3表 大木前遺跡住居内ピット深度表

位 置 Pit番号 深さ (cm) 位 置 Pit番号 深さ (cm) 位 置 Pit番号 深さ (cm)

SJ 2 1 33.0 SJ12 • 13 • 14 4 18.5 SJ18. 19 ， 25.5 
2 31.5 5 27.7 SJ20 1 32.5 

SJ 5 • 6 1 12.5 6 27 3 2 22 5 
2 55.5 7 20 5 3 29 0 
3 48 5 SJ15 1 10 5 4 34.0 
4 48.0 2 22.5 5 33.0 
5 57.0 3 24.0 6 15.0 

6 58.0 4 18.0 SJ21 1 17 0 

7 60.5 5 7 0 2 26.0 

8 28.0 6 6 0 SJ22 1 68.0 ， 10 0 7 17.8 2 40.0 
10 7.0 8 11.7 3 11.5 

11 27 0 ， 4.4 4 27.5 

12 13 0 SJ16 1 10 5 5 51.5 
13 27 4 SJ17 1 31 5 6 9.5 
14 11.5 2 27.0 7 18.0 

SJ8 1 28 0 3 6 0 8 19.5 
2 22.5 4 7.5 ， 18.0 
J ， 49.0 SJ18 • 19 1 12 0 10 13 0 
4 13.0 2 13.5 SJ23 1 6.5 
5 43.0 3 8.0 2 11.0 

S]ll 1 12 8 4 10.0 3 11.0 

2 10.0 5 19.0 4 12.0 

SJ12 • 13 • 14 1 20.3 6 21.0 5 18.0 
2 43 8 7 8 8 6 21.0 

3 15.5 8 16.5 
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大木前遺跡

(2) 炉穴

第69号土塀（第32図、第40図）

縄文時代早期の炉穴は、調査区内て‘1基検出された。

第69号土墟としたものて‘‘、炉床部のみ残存するもの

て、底部は良く被熱している。プランはやや南北に細

長い楕円形を呈し、長径0.83mX短径0.7lmX深さ

0.22mを測る。

遺物は、条振文系上器の尖底深鉢形上器の日縁部破

片と、石器4点が出土した。

破片て‘、 日唇部はやや外削状を星し、

形となる。内外面に擦痕状の整形を施し、内而は風化

が進んている。 口唇部形状や、整形痕から条痕文系上

器群て｀も初頭段階のものて‘ヽ、野島式古段階に位置付け

られる。

(3) 土横

1は条痕文土器の口縁部

口縁部が開く器

奈良•平安時代及びそれ以降の土墟は合計68基を検

出した。住居跡と重複する土墟は、住居跡の構築時期

に近い年代が、 また、単独て‘存在する士壊は構築時期

が多様て‘‘あるが、新しい時期の土壊が多い。

第 1号土壊（第33図）

D-6区に位置する。ほば円形を呈し、底面は平坦

てある。長径0.85mX短径0.83mX深さ 0.47mを測

石器は 3点出上しており、他に剖片数点が出土した。

2は石斧て‘‘、頭部の尖る形状を呈するが、頭部を欠損

する。背面に礫表を全面的に残し、片側面からの調整

剥離て‘‘成形する。泥岩製て長さ 7.7cmX輻5.lcmX)厚さ

2. lcmX重さ 77.2 gを測る。

斧て、、刃部背面に礫表を残す。刃部の成形は 2同様に、

片面からのみの剥離てゞ行われる。泥岩製て‘‘長さ 5.3

cmX輻7.OcmX厚さ 2.0cmX重さ 94.25 gを測る。

蝶器て‘‘、

3も刃部のみ現存する石

4は

ラウンド状に調整剥離を施すが、刃角は鈍い。

砂岩製て‘‘長さ6.0cmX幅7.2cmX厚さ 3.lcmX重さ

151. 4 gを測る。 5は磨石て、半分程を欠損ずるが、石

英閃緑岩製て‘‘長さ 9.5cmX幅5.8cmX原さ 4.7cmX重さ

276.1 gを測る。

る。遺物は出土していない。

第 2号土壊（第33図）

D-6区に位置ずる。楕円形を呈し、底面は平坦て‘‘、

一部調査区外に当たる。長径0.93mX短径0.78m X深

さ0.40mを測る。遺物は出土していない。

第32図 第69号土壊（炉穴） 出土遺物

口
／

10cm 
1 : 3 
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第33図土堀(I)
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量含む。

3 暗茶褐色土 黄褐色土プロックを少星含む。

1 黒褐色土焼土ブロックをやや多く含む。
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3 暗茶褐色七 黄白色粘土プロックを少量含む。
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大木前遺跡

第34図 土塙(2)
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炭化物、焼土粒子を少贔含む。

1層に類し、白色パミスを多く含む。

炭化物、焼上粒子を若十含む。

白色パミスを多量に含む。

焼土粒子を若i含む。

焼七。

粘土粒子と焼土粒子を少塁含む。

焼土プロックと炭化物を少醤含む。

粘上プロックを大量に含む。

粘土ブロックと焼土プロックを少鼠含む。

焼土プロックを大羅に含む。

焼土プロックと炭化物をやや多く含む。
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・2 暗褐色土

焼上ブロックをやや多く含む。

白色パミスと焼土ブロックを少景含む。

白色パミスを少星含む。

焼七プロックを少量含む。

粘土プロックを少量含む。

焼上ブロックと白色パミスを多競に含む。

焼上ブロックを多量に含む。
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第35図土塙出土遺物(I)
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大木前遺跡

:2~]1号：ニf：]言戸言戸：： I(：；：□豆::F_L I :[ I []/し: I残：ロキ

第 18号土墟出土遺物観察表（第35図）

備 考

番号 器種 1_1径 器高 底径 胎 t 焼成 色調 残存率 備 考

3 高台付婉 (13.3) 5 6 (6. 7) A 普通 灰白 30 

4 坪 12.7 3.7 5.7 AD 普通 灰臼 45 

5 坪 (11.5) 3 1 A 剪通 灰白 10 

6 坪 (12 0) AD 普通 暗肯灰 10 

7 杯 (5.8) BCD 普通 灰白 30 

8 珈邸 (20.0) ABCE 普通 灰褐 15 

第 19号土塙出土遺物観察表（第35図）

番号 器種 II径 器高 底径 胎 t 焼成 色調 残存率 備 考

， 坪 (13. 6) 5 1 (6.0) ADF針 将通 灰口 45 

10 坪 (13.0) 3 5 (6.0) ABD 将通 灰白 10 

11 紡錘車 縦340cm横4.40cm)厚さ 155cm重さ30.52 g 100 

12 石帯（巡方） 縦3.80cm横3.90cm厚さ070cm重さ2329 g 100 大理石、表裏に黒色付着物

第20号土塙出土遺物観察表（第35図）

番号器種 口径器高底径 胎 土

13 杯（12.4)1 3.31 (5.3) I AB 

14 高台付塊 (6.8) I AE片

15 高台付婉 (8.2) I AD 

第21号土壊出土遺物観察表（第35図）

□
5
0
1
0
1
0
 ロ

備 考

番号 器種 日径 器高 底径 胎 七 焼成 色調 残存率 備 考

16 坪 (16. 0) ABC 不良 橙 10 

17 罪写 (18.0) ABCF 不良 にぶし、褐 15 

18 益 (18.0) A針 普通 灰黄 10 

19 杯 11.2 3 7 6 1 A 良好 灰 100 

20 坪 (14 2) ABF針 普通 にぶい褐 10 

21 高台付婉 (6 6) A 良如＇ 灰黄 10 

22 坪 5 3 AC針 良好 灰白 20 

第22号土壊出土遺物観察表（第35図）

番号 器種 ロ径 益＂＂宜InJ 底径 胎 上 焼成 色調 残｛子率 I 備 考

23 Jlll 05. 0) ADF 稗通 灰 10 

24 杯 (12.0) A 良好 灰 10 

25 皿 (6 0) ABD 普通 灰白 40 

26 高台付椀 (7.0) ADF 普通 灰 15 

第34号土塙出土遺物観察表（第35図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

27 婉 (16.0) AC針 普通 灰黄 10 

28 塊 (15.0) AC針 将通 灰黄褐 10 

29 杯 (12.4) ADF 普通 浅黄橙 10 

30 坪 6.1 AC針 普通 にぶい橙 100 ヘラ記号

31 塊 (8 0) AC針 将通 褐灰 10 

第 3号土壊（第33図）

D-6区に位償する。ほぱ円形を呈し、底面は凹凸

を持つ。長径0.63mX短径0.58mX深さ 0.34mを測

る。遺物は出上していない。

E-6区に位置する。楕円形を呈し、底面は皿状を

呈する。長径0.54mX短径0.42mX深さ 0.25mを測

る。遺物は出土していない。

第 4号土堀（第33図）

第 5号土壊（第33図）

E-7区に位置する。楕円形を呈し、底面は皿状を
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呈ずる。長径0.34mX短径0.25mX深さ 0.19mを測

る。追物は出tしてし、なし ‘o

第 6号土堀（第33図）

E-7区に位置する。ピット状を呈し、底面は平坦

てある。長径0.19mX知径0.17mX深さ 0.18mを測

る。遺物は出上していない。

第 7号土堀（第33図）

D-7区に位置する。楕円形を早し、底圃は皿状を

口ずる。長抒0.45mX短径0.33mX深さ 0.52mを測

る。追物は出土していない。

第 8号土壊（第33図）

D-8区に位償する。ほぱ円形を呈し、底面は平坦

てある。径0.62mX深さ 0.75mを測る。遺物は出十＾し

てし、なし、0

第 9号土塀（第33図）

D-8区に位憤する。楕円形を呈し、底面は平坦て‘‘

ある。長径0.76m X短径0.62mX深さ 0.63mを測る。

遺物は出七していない。

第10号土壊（第33図）

D-8区に位置する。ほば円形て、若「袋状を呈し、

底面は平坦て‘‘ある。長径0.48mX短径0.41mX深さ

0.60mを測る。遺物は出上していない。

第11号土壊（第33図）

D-8区に位置する。ピット状を呈し、底面は平坦

てある。長径0.85mX短径0.83mX深さ 0.47mを測

る。遺物は出土していない。

第12号土壊（第33図）

D-8区に位置する。怜円形のピット状を呈し、底

而は平坦て‘‘ある。K径0.55mX知径0.42mX深さ 0.95

mを測る。遺物は出土していない。

第13号土壊（第33図）

D-7区に位置する。不整形を旱し、底面は1川凸を

持つ。長径0.81m X短径0.53mX深さ 1.07mを測る。

遺物は出十．していない。

第14号土堀（第33図、第35図 1、2) 

D-8区に位置する。ピットの重複状を呈し、底面

は1川凸がある。長径0.94m X短径0.70m X深さ1.14m

を測る。遺物は流れ込みの須恵器坪と土師器甕の破片

が出土している。第35図 1は須恵器杯て、底径がやや

大きいものと思われ、 9世紀第 3四半期に位置付けら

れよう。 2は「コ」字状口縁の退化した甕て‘‘、 9世紀

木から 10軋紀初頭期に位置付けられる。

第15号土城（第34図）

D-8区に位濯する。ほば円形を呈し、底暉は平坦

てある。長径0.5lmX短径0.45mX深さ 0.68mを測

る。遺物は出土していない。

第16号土堀（第34図）

E-9区に位置する。はば円形を呈し、底面は皿状

を呈する。長径0.75m X短径0.69mX深さ 0.47mを測

る。遺物は出土していない。

第17号土壊（第34図）

F-9区に位置する。楕円形を呈し、底面は凹凸を

持つ。長径0.72m X短径0.65mX深さ0.36mを測る。

遺物は出土していない。

第18号土壊（第34図、第35図3~8)

H-10区に位置する。第 5号住居跡内にあり、第19・

20号土堀と重複ずる。不整形て‘ヽ、底面は凹凸がある。

長径l.47mX短径0.90mX深さ0.33mを測る。

遺物は 9世紀第 3四半期を中心とした、 9匪紀後半

代の須恵器坪、高台付碗、t師器甕が出十．している。
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第19号土堀（第34図、第35図9~12)

H-10区に位置ずる。第 5号住居跡内にあり、第18・

20号士壊と重複する。 1ヽ整形て‘ヽ 、底面は凹凸がある。

長径1.20mX短径0.83mX深さ0.30mを測る。

追物は 9祉紀第 3四半期の須恵器杯、紡錘車、石帯

が出tしている。第35図11は砥石転用と思われる紡錘

車て‘‘、縦3.4cmX横4.4cmX原さ1.5cm、重さ 30.5gを

測る。 12は石帯の巡方てゞ、裏面に 2穴がアーチ状に繋

がる留め穴が四隅に一対ずつ穿たれる。ほぱ方形て‘‘、

縦3.ScmX横3.9cmX厚さ0.7cm、重さ23.3 gを測る。

石材は大理石て‘‘、表面に黒色の斑紋状の付着物が見ら

れる。この付着物は黒漆の可能性がある。

第20号土壊（第34図、第35図13~15)

H-10区に位置する。第 5号住居跡内にあり、第18・

19号七堀と重複する。不整形て‘ヽ、底面は凹凸がある。

長径1.78m X短径0.75m X深さ0.37mを測る。

遺物は 9懺紀第 3四半期の須恵器杯、高台付婉が出

土している。

第21号土堀（第34図、第35図16~22)

H-10区に位置する。第 5号住居跡内にあり、第6

号住居跡、第33• 48号土横と重複する。第33号土墟よ

り新しく、第 6号住居跡、第48号土墟より古い。小整

形を呈し、底面は凹凸がある。長径2.48mX短径1.74 

mX深さ 0.19mを測る。

遺物は 8世紀終末の土師器坪が混入するが、 9批紀

第3四半期の須恵器蓋、杯、高台付婉、土師器甕が出

土している。

第22号土堀（第34図、第35図23~26)

H-10区に位置する。第 6号住居跡と重複し、住居

跡より新しい。不整形を呈し、底面は皿状を呈する。

長径1.25m X短径1.20m X深さ 0.42mを測る。

遺物は 9棋紀後半代の須恵器杯、皿、高台付婉が出

土している。

大木前遺跡

第23号土堀（第34図）

L-11区に位置する。第12号住居跡内にあり、第39

号土堀と重複する。新旧関係は不明てある。楕円形て‘、

底面は皿状を呈する。長径1.03m X短径0.95m X深さ

0.17mを測る。逍物は出土していない。

第24号土壊（第36図）

I -10区に位置する。ほぼ円形を呈し、底面は凹凸

を持つ。長径0.80mX短径0.78m X深さ0.37mを測

る。遺物は出土していない。

第25号土壊（第36図）

I -10区に位協する。第26号土堀と重複し、本土壊

の方が新しい。楕円形を呈し、底面は皿状を呈する。

長径0.98m X短径0.86mX深さ0.44mを測る。遺物は

出土していない。

第26号土壊（第36図）

I -10区に位置する。第25号土堀と重複し、本土堀

の方が古い。楕円形を呈し、底面は凹凸を持つ。長径

0. 76m X短径0.65mX深さ 0.28mを測る。遺物は出土

していない。

第27号土堀（第36図）

J-11区に位置する。第28号土墟と重複し、本土痰

の方が古い。楕円形を呈し、底面は皿状を呈する。長

径0.45mX短径0.40mX深さ 0.18mを測る。遺物は出

土していない。

第28号土堀（第36図）

J-11区に位置する。第27号土墟と重複し、本土堀

の方が新しい。楕円形を呈し、底面は皿状を呈する。

長径0.93mX短径0.89mX深さ 0.25mを測る。遺物は

出土していない。

第29号土堀（第36図）

J-11区に位置する。第30号土壊と重複し、本土墟
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第36図土塙（3)
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l 暗褐色土粘上プロックを少拭含む。

2 暗褐色土 白色パミスを多量、焼土粒子を微最含む。
3 暗茶褐色土 粘上プロックを少星含む。

4 茶褐色土 ローム塊を主体とし、暗茶褐色土が混じる。
5 灰茶褐色土 粘土塊と同粒子を多晟に含む。

1 暗褐色土 白色パミスを多最に含む。

2 黒褐色土粘土粒子を少星含む。

3 暗茶褐色t 粘土粒子を少量含む。

4 暗茶褐色土 粘土プロックを少量含む。

`
3
 

Q| 

1 暗褐色土焼土粒子を少量含む。

2 暗茶褐色土 粘土粒子と白色パミスを多望に含む。

3 暗褐色土 白色パミスを多量に、焼土粒子を少羅含む。
4 暗茶褐色土 白色パミスと粘土粒子を多景に含む。
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1 暗茶褐色土 粘土と焼上プロックを少量含む。

2 暗灰褐色土 粘土と焼土ブロックを多鼠含む。

3 暗茶褐色土 粘土粒子を多景に含む。
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1 暗褐色土 白色パミスを多量、焼上粒子を少量含む。
2 暗茶褐色七 粘土粒＋と焼土粒子を少量含む。
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1 灰褐色上 粘土フロックと焼上粒子を少忌含む。

2 暗灰褐色土 焼土プロックと粘土粒子を少量含む。

3 暗茶褐色土 粘土粒子を少量含む。

4 暗灰褐色土 粘土プロックを大量に含む。
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1 暗褐色土炭化物粒子、焼十粒子を少は含訂。

2 暗茶褐色土 ロームプロックを少昼含む。

3 暗黄褐色土 ロームプロック主体。
2m 
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大木前遺跡

第37図土堀(4)
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1 暗茶褐色土 粘土プロックを多鼠に、焼上粒

子、炭化物粒子を少醤含む。
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l 暗黄褐色土貼り床。

2 暗灰褐色土 粘土ブロックを多品、焼土

プロックを少量含杓。
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1 灰茶褐色土 粘土プロックを少謎含む。

些土プロックと白色パミスを多呈に含む。
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1 褐色土 0ーム粒、地山プロックをまばらに含む。
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の方が古い。桁円形を呈し、底面は平坦てある。長径

0.92m X短径0.67mX深さ 0.28mを測る。遺物は出上

していない。

第30号土壊（第36図）

J -11区に位置する。第29号土壊と重複し、本上漿

の方が祈しい。楕円形を呈し、底面は平坦て｀ある。長

径0.47mX短径0.40mX深さ 0.17mを測る。追物は出

上していない。

第31号土壊（第36図）

I ~J -11区にまたがって位置する。長方形の溝状

を呈し、底面は平坦て‘‘ある。長径1.53m X短径0.22

mX深さ0.25mを測る。遺物は出tしていない。

第32号土壊（弟36図）

I -11区に位置する。第 1号溝と重複し、本土城の

方が古い。楕円形を呈し、底面は皿状を呈する。長径

0.66m X短径0.45mX深さ 0.29mを測る。追物は出上

していない。

第33号土壊（第36図）

H-10区に位置する。第 5号住居跡内にあり、第21

号上墟と重複し、本上堀の方が占い。楕P]形を呈し、

底面は平坦て‘‘ある。長径1.05m X短径0.82mX深さ

0.25mを測る。遺物は出土していない。

第34号土壊（第36図、第35図27~31)

H-10区に位置する。第 6号住居跡と重複し、本十＾

堀の方が新しい。楕円形を呈し、底面は平坦てある。

長径1.63m X短径1.22m X深さ0.38mを測る。

遺物は 8机紀終末の底部周辺ヘラケズリのある須恵

器杯が混じるが、大半は 9世紀後半の須恵器杯が出土

している。

第35号土壊（第36図）

L-11区に位固する。ほぼ円形を呈し、底面は皿状

を旱する。長径1.63m X短径1.22mX深さ0.38mを測

る。遺物は出土していない。

第36号土堀（第36図）

L-11区に位置する。杓円形を呈し、底面は平坦て‘‘

ある。長径1.Olm X短径0.85mX深さ0.21mを測る。

遺物は出土していない。

第37号土壊（第36図）

J -10区に位置する。第11号七堀と重複し、祈1日閃

係は不明て‘ある。楕円形を呈し、底面は皿状を呈する。

長径0.85mX短径0.49mX深さ 0.15mを測る。遺物は

出土していない。

第38号土城（第36図）

k~L-11区に位憧する。第15号仕居跡の覆上内に

構築される。ほば円形を呈し、底面は平坦てある。長

径0.90mX短径0.85mX深さ 0.48mを測る。遺物は出

土していない。

第39号土壊（第34図、第39図 1~5)

L-l1区に位置する。第12号住居跡内にあり、第23・

41号士壊と重複するが、新旧関係は不明てある。楕円

形を呈し、底面は皿状を里する。長径0.98mX短径

0.65m X深さ0.18mを測る。

遺物は 9世紀前半と思われる土師器甕と、 9世紀後

半と思われる上師器杯、須恵器杯、高台付椀が出土し

ている。

第40号土壊（第37図）

J -10区に位置する。第17号住居跡と重複するが、

祈旧関係は不明てある。楕円形を呈し、底面は凹凸が

ある。長径1.33mX短径0.65mX深さ 0.26mを測る。

遺物は出土していない。

第41号土壊（第34図、第39図6)

L-11区に位置する。第12号住居跡内にあり、第39・
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42号十檄と重複するが、新1日関係は不明てある。楕円

形を呈し、底面はJill状を呈する。長径l.04mX短径

0.67m X深さ 0.21mを測る。

遺物は 9祉紀後半と思われる土師器甕の口縁部破片

が出上している。

第42号土堀（第34図）

L~M-11区に位置する。第12号住居跡内にあり、

第41号土壊と重複するが、祈旧関係は不明てある。楕

円形を呈し、底面は皿状を呈する。長径0.70m X短径

0.63m X深さ 0.21mを測る。遺物は出土していない。

第43号土堀（第37図）

L-11区に位置する。第12号住居跡と重複するが、

本土横の方が新しい。不整形を呈し、底面は凹凸を持

つ。長径1.05m X短径0.53mX深さ0.17mを測る。遺

物は出土していない。

第44号土壊（第37図）

L-11区に位置する。第13与住居跡内にあり、第45・

46砕土横と重複し、第45号土墟との新1日関係は不明

て‘、第46号土墟とは本土墟の方が新しい。不整形を呈

し、底面は皿状を呈する。長径1.10mX短径l.07X深

さ0.16mを測る。遺物は出土していない。

第45号土壊（第37図、第39図 7、 8) 

L-11区に位置する。第13号住居跡内にあり、第44

号土堀と重複するが新旧関係は不明て‘ある。楕円形を

雇し、底面は皿状を呈する。長径1.12mX短径1.05 

mX深さO.llmを測る。

遺物は鉄製刀子の先端部と鎚が出土している。

第46号土壊（第37図、第39図9)

L-11区に位置する。第13号住居跡内にあり、第44

号土壊と重複し、本土壊の方が古い。楕円形を呈し、

底佃は皿状を呈する。長径l.17mX短径0.77m X深さ

0.19mを測る。

大木前遺跡

退物は 8世紀後半の、径の小さい須恵器藍が出士し

ている。

第47号土壊（第37図）

L-11区に位置する。第13号住居跡と重複し、本土

横の方が古い。長方形を呈し、底面はlIII.状を呈する。

長径0.75m X短径0.47mX深さ 0.38mを測る。遺物は

出土していない。

第48号土壊（第37図、第39図10~12)

H-10区に位置する。第 5号住居跡内にあり、第 6

号住居跡、第21号土堀と重複し、第21号土堀より新し

く、第 6号住居跡より古い。楕円形を呈し、底面は皿

状を呈する。長径0.89mX短径0.58mX深さ0.23mを

測る。

遺物は 9世紀末の須恵器坪、高台付皿が出土してい

る。

第49号土堀（第37図）

M-3区に位置する。第 2号溝と重複するが、新旧

関係は不明て‘ある。楕円形を呈し、底面は凹凸を持つ。

長径2.02mX短径l.47mX深さ 0.38mを測る。遺物は

出土していない。

第50号土堀（第37図）

J-2区に位置する。長方形を呈し、底面は凹凸が

ある。長径1.18mX短径0.75m X深さ0.33mを測る。

遺物は出tしていない。

第51号土壊（第37図）

K-2区に位置する。ほぼ円形を呈し、底面は平坦

てある。長径0.75m X短径0.67mX深さ0.23mを測

る。遺物は出土していない。

第52号土堀（第37図）

k-2区に位置する。第 7号溝と重複するが、新旧

関係は不明て‘‘ある。長方形を呈し、底面は皿状を呈す
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る。長径3.08mX短径2.08mX深さ0.36mを測る。遺

物は出土していない。

第53号土塀（第37図）

I -2~3区にかけて位置する。第 2乃溝と重複す

るが、新旧関係は小明てある。楕円形を里し、底面は

凹凸を持つ。長径2.74mX短径1.69m X深さ0.46mを

測る。

遺物は、近憔陶磁器が出土している。

第54号土壊（第38図）

I -4区に位置する。第3号溝と重複するが、新旧

関係は不明て‘‘ある。長方形を呈し、底訓は凹凸を持つ。

長径0.96mX短径0.69mX深さ0.67mを測る。遺物は

出土していない。

第55号土壊（第38図）

J -4区に位置する。第 3号溝と重複するが、新旧

関係は不明てある。長方形を呈し、底面は皿状を呈す

る。長径0.90mX短径0.67mX深さ0.22mを測る。遺

物は出土していない。

第56号土塀（第38図）

I -4区に位置する。第 3号溝と重複するが、新1日

関係は不明て‘ある。長方形を呈し、底面は凹凸を持つ。

長径0.96mX短径0.69mX深さ0.67mを測る。遺物は

出土していない。

第57号土壊（第38図、第39図13~16)

k~L-12区にかけて位置する。第15号住居跡と重

複し、本土壊の方が新しい。楕円形を呈し、底面は平

坦てある。長径0.90mX短径0.72m X深さ0.20mを測

る。

遺物は、 9世紀後半の須恵器坪が出土している。

第58号土壊（第38図）

J -6~ 7区にかけて位置する。長方形を呈し、底面

は皿状を呈する。長径0.90m X短径0.6lmX深さ0.22

mを測る。遺物は出上していない。

第59号土城（第38図）

J-6区に位置ずる。不整形を呈し、底面は凹凸を

持つ。長径0.90mX短径0.65mX深さ0.21mを測る。

遺物は出士していない。

第60号土壊（第38図、第39図）

L-12区に位置する。第15号住居跡内にあり、貯蔵

穴と思われる土堀と重複する。楕円形を呈し、底面は

凹凸を持つ。長径1.56m X短径0.73m X深さ0.38mを

測る。

遺物は、 9世紀末以降の「コ」字状日縁が退化した

土師器甕と、須恵器坪、高台付婉が出土している。

第61号土壊（第38図、第39図23)

L-11~12区に位置する。第15号住居跡内にあり、

住居跡より新しい。はば円形を呈し、底面は1II1状を呈

する。長径0.61mX短径0.55mX深さ0.24mを測る。

遺物は、 9世紀末以降の「コ」字状口縁が退化した

上師器甕が出土している。

第62号土壊（第38図）

K-5区に位置する。長方形を呈し、底面は凹凸を

持つ。長径2.60mX短径1.28mX深さ0.49mを測る。

遺物は出土していない。

第63号土壊（第38図）

L-5区に位置する。長方形を呈し、ピットを持ち、

底面は凹凸を持つ。長径1.96mX短径1.15mX深さ

0.35mを測る。遺物は出土していない。

第64号土塘（第38図、第39図24)

L-5区に位置する。不整形を呈し、底面は凹凸を

持つ。長径1.17mX短径0.85mX深さ0.21mを測る。

遺物は、 7憔紀末に位固付けられる土師器長甕の胴
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1 暗茶褐色土 焼土プロックを多く含み、

炭化物も多く含まれる。

炭化物を大量に、焼上プ

ロックを少量含む。
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l 暗赤褐色土 焼土と炭化物を多く含む。

2 暗茶褐色土 焼土粒子、炭化物を少鼠含む。

3 暗茶褐色土 白色パミスを少量含む。
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l 暗灰褐色土 焼土ブロックを多量に含む。

2 暗茶褐色土 焼土プロックを多量に含む。

3 暗灰黄色土 焼土ブロックを少量含む。
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ご1 暗褐色土焼土粒子を含む。

2 暗灰黄色七 焼土と炭化物を多量に含む。

3 暗灰褐色土 焼土粒子を少量含む。

4 暗緑灰色土 粘土プロックを多塁に、焼

土プロックを少量含む。
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SK65 

A 7J.3rn 

呵 ］町□

副

"'I 

3¥ 2三言
1 暗灰褐色土 炭化物粒子と粘土プロックを微量含打。

2 暗灰黄色土粘土プロックを少量含む。

3 暗黄褐色土粘土主体の壁面崩落土。

A 70 5m 
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第39図 土塙出土遺物(2)
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大木前遺跡

第39号土塙出土遺物観察表（第39図）

番号 器種 日径 益ロロー百「司 底径 胎 +̂ 焼成 色調 残存率 備 考

1 高台付婉 (6 1) ABD 普通 灰臼 25 

2 高台付婉 (6. 0) ADE 不良 明黄褐 15 

3 杯 (7 0) AD 不良 にぶい黄橙 15 

4 坪 (13 0) 4.0 (7 2) ABCF 将通 褐 20 

5 罪式 (20 0) ABCF 不艮 橙 20 

第41号土塙出土遺物観察表（第39図）

番号 器種 ll径器高底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

6 冴ょべ€： (20 0) ABCEF片評通にぶい褐 15 

第45号土壊出土遺物観察表（第39図）

釆国肛J 器 秤 日径 I 器高 I 底径 I 胎 上 I焼成 色調 残存率 備 考

7 刀子 現存長4.2cm刃幅最大07cm背輻0.2cm重さ3.4g 刀子切先と推定される

8 鎚 現存長75cm幅最大0.9cmI旱さ最大05cm正さ225 g 片方の脚部欠失

第46号土城出土遺物観察表（第39図）

釆m-'勺cl- 器種 ロ径器高底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考， 薔 (10 6) A針 良好灰 45 

第48号土塙出土遺物観察表（第39図）

番号 盆種 II径 "~"if-―,占;;J― 底径 胎 士 焼成 色調 残｛了率 備 考

10 坪 (11 8) AC 将通 灰白 10 

1 1 坪、 (12 2) AD 評通 灰 10 

12 高台付皿 (12 6) 3 3 7.0 A 普通 灰白 45 

第57号土塙出土遺物観察表（第39図）

釆m昇J 器 種 日径 器点 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 I 備 考

13 杯 12.4 3 7 5.6 ABE片 蒋通 にぶい黄橙 95 

14 杯 (13.3) A 将通 灰 10 

15 身 (13.0) AB 将通 オリープ黒 10 

16 坪 (13.0) AF 普逍 黄灰 10 

第60号土塙出土遺物観察表（第39図）

釆m界J 器種 日径 益＂口．古InJ• 底径 胎 士 焼成 色調 残存率 備 考

17 杯 (1 2, 8) 3.3 (4 6) ACEF 将通 にぶい黄橙 25 

18 高台付椀 (13. 0) 5.2 6 2 ADF片 蒋通 橙 65 

19 坪 (12 0) ABC針 普通 灰白 35 

20 坪 (12 0) ABC 普通 にぶい黄橙 15 

21 否写柘 (15 0) ABCF 不良 橙 15 

22 甕 (20.0) ABCF 晋通 褐 15 

第61号土塙出土遺物観察表（第39図）

番号 器柿 日径器高底径 胎 土 焼成 色調 残存牽 備 考

23 甕 02.0) ABCF 小 良 橙 15 

第64号土塙出土遺物観察表（第39図）

釆田巧'’・ 器種 ロ径器高底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

24 甕 6 0 ACEF 不良褐 60 

第66号土塙出土遺物観察表（第39図）

番号 器栢 11行悩高底径 胎 十← 焼成 色調 残存半 備 考

25 吾ム布＜ (20 0) ABC 普通 にぶい橙 10 
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第40図土堀(6)• 井戸跡
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1 暗灰褐色土 粘土プロックを少最含む。

2 暗褐色土粘土プロックを大量含む。

1 暗褐色土 炭化物、焼上粒子を微鼠含む。

2 褐色土炭化物少量含む。

3 褐色十 白色微粒子少晟含む。
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Q 。|

A 687m A 

8 8' 

1 暗掲色土炭化物少是含む。

2 暗赤褐色土 焼土と炭粒子を多く含む。
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下半部が出土している。 I -8区に位置する。不整形を呈し、底面は皿状を

呈する。長径1.02m X短径0.67mX深さ0.23mを測

第65号土壊（第38図）

H-7区に位置する。不整形を呈し、底面は凹凸を

持つ。長径1.54mX短径1.05m X深さ0.32mを測る。

遺物は出土していない。

第66号土壊（第40図、第39図25)

る。

遺物は、 7世紀末から 8世紀初頭の甕の日縁部破片

が出土した。

第67号土壊（第40図）

H-10区に位置する。第23号住居跡の中にあり、住
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居跡の覆上中より切り込んて‘‘いる。南側半分が調査区

外に当たる。」口方形を呈し、底面は平廿1てある。長径

0.83m X知径0.77m X深さ 0.17mを測る。遺物は出土

していない。

(4) 井戸跡

第 1号井戸（第40図）

L-1 ~ 2区にかけて存在する。逍跡の中て‘‘、最も

標高の高い尾恨上部分から、北側の斜面に移行する部

分に構築されており、開日部の形状はやや椿円形を呈

する。聞口部から深さ約 lmを過ぎたあたりまて‘‘、ロ

ート状に窄まりなから円形の形状となり、それより深

くは筒型の形状となって底部に至る。遺物は出土して

いない。長径2.0lmX短径1.71m X深さ 2.62mを測る。

遺跡円て‘‘、井戸は 1基のみしか検出されなかった。

また、検出された場所が尾根の項部てあることから、

(5) ピット状遺構

本遺跡は東西方向に伸びる丘陵部の尾板部分から、

斜面にかけて形成されている集落遺跡てあり、住居跡

等の遺構が尾根筋に沿った東西方向に主軸方向を採る

のは必然的なことと考えられる。また、斜面ゆえに表

土の流出も著しく、住居跡の殆どが「ちりとり」状に

しか残存しておらず、占然かなりの住居跡等の遺構が

流れ去っていることが考えられる。従って、住居跡等

の痕跡も柱穴のみ存在している場合があるが、ここて‘

扱うピットの中にも、住居跡の柱穴が合まれている可

能性が高い。しかし、その組列を認識し得なかったも

(6) 溝跡

第 1号溝（第44図）

H-10~K-11区にかけての調責区際に存在する。

第8• 10 • 23号住居跡と童複するが、いずれの遺構よ

りも新しく構築されている。第15号住居跡とも重複し

ている可能性があるが、明確にし得なかった。溝はK-

11区に向かって傾斜して掘られており、溝幅の全容が

65 

大木前遺跡

第68号土堀（第38図）

A-5区に位置する。はば円形て‘ヽ、底面は若干凹凸

を持つ。長径0.79m X短径0.75m X深さ 0.56mを測

る。遺物は出土していない。

奈良•平安時代の井戸とするには疑問が残る。井戸が

検出された項部付近は掘割状の溝が多数検出され、第

7号溝て‘囲まれた範囲内は、地山を削平した哀跡があ

る。また、溝内及び溝区画内からは近世の陶磁器破片

が出土しており、この場所が近世代に民家として使用

されていた可能性が非常に高い。この井戸も地下水を

吸い上げる井戸てはなく、雨水等の犬水を溜めるため

の井戸としての機能が推定される。従って、近肌の民

家と組み合って、天水を溜めるための井戸として機能

していたものと推定されるのてある。

のをピットして取り上げた。また、掘立柱建物跡の存

在も予想されるが、東西方向に並ぶピット列は検出さ

れなかった。

ピットが集中的に存在する地点は、 I ~J-8区、

I -9区、J-11区てあった。ピットが組列として認

識可能なものは、 I ~J-8区にまたがって存在する

ピット群てあるが、間尺等が不揃いてあり、調査区外

にまたがるため、全容を認識し得ない。大半は近祉以

降の所産て‘あるか、耕作または開墾時の抜根跡と思わ

れる。

現れていないのて‘‘、性格等は不明と言わざるを得ない。

溝の覆七は荼褐色土の地山流出土より若干色調が黒昧

を帯びているだけて、識別が難しかった。溝内からほ

ば住居跡群と同時期の遺物が出土しており、近年中に

掘られた溝てはないことは明らかてあった。 しかし、

この溝が斜面裾部に存在する町道に沿った形て‘‘存在し
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大木前遺跡

第42図ピット (2)
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ていることも事実てあり、何時の時点て形成された溝

てあるのかは明らかにし得ない。町道自体も占い可能

性があり、斜面崩落七避けの溝として掘られていた可

能性もある。J-11区の溝底部には柱穴状のピットが

存しており、堀の付属施設として機能していた可能性

もある。

第 2号溝（第45図）

J-4~M-3区にかけて位置する。第 3号・ 4号溝

と重複、 もしくは一体化することも考えられるが、そ

れぞれ、輻、深さが異なる。第 2号溝は約 3m弱の幅

を均ー的に持ち、深さが20~30cmて‘ヽ 、底面が平坦にな

っている。最も高い尾根の上に、尾根に沿って構築さ
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第43図ピット (3)
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れているため、溝というよりその形状から道の様な機

能が推測される。また、第 3号溝や、第 4号溝との新

旧関係は明瞭にし得なかったが、形状や堀の深さから、

第 2号溝の方が古いものと推定される。

第 3号溝（第45図）

H-4~J-4区にかけて位置する。第 3号溝は全

体的に掘割状を呈することから、第 2号溝とは別な溝

と考えられるが、第 2号溝の西側にあり、一部同様な

形状を呈する部分が存在するため、第 2号溝が第 3号
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大木前遺跡

第 4表 大木前遺跡土堀一覧表

SK番号 位四 長径 (cm) 短径(cm) 深さ (cm) SK番号 位四 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

1 D6 85.0 83 0 47 0 51 K2 75.0 67.0 23.0 

2 D6 93.0 78.0 40.5 52 K2 308 0 208.0 36 0 

3 D6 63 0 58 0 33.5 53 I 2 274.0 169 0 46.0 

4 E6 54 0 42.0 25 0 54 I 4 96.0 69 0 67.0 

5 E7 34.0 25.0 19 0 55 J 4 90 0 67.0 21.5 

6 E7 19.0 17.0 18 0 56 M3 144.0 87.0 29.0 

7 D7 45.0 33 0 52 0 57 K12。L12 90.0 72 0 19.5 

8 D8 62.0 62.0 75 5 58 J 6 90 0 61.0 22.0 

， D8 76.0 62.0 63.0 59 J 6 99.0 65.0 21. 0 

10 D8 48 0 41.0 60.5 60 L12 156 0 73.0 38.3 

11 D8 35 0 30 0 23.0 61 Lll • Ll2 61.0 55 0 24.5 

12 D8 55.0 42 0 95.0 62 K5 260.0 128.0 49.0 

13 D7 81.0 53 0 107.5 63 L5 196.0 115.0 35 0 

14 D8 94 0 70 0 114 5 64 L5 117 0 85 0 21.5 

15 D8 51 0 45.0 68.5 65 H7 154 0 105.0 32.5 

16 E9 75.0 69 0 47.5 66 I 8 102.0 67.0 23.0 

17 F9 72 0 65.0 36 5 67 HlO 83.0 77.0 17.0 

18 HlO 147.0 (90.0) 33.0 68 A5 79 0 75.0 56.5 

19 HlO 120.0 (83.0) 30.0 69 A5 83.0 71. 0 22.0 

20 HlO 178.0 75.0 37.0 

21 HlO 248.0 174.0 19.0 第 5表 大木前遺跡グリットピット一覧表

22 HlO 125.0 102.0 42.5 Pit番号 位置 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) 形状

23 Lll 103.0 95.0 16.7 1 I 8 11.6 11.0 49.5 不整円

24 I 10 80 0 78.0 37.5 2 90.0 48 0 16.2 楕円

25 I 10 98 0 (86 0) 44 0 
J ゚

27 0 27.0 32.0 円

26 I 10 76.0 65.0 28.5 4 98.0 76.0 13.8 円

27 J 11 45.0 40.0 18 0 5 86 0 75.0 41.5 不整円

28 Jll 93 0 89 0 25 5 6 44.0 24 0 16 2 楕円

29 J 11 92 0 67.0 28.0 7 58.0 42 0 39.0 楕円

30 Jll 47.0 40.0 17.5 8 33.0 27.0 12.6 円

31 Ill・ Jll 153 0 22 0 25 0 1 I 9 46.0 42 0 22 0 不整円

32 I 11 (66 0) 45.0 29.5 2 74.0 60 0 29.0 半円

33 HlO 105 0 82.0 25.1 3 29.0 26.0 15.3 円

34 HlO 163.0 122.0 38.4 4 42 0 41.0 19.2 円

35 Lll 105.0 101.0 43.5 1 ] 8 35.0 32 0 33.8 [ l l 

36 Lll 101 0 85.0 21.4 2 48.0 37.0 20.7 楕円

37 J 10 85 0 49.0 14.8 3 32 0 28.0 15.8 円

38 Kll・ Lll 90.0 85.0 48.0 4 • 5 64 0 30.0 27.6 楕円

39 Lll 98.0 (65. 0) 18.0 6 32.0 28 0 16 8 円

40 J 10 133 0 65.0 26.0 7 33.0 25.0 27 0 円

41 Lll 104 0 67.0 21 7 8 78 0 33 0 26 8 楕円

42 Lll • Mll 70.0 63.0 21 5 1 • 2 Jll 53.0 32 0 19.0 不整円

43 Mll 105.0 (53 0) 17 0 J C) 45.0 42 0 17.5 円

44 Lll 110 0 (107 0) 15.7 4 33 0 33.0 18.5 円

45 Lll 112.0 105 0 10 8 5 28.0 27 0 14.5 円

46 Lll 117.0 77 0 18.8 6 53.0 50.0 34.5 Pl 

47 Lll 75 0 (47.0) 37.7 7 49 0 37.0 51 5 楕円

48 HlO 89 0 (58.0) 23.0 8 40.0 35 0 22 5 円

49 M3 202 0 147 0 38 0 ， 38 0 31.0 21 7 楕円

50 J2 118.0 75.0 33 0 10 65 0 41.0 26 5 半円
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大木前遺跡

第45図溝跡(2)
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溝部分まて‘延びていて一部重複している可能性もある。

第3号溝は溝の途切れる部分て第55号上堀と、また溝

内て第54号上痰と重複するが、新1日閃係は小明て‘‘あ

る。 I -4区て南側から北東方向に走る小さな溝と合

流するが、第 3号溝として一括した。溝内からは、近

世の陶磁器片が少量出土している。

第 4号溝（第45図）

M-3 ~0-2区にかけて位置する。第 2号溝、第

6号溝と重複するが、祈旧関係は不明て‘ある。第 2号

溝との関係は、第 3号溝と同様に、第 2号溝の上に第

4号溝が構築された様な形状を呈し、第 2号溝の一部

が存在している様て‘ある。第 4号溝は幅約 lm程の浅

い地境的な溝て‘、 M-3区内て‘‘U字状に折り返すもの

と、 M-4区方向に折れ曲がるものとて構成される。

これ等の溝は第 2号溝と平行もしくは直角方向に存在

し、規則性がある。

第 5号溝（第45図）

M-3~0-3区にかけて位置する。第 4号溝に平

行しながら存在する。輻 lm~1.5mを保ち、中央部に

(7) グリッド出土遺物

a)縄文土器

大木前遺跡からは、少数て‘‘はあるが縄文土器が出土

している。殆どが、早期と前期の土器片てあり、一括

して説明する。

第 I群土器（第46図1~5)

早期の土器群を一括する。 1は早期前葉の山形押型

文上器てある。］厚さ約7mm程て‘ヽ、縦位の山形文を施文

する。 2の「トロトロ石器」が伴うものと思われる。

3~5は後葉の条痕文系土器群てあり、遺構として

は炉穴が存在している。 3は器面に指頭成；形痕を残し、

拷頭状の成形を施す。 4、5は器面は平滑に成形され

ており、内外面に擦痕状の細かい条痕成形を施す。い

ずれも条禎が目立たず、条痕文系土器群初頭真月所産の

ものと思われる。

箱状のやや深い掘り込みを持つ。第 6号溝が直角方向

に重複する。祈旧閲係は小明てある。

第 6号溝（第45図）

N-3区を起点に、 0-2区と N-4区方向に直角

に折れて位置する。第 4号溝と第 5号溝の間に挟まれ

て、平行方向に存在するが、 N-3区て‘‘直角方向に折

れ、第 5号溝と屯複する。新IlJ関係は不明てある。第

6号溝は 2m前後の輻を持ち、中央部が箱状に深い掘

り込みとなっている。

第 7号溝（第44図）

I -2~k-2区にかけて位置する。第 2号溝と平

行して存在し、両端が I-2区と K-2区て‘‘圃む様に

直角方向に折れ曲がる。溝は掘割状を呈し、何度とな

く掘り返されている。両コーナーて第52・第53号土墟

と重複するが、新旧関係というよりも、付属施設とし

の様相が強い。溝の区回内には、焼土跡や、削平面等

が確認され、屋敷の構堀と認識される。溝内からは、

近憔の陶磁器片が出上している。

第II群土器（第46図6~19)

前期後葉の上器群を一括する。全て諸磯系土器群て‘‘

ある。 6~8は平行沈線文間に爪形文を施文する爪形

文系土器群て` ある。 6は爪形文による弧線文を描いて

いる。諸磯b式古段階の土器群てある。

9~13は浮線文系の上器群て‘ある。 9は横位に区画

し文様儒内に縦位方向の集合する浮線を施文して曲線

的なモチーフを描くが、浮線施文後浮線聞に角頭状エ

具による押し引き状の成形を施す。浮線上には細かな

爪形状の刻みを施す。 10は靴先状日縁部て‘、地文縄文

トに 3本浮線を基本にした渦巻き文を施文する。浮線

上には刻みを施す。 11~13は胴部破片て、地文縄文卜

に2~3本単位の横位浮線文を巡らす。浮線上には方

向の異なる刻みを施す。
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大木前遺跡

第46図

ロ
ー

し

＾

｝

：
ハ
員

出
爪
川
廿
什
い
刈

ドツ＇ー・‘グ跡遺前木大

葦長(]8

5cm ， 
1 : 2 

ー

3

|
/
|
|
い

0
4
 

10 ロ
＿

｀

 

三／ ロ
ー写疇『

-
i

□ ． 5 IJ16 

之

｝

~
E

『

二

ご
/

-

<

{
 

ロ17

黙
情

か
〇
饒ー

伯
k
灼
"
ilu

贔
8
 □
 

紅
仄
じ

.... 
1r,‘
し＇

,1'’;̀° 

印
“
り
・
，
＇
い
I
i
焙

困

511

•‘.;lll

y,i 

閾
畠
“，｝， 

，
 

月
l
|
l
l
|
|
l
口！
 

冒
肛

隣
渭
開
洲

fll

I
l
"
"印

＇

ヽ
p
gn
`
3
9
9
,
r
,
,
9
4、
』

!
!
’
1
_q

9
.
9
,
1
A
r
ぺ

r
i
'
_
"
i
 

9
4

・
~
~

9
aし
’

ヽ
↓
，
（
ロ
―~
9
2
1

/
 

バ[
:
 

5
 

2
 

9

/
 

口
＼
口

ロ： 索ア厨 23

24 

口 2 7 

10cm 
1 : 3 

--73-



第47図 大木前遺跡グリッド出土遺物(2)
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14~16は沈線文系の土器群て、 14は地文縄文卜に半

殻竹管の多条平行沈線文を横位施文する。 15、16は平

行沈線文をやや交差状に施文するものて‘、 16は刻みを

施す降起線て‘区画を行う。以じ、諸磯b式中から祈段

陪の上器群てある。

17~19は条線文を地文とするものて‘‘、 17は円形貼付

文を施文する。諸磯 C式t器て‘‘ある

b)石器（第46図2、20~27、第47図28~31)

令て縄文時代の石器てある。

2はチャート製の尖頭器て、先端部が丸く整形され、

両而ともに研磨を施す。特に、裏面は稜線が見えない

はどて、所謂「トロトロ石器」てある。長さ 3.85cm、

輻1.9cm、原さ 0.5cm、重さ 3.45gてある。

20~24、27、28は打製石斧てあり、裏面に礫表を残

すものが多い。大半は条痰文期の石斧て‘、 27、28は時

期不詳てある。 20はホルンフェルス製て‘‘、長さ 7.5cm、

輻3.8cm、厚さ1.5cm、重さ 45.5gてある。 21は先端部

を欠捐するがホルンフェルス製て‘ヽ 、」しさ 10.5cm、輻5.0

cm、厚さ1.5cm、盾さ 100.9 gてある。 22はホルンフェ

10cm 
1 : 3 

ルス製て‘ヽ 、長さ6.4cm、幅5.0cm、原さ 1.7cm、重さ 65.9

gてある。 23は粘板岩製て‘‘ヽ 止さ8.1cm、幅5.6cm、原

さ2.1cm、重さ 74.9gてある。 24は頭部を欠損するがホ

ルンフェルス製て、、兵さ 7.4cm、輻5.3cm、厚さ 2.5cm、

重さ 79.47 gてある。 27は刃部を欠捐するがホルンフ

ェルス製て‘、訳さ 9.0cm、輻6.2cm、Iげさ 2.6cm、重さ

157. 7 gてある。 28は片岩製て‘ヽ 、長さ 14.2cm、輻7.4

cm、厚さ 2.9cm、重さ 354.4gてある。

25、26は礫器て‘‘、 25はホルンフェルス製て＇、、長さ 8.8

cm、輻5.8cm、厚さ 3.0cm、電さ 162.1gてある。 26は

ホルンフェルス製て，・、長さ 8.1cm、幅6.6cm、厚さ 2.0

cm、重さ 143.3 gてある。

29~3]は磨石て‘‘、中央部に窪み穴を持つ。 29は閃緑

岩製て‘ヽ 、長さ 7.7cm、輻8.6cm、厚さ 4.5cm、重さ 395.1

gてある。 30は閃緑岩製て‘‘、長さ 6.3cm、輻7.5cm、厚

さ4.6cm、重さ 250.9 gてある。 31は閃緑岩製て‘‘、長さ

5. 7cm、輻9.2cm、原さ3.5cm、重さ261.8 gてある。
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IV 小栗北遺跡の調査
1 遺跡の概要

小栗北退跡は埼玉県比企郡嵐山町大字越畑字小栗

399番地他に所在し、平成12年10月23日から平成12年

12月28日にかけて調査が行われた。調査面積は500m2

てある。

退跡周辺は市野川と粕川によって聞析された南東方

向に細長く延びた丘陵の中にあって、両河川に流れ込

む小河川に開析された小支谷や樹枝状谷が発達し、東

西方向に細長い尾根筋や、独立丘状の尾板が連なって

いる。小栗北遺跡はこれ等の連なりの中てゞ、独立丘状

を呈する尾根の項部に形成された遺跡て‘‘ある。

やや幅の広い谷筋を挟んて‘、この独立丘の対岸て‘あ

る北側の丘陵上には大木前遺跡が仔在する。また、南

側の谷を挟んだ対岸には、小栗遺跡が存在する。小粟

北遺跡と小栗遺跡は、小支谷て‘分けられた同一丘陵ト

の先端部にそれぞれ位置する遺跡て‘ある。

小栗北退跡の調査地点は、項部よりやや東へ下がっ

た尾根の斜面部て‘‘、標高80m前後を測る。大木前遺跡

の最後部が標高75m前後てゞ 、小栗追跡も 77m前後てあ

ることから、 3遺跡の中て、一番標高の高い遺跡となり、

眺望も聞けている。

遺跡は北斜面が急勾配となるため、項部から南斜面

にかけて遺構が構築されていた。また、項部から斜面

への平坦な以降面には、やや古い時代の風倒木痕が多

数存在し、縄文時代の造物を多く含んて‘、いた。遺構を

見間違う程の覆土を持つものもあり、倒木時期の古い

ものもかなり存在した。

検出された遺構は、縄文時代の住居跡 l軒、炉穴5

基、上堀18基、平安時代の住居跡 2軒、溝 l条てあ

る。

縄文時代の炉穴は、尾根から南斜面への移行部分に

構架されており、 4基はやや纏まって存在する。大半

は燃焼部の炉床部分が残っているが、 1基から復元可

能な条痕文系土器が出土した。

縄文時代の住居跡はやはり、南斜面への移行部に構

小栗北遺跡

築され、上堀などと重複して攪乱を受けていた。縄文

時代早期から中期にかけての土器群が出土しており、

1打出跡の時期としては中期を認定した。

土堀は、大半が縄文時代前期の所産て‘ヽ、諸磯b式期

を中心とした年代が与えられる。

グリッドからは縄文時代早期の撚糸文系土器群、条

痕文系七器群が少量出七している。また、前期ては中

葉の繊維を含んだ黒浜式土器が少輩出土しているが、

中心となるのは繊維を含まなくなる諸磯式土器て‘‘、 a

式から b式移行期の土器群、諸磯b式古段階の土器群、

中段階の土器群、若干てはあるがb式新段階の土僻群

が出土している。本遺跡からは諸磯C式土器は出土し

ていない。大木前追跡と立地が類似するが、出土土器

に若干の時期差が現れており、縄文時代における細か

い時期差が遺跡間て‘‘把摺されることは大変興味深い事

象て‘‘ある。

中期て‘‘は加粒利EI式土器が主体を占めている。加

曽利EI式の中ても最も新しい段階て‘‘、これ等の土器

群に連弧文土器が伴えば、加曽利Ell式と判定される

程の土器群て‘ある。口縁部の渦巻文の連結や、区圃文

と渦巻文の構成を見ると、連弧文土器が伴う可能性が

あると思われる。全体像を把握てきる七器が出土して

いないため、加悼利EI式の範疇と把握しておきたい。

平安時代ては住居跡2軒が検出されているが、何れ

も調査区内の西側て‘‘、尾根の頂部に近い部分に構築さ

れている。尾根の項部がさらに西側に存在することか

ら、平安時代の住居跡は尾板の項部に主体があるもの

と思われる。しかし、こうした尾根上の集落は数軒か

ら1、 2軒程度の住居跡て‘‘占められるのが大半て‘‘あり、

本遺跡て‘、も平安時代の大きな集落が存在していたもの

とは判断されず、数軒の住居跡が比較的短期間の内に

存在していたものと考えておきたい。出土須恵器は、

9批紀後半代のものて‘ヽ、甕の日縁部の崩れから、 10枇

紀に近いものと思われる。
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小栗北遺跡

第49図 第 1号・第 2号住居跡・出土遺物
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［暗褐色七

II暗黄褐色士

1 茶褐色上

2 黒褐色上

3

4

5

6

 

茶褐色土

暗黄褐色土

赤褐色土

赤褐色＿十

m-

t
u
g
~
史

。

2m 

＇ 1:60 

／ □ 

表上、竹、木の根を多く含む。

ハートローム層。白色粒子を多誼、焼土粒了を少量含む。

暗褐色プロック、焼士粒子を多量、炭化物を少畠含む。

暗褐色粒子、焼士粒了を多呈、炭化物、暗褐色プロックを少

塁含む。床面上に炭化材検出。

焼士粒子をまはら、暗褐色プロックを多量に含打。

焼士粒子を微量に含む。

焼土プロゾクを基調とし、炭化物を多星に含む。

床面下の被熱赤化層。

Pitl 

1 暗褐色土 焼土粒子を多星、炭化物を少星含む。粘性、しまり共に強。

[_  __1  

3 暗赤褐色土

4 赤褐色上

l 暗褐色士炭化物、焼土粒子を少羅、ハードローム

プロックをやや多鼠に含む。

2 暗褐色土炭化物をやや多量、焼土粒子、ハードロ

ーム粒子を多塁に含訂。

焼士ブロックを多景に含む。カマド覆土。

焼十．プロックを多量、炭化物を少量含む。

カマド覆上。

5 暗褐色土 ハードローム粒子を多量に含む。

Pit! 

l 暗黄褐色土

2 暗褐色土

ヽ
ー

゜I
 

10cm 
I l1 : 4 

焼土粒子、炭化物粒子を微鼠に含む。

焼土粒子、炭化物粒子を少畠含む。

Pit2 

l 暗褐色土焼土粒子、炭化物を少鼠含む。

2 暗黄褐色土 暗褐色土ブロックを多塁に含む。

Pit4 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

□._L/ 

炭化物を多堡、焼土粒子を微量に含む。

炭化物を少星含む。

□□¥4 

r~7=--――ー＼ロ
10cm 
1:4 
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発見された遺構と遺物

住居跡

第 1号住居跡（第49図）

A-2区に位置する。住居跡西側の大部分が調査区

外にある。竃の残骸と思われる焼上痕が北東コーナー

寄りに見られることから、北富を持ち、東西方向に細

良い住居跡と思われる。現存部て｀住居跡の長径は2.53

m、短径は0.71mのみを測る。住居跡東側は大きな風

倒木痕により攪乱を受けている。住居跡と 2個のピッ

トが重複しており、p1＝長径0.53mX短径0.74m X 

深さ0.12m、 p 2＝長径0.65mX短径0.44mX深さ

0.15mを測る。

出土遺物は須恵器甕の胴部破片と底部破片て‘‘、

底径は12cmを測る。

ものと恩われる。 4個のピットと重複し、

第50図

SJ3 

SK4 

第3号住居跡

SK8 

/ 
/ 

／ 

／ 

／ 
／ 

／ 
／ 

／ 

／ 
／ 

／ 
／ 

／ 
夕

` `―  ー̀-----

1の

第 2号住居跡（第49図）

B~C-1~2区にまたがって位置する。第 1号住

居跡と同様に、住居跡西側半分が調査区外にある。縄

文時代の第18• 19号上墟と重複する。東壁に竃が存在

し、東西方向に細長い住居跡と思われる。現存部て住

居跡の長径は3.47m、短径は2.59mのみを測る。

富は東壁の中央部北寄りに構築されており、燃焼部

のみ残存していた。壁溝は竃部分以外に全周していた

p 1＝長径

¥
4
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ー

、
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~
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,
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,
 

0.47mX短径0.44mX深さ 0.23m、

mX短径0.59mX深さ 0.16m、P3＝長径0.25mX短

径0.23mX深さ 0.12mを測る。 P4＝長径0.26mX短

径0.23mX深さ 0.18mを測る。

出土追物はp1から 1、

跡覆土内から 4、

焼成が悪い。

cm、残存率60%、2は日径11.8cm、底径5.1cm、器高3.8

cm、残存率80%、3は日径13.6cm、現存高3.9cm、残存

率40％を測る。

5が出上した。

1は日径14.4cm、底径6.4cm、器高4.6

4、 5は土師器甕て‘、「コ」字状日縁が

やや崩れてきている。

残存率30%、5は日径18.1cm、現存高5.1cm、残存率20

％を測る。

第 3号住居跡（第50図、 51図）

C-2区に位置する。第 3• 8号上墟と重複するが、

第8砕土壊より新しく、第 3号土堀より古い。

住居跡のプランは円形を呈するものと思われるが、

西壁の一部と、

= 7cm、

升

E

8
き

p 2＝長径0.65

2が、竃内から 3が、住居

1 ~ 3は須恵器杯て，，、

4は日径12.1cm、現存高6.4cm、

ピット 5個が検出されたのみてある。

炉は確認されず、床面も大半が削平されている。

トは柱穴になるとは思われず、深さはP1 =22cm、P2

P 3 =llcm、P 4 = 6cm、

ピッ

P 5 =13cmを測る。

1 暗褐色士 焼上粒子、炭化物を少星、白色砂粒

子を多墨に含む。土訴出七多品。

2 黒褐色上焼土粒子、炭化物やや多星、白色砂

粒子を多量に含む。上器出七多掛。

3 暗黄褐色土 炭化物を少菌、焼七粒子を含まず、

白色粒了を多量に含む。土器出土多蜀。

4 暗黄褐色上 下居の暗黄褐色プロックを多星に含

む。

0 2m 

I I I 1 60 
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小栗北遺跡

第51図 第 3号住居跡出土遺物
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遺物は早期、前期、中期の土器片が出土している。

1、2は早期の条痕文系の土器群て‘‘、

口縁部破片てある。

3は繊維を含む、前期中葉の黙浜式土器てある。

1は刻みを施す

4~17は前期後葉の諸磯式時捐冗ある。 4~6は朝

顔形に開く深鉢て‘ヽ、口縁部に半載竹管の平行沈線や波

状沈線を施文する諸磯a式系統の土器群てある。

7~11は諸磯b式の浮線文系土器群てある。 7は内

彎して開く日縁部に 3本の浮線文を巡らせて日縁部を

区回し、文様帯内に 3個対の円形竹管文を施文する。
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地文には単節RLを施文し、日唇部には梯子状の浮線

文を施す。浮線文上には、縄文を施文する。 8は内彎

して開くキャリパー形深鉢の日縁部て‘、 3本浮線て‘口

縁部を区両する。日縁部に訓線を描く浮線文を施文し、

浮線上には刻みを施す。 9~11は胴部破片て‘ヽ 、地文縄

文上に、刻みを施す浮線2~3本を単位として巡らす。

刻みは浮線こ、、とに方向を変えて施文する。

12~14は諸磯b式の沈線文系土器群て‘ある。 12は地

文縄文上に平行沈線文て｀菱形状の沈線を施文する。

13、14は胴部破片て‘ヽ、集合沈線を胴部に水平に巡らす。

15~17は諸磯式の縄文のみ施文ずる土器群てある。

15は日縁部破片て‘、 16、17は胴部破片て‘‘ある。

18~27は中期の加曽利E式土器群てある。 18、19は

口縁部文様帯破片て‘、 18は隆帯て｀口縁部区画を行い、

地文の縄文施文は器面風化のため確認されない。 19は

日縁部文様帯内に撚糸Rを施文する。 20は頸部破片

て‘‘、 2本隆幣て‘区画をhう。 21、22は胴部破片て‘‘、 21

は撚糸地文上に蛇行隆帯懸垂文が垂下する。 27は単節

(2) 炉穴

第 5号土壊（第52図、第54図）

B-2区に位置ずる。第 6号土墟と重複するが、本

土墟の方が古い。楕円形を呈し、長径1.18m、短径0.76

m、深さ 0.26mを測る。七壊の底面はあまり被熟して

いないが、覆土に焼土及び、炭化物を合むため、炉穴

と認識した。

遺物は、条痕文系上器の器形が把握される大型破片

が出土した。第54図 1は底部を欠捐するが、全体の約

半分ほどが現仔ずる。推定日径約20cm、現存高31.5cm 

を測る。条瞑文系土監群初頭期の野島式に比定される

ものと思われるが、子母日式となる可能性もある。

第20号土壊（第53図）

B-2区に位置する。第11号上墟と重複ずるが、本

士墟の方が新しい。プランは楕円形て‘ヽ、底而は皿状を

呈する。長径0.71mX短径0.48mX深さ 0.21mを測

る。遺物は出土していない。

RL縄文上に 2本対の降幣懸垂文が乖下する。

23は日縁部を無文とする 4単位の波状口縁が開く

深鉢て、口唇部が肥原し、沈線を巡らす。

24は胴部と日縁部が屈曲する浅鉢の、胴部文様儒破

片てある。刻みを施す隆帯渦巻文の区画内に、集合沈

線文を渦巻に沿って施文する。

25~27は、撚糸文のみを施文する胴部破片てある。

28~30は石器てある。 28は緑泥片岩製の石斧て‘‘、調

整剥離後、敲打を施しており、磨製石斧の未製品の可

能性がある。頭部を欠損するが、長さ 9.6cm、幅4.9

cm、厚さ3.1cm、重さ 192.6 gを測る。 29はホルンフェ

Jレス製の打製石斧て、、頭部を欠損ずるが、長さ 8.8cm、

幅3.5cm、厚さ 2.1cm、重さ 70.9gを測る。 30は砂岩製

の掻器て‘ヽ 、長さ 7.3cm、幅7.3cm、屏さ 2.7cm、重さ 138.7

gを測る。

住居跡は、各時期の土器群が検出されたが、住居跡

の形状や出土遺物から中期の所産と推定される。

第21号土壊（第53図）

B~C-3区にまたがって位置する。楕円形を呈し、

上墟の底部付近のみが残存している。北側の土墟奥部

の炉床面が一段低く、手前側が高くなっており、良く

被熟している。長径0.59m、短径0.53m、深さ 0.29m

を測る。遺物は出土していない。

第22号土堀（第53図）

B-2区に位阻する。楕円形を呈し、炉床部のみ残

存している。長径0.41m、短径0.38m、深さ 0.06mを

測る。炉床部は良く被熱しているが、遺物は出土して

し、なし ‘o

第23号土壊（第53図）

C-3区に位置する。楕円形を呈し、炉床部のみ残

存している。長径0.82m、短径0.71m、深さ 0.09mを

測る。遺物は出土していない。
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1 暗黄褐色土 炭化物を微量に、黄褐色粒子をまばらに含打。

2 黄褐色土黄白色粒子を多星に含む。

SK5。6

A
-

A 79Am 

A' 

A' 

1 黄褐色土焼土粒子、炭化物粒子を少景含打。

2 茶褐色土焼土粒子を微鼠に含む。

3 暗黄褐色土 炭化物を微量に含む。

4 茶褐色土 白色粒子を微呈に含む。
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A 782m 土

1 暗褐色土 炭化物、黄白色粒子を少量含む。
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1 暗褐色土 ローム粒子を多量に含む。

2 暗黄褐色土 ロームプロックを含む。

1 暗黄褐色土 白色粒子を多呈に，焼土粒子

を微景に含む。
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1 暗褐色七 白色砂粒子を多鼠に含む。

2 暗褐色土 白色砂粒子を微量に含む。

3 茶褐色土 下層の黒褐色プロックを少量含む。粘性、しまり共に弱。

4 黒褐色土 黒褐色プロック、暗褐色プロックを多量に含む。

5 黄褐色土 暗褐色プロックを多鼠に、炭化物を微盤に含む。
2m 

1:60 
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第53図土塙(2)
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1 暗褐 色 土 ハードロームを基調とし、焼土

粒子を少鼠含む。

SK14叫＼町

□A;  
副

A-788m 全

1 黒 褐 色土 白色粒子を多輩、炭化物粒子を微

量に含む。

2 暗 褐 色土 白色粒子を微鼠に含む。

3 暗黄褐色土 白色粒子、炭化物を少呈含訂。

SK15 

SK12 SK13 

m1 ]叫□A0 

m 
| 

_!.. 

T 

E-

1 暗黄褐色土 白色粒子を少量含む。

2 暗黄褐色上 白色粒子を含まない。

□A 

A 989m A 

m
 

E
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8

L

m
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1 暗褐色土炭化物を微量に含む。

2 暗褐色士炭化物を少塁含む。

3 暗黄褐色士 炭化物を微量に含む。

1 黒褐色土炭化物を少量含む。

2 暗黄褐色土 ソフトロームプロックを多

鼠に、炭化物を微量に含む。

SK16 

ロロA 77Am A 

1 黄褐色土 暗褐色土プロックを多量に、焼土

粒子を少量含む。

2 黄褐色土 暗褐色土プロックを少量含む。
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l 暗褐色土焼土粒子、炭化物を少星含む。

2 暗褐色上焼七、炭化物を含まない。

3 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含む。

4 赤 褐 色 土 ソフトロームプロック。

暗褐色土 焼上粒子を微鼠に、ローム粒子

を多量に含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを多景に含む。

3 黄褐色土 ロームブロックを多量に含む。

A 79 6rn 

ロ
.

m

i

g

9

匿
ー
g

A. 

A 

1 暗赤褐色土 焼土粒子を多量に、炭化物粒子を少量含む。

2 赤褐色土 火床底面から被熱赤化層。

3 暗褐色土ハードローム被熱層。

SK22 
I 

□:A 

SK23 

SK21 

叫＼。1

Aーロ 土 ］

m の1

A 98 69" - A  

：口-A

A ;s.5m A. 

1 暗赤褐色土 被熱赤変した、ハードローム。

1 暗黄褐色土 炭化物、焼土粒子を少量含む。

2 暗褐 色 土 焼土プロックを少量、焼土粒子、炭化物をやや多く含む。

3 黄褐色土被熱焼土化したソフトローム。

A 7S3m A 

1 黄褐色土 被熱赤変がまはらな、ハードローム。

2m 
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小栗北遺跡

第54図 第5号土塙（炉穴）出土遺物

＼ 

(3) 土墟

第 1号土堀（第52図）

A-3区に位置する。第 2号上堀と重複するが、本

土堀の万が新しい。プランは楕円形て、底面は皿状を

呈する。長径0.7lmX短径0.56mX深さ 0.18mを測

る。追物は出土していない。

第 2号土壊（第52図）

A-3区に位置する。第 1号土墟と頂複するが、本

土墟の方が古い。プランは楕円形て‘‘、底訓は皿状を呈

する。長径0.94mX短径0.82mX深さ 0.21mを測る。

遺物は出上していない。

第 3号土壊（第52図）

c~2 区に位置する。第 3 号1主屈跡内にあり、祈旧

関係は不明てある。プランは楕円形て、底血は凹凸を

持つ。長径0.79m X短径0.58mX深さ 0.24mを測る。

退物は出土していない。

第4号土壊（第52図）

10cm 
」1:3

C-2区に位置する。第 3号住居跡と一部重複する

が、新旧関係は不明て‘ある。プランは不整形て、、底面

は凹凸が存在する。長径1.53m X短径0.94mX深さ

0.56mを測る。追物は出土していない。

第 6号土壊（第52図、第55図 1~3)

B-2［えに位置する。第 5号上墟と重複するが、本

土漿の方が新しい。プランは楕円形て、、底面は平坦て‘‘

ある。長径1.78m X短径1.70m X深さ 0.29mを測る。

遺物は前期諸磯b式土脳の胴部破片が出土している。

1、2は刻みを施す浮線を胴部に水平に巡らずものて‘‘、

地文に縄文を施す。 2は浮線毎に刻みの方向を変えて

いる。 3は地文縄文単節 LRを横位施文する、胴部破

片てある。

第 7号土堀（第52図）

C-2区に位置する。第 8号上堀と重複ずるが、本

上墟の方が占い。プランは楕円形て‘ヽ、底面は皿状を呈

する。長径1.32m X短径0.94mX深さ 0.18mを測る。
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第55図土壊出土遺物
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遺物は出上していない。

第 8号土壊（第52図、第55図4~24)

C-3区に位濯する。第 7号上壊と重複ずるが、本

土堀の方が新しい。プランは長楕円形て＇、、底面は凹凸

が著しい。長径4.82mX短径1.79m X深さ1.65mを測

る。

遺物は前期と中期の土器片、石器が出土している。

4~10は朝顔形深鉢て‘、 4~6は平行沈線文の波状文

を施文する土器群て‘、ある。 4は日縁部破片て｀、半戟竹

管の平行沈線を横位に施文して日縁部を区画する。地

文に縄文は施文しない。 5は地文縄文 RL上に平行沈

線を等間隔に巡らせ、その間に平行沈線の鋸歯状文を

施文する。 6は地文縄文 RL上に、平行沈線の波状文

のみを施文する。 8、 9は平行沈線て‘変形木薬文を施

文するものて、空口部に 2個対の円形竹管文を施文す

る。地文縄文は施さない。

7、10は平行沈線間に爪形文を施文する爪形文系土

器て‘‘、 10は爪形文て横位連結する曲線文を描く。

11、12は浮線文系土器群て‘‘ある。 1]は日縁部が開く

器形て‘ヽ、浮線文て‘‘モチーフを描くが、浮線文上に結節

状の刻みを施文する。 12は胴部破片て‘、 3本対の刻み

を施ず浮線文を巡らす。地文は単節 RLてある。

13は単節 RL縄文のみ施文する胴部破片て‘‘ある。 14

は底部破片て‘ヽ 、単節 RLを施文する。

以上、前期の土器群は諸磯系の土器群て‘、 4~9は

諸磯a式から b式への移行期の土器群て‘‘ある。 10は諸

磯b式古段階、 12は中段階、 11は新段階に位置付けら

れる。

15~23は、中期後葉の加曽利E式系土器群て‘ある。

15はキャリパー形深鉢の日縁部破片て、太い隆帯て‘ロ

縁部を区画し、渦巻文を連結するモチーフを描く。日

縁部文様帯内の地文には、単節 RLを横位施文する。

16は日縁部破片て‘‘、 2本隆帯が曲線文を描く。 17は沈

線の渦巻文を描くものて‘‘、 18は口縁部から隆帯が垂下

して日縁部文様帯内を区画する。 19は隆幣て‘区画する

頸部破片て、、胴部の単節 RL地文上に、結節回転の綾

小栗北遺跡

繰文を乖下する。

20は胴部と頸部が屈曲する浅鉢の胴部破片と思わ

れ、重弧状の沈線文を施文する。

21~23は地文のみ施される破片て‘‘、 21は0段多条縄

文 RLの縦位施文て‘‘、 22は撚糸L、23は条線文を施文

する。

24は背面に礫表を残す、典型的な早期段階の打製石

斧てある。頁岩製て‘、長さ8.6cm、輻6.5cm、厚さ 2.7cm、

重さ 195.7 gを測る。

以上、中期の土器群は加曽利EI式終未に位置付け

られるものと思われる。

本土横は第 3号住居跡に切られていることから、本

土墟は諸磯b式期所産と思われる。

第 9号土壊（第52図）

B-2区に位置する。西側半分が調査区外に当たる。

プランは楕円形て、、底面は凹凸を持つ。長径0.97mX 

短径0.88mX深さ 0.18mを測る。遺物は出土していな

し‘
゜

第10号土堀（第52図、第55図25)

C-1区に位置する。プランはほぼ円形て、底面は

平坦てある。長径0.76m X短径0.68mX深さ 0.12mを

測る。

遺物は縄文土器の破片が出土している。 25は諸磯式

の浮線文系土器て‘ヽ、隆帯て‘‘胴部を区画し、沈線の木葉

状文を施文ずる。諸磯a式から b式にかけての土器群

てある。

第11号土堀（第53図）

B-2区に位置する。第20号土堀と重複するが、本

土壊の方が古い。プランは楕円形て‘ヽ、底面はlIIl状を呈

する。長径1.06mX短径0.88mX深さ0.09mを測る。

遺物は出土していない。炉穴の可能性あり。

第12号土塀（第53図）

B-2区に位置する。プランは楕円形て‘ヽ、低短て‘あ

-85-



る。長径1.53m X短径1.Olm X深さ 0.21mを測る。遺

物は出土していない。

第13号土城（第53図）

C-1区に位置する。プランは楕円形て‘ヽ、底面は皿

状を呈する。長径0.79m X短径0.65mX深さ 0.29mを

測る。遺物は出土していない。

第14号土堀（第53図）

C-1区に位置する。プランは楕円形て‘‘、底面は皿

状を呈する。長径0.88mX短径0.74m X深さ 0.26mを

測る。遺物は出土していない。

第15号土堀（第53図、第55図26~29)

C-1区に位置する。プランは楕円形て‘ヽ、底面は皿

状を呈する。長径1.09mX短径0.89mX深さ 0.35mを

測る。

遺物は前期の土器片が出土している。 26は諸磯b式

浮線文系土器群の中ても新しい段階の土器て、、知く内

折する口縁部が大きく聞き、浮線文を水平に巡らす。

地文には縄文を施文し、浮線上には刻みを施す。

27~29は縄文のみ施す胴部破片てある。

(5) ピット状遺構

A-1区（第56図）

p 1の1個が存在する。周辺には第 1• 2号土墟が

北側に隣接して存在するが、本ピットとの関係は窺わ

れない。径0.41m、深さ 0.36mを測る。遺物は出上し

ていない。

C-1区（第56図、第55図30~38)

5個のピットが存在する。尉辺には第 2号住居跡、

第10• 13 • 14 • 15 • 17 • 18 • 19号土墟が存在する。平

安時代の第 2号住居跡の調査終了後、これらのピット

が検出されており、周辺の縄文時代の土壊と同様に、

縄文時代のピットと考えられる。整然としたピットの

第16号土壊（第56図）

B-4~ 5区にかけて位置する。プランは楕円形て‘‘、

底面は凹凸を持つ。長径1.35m X短径0.94m X深さ

0.18mを測る。遺物は出tしていない。

第17号土壊（第53図）

C-1区に位置する。第18号十見魯と重複するが、本

土壊の方が古い。プランは楕円形て、底面は平坦て‘あ

る。長径1.12mX短径0.85mX深さ0.21mを測る。遺

物は出土していない。

第18号土堀（第53図）

C-1区に位置する。第17• 19号土墟と董複する

が、第17号十横より新しく、第19号上横とは新旧関係

が不明て‘ある。プランは不整形て‘ヽ 、底面は平坦て‘ある。

長径1.02m X短径0.86mX深さ 0.19mを測る。遺物は

出土していない。

第19号土壊（第53図）

C-1区に位置する。第18号土壊と重複するが、新

1日関係は不明てある。プランは楕円形て‘ヽ、底面は凹凸

を持つ。長径0.74mX短径0.56mX深さ 0.24mを測

る。遺物は出土していない。

並びは把捏されなかったが、住居跡状の遺構の存在も

十分予想される。

p 1は径0.38m、深さ0.35m、P2は径0.29m、深

さ0.32m、P3は径0.36m、深さ0.31m、P4は径0.29

m、深さ 0.12m、p5は径0.34m、深さ 0.26mを測

る。遺物はPlとP4から出土している。

30~35はP]出土てある。 30、31は前期諸磯b式土

器の胴部破片てある。 30は地文縄文 RL上に、刻みを

施す浮線文を横位に巡らす。浮線上の刻みは、交互の

晃方向に施文している。 31は縄文のみ施文される土器

て、単節 LRを横位施文する。

32~35は中期加曽利E式土器て‘、 33は2本隆帯て‘
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第56図 ピット
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頸部を区画する破片て‘ヽ、地文に単節 RL縄文を縦位施

文する。 35は2本の隆帯懸亜文が垂下する底部破片

て、地文に単節 RL縄文を縦位施文する。 32、34は撚

糸文を施文する胴部破片て‘‘、 32は撚糸Lを施文する。

36~38はP4出土てある。諸磯a式系の土器て‘‘、 36

は朝顔形にい縁部が開く深鉢t器の日縁部破片て‘‘、半

戟竹管の平行沈線による小波状文を描く。 37、38は縄

文のみ施文される胴部破片て‘‘、単節 RLを横位施文す

(6) 溝跡

第 1号溝（第57図）

B-3区からA-5区にかけて位置する。調査区の

ほば中央部から、尾根！上を東方向へとドりながら，

調査区外へと構築されており、土地区圃溝、

排水溝的な性格が推定される。

B-3区ては溝輻約〇ぷm程て‘‘あるが、

向けて徐々に溝帖と深さを増していく。

もしくは

A-5区に

A-5区ては

る。

C-2区（第56図）

p 1の1個が存在する。周辺に第3号住居跡、第 3.

4号土墟が存在するが、

ある。

それ等との新旧閃係は不明て‘‘

しかし、周辺に縄文時代の遺構が存在している

ことから、本ピットも縄文時代所産と思われる。

径0.44m、深さ 0.38mを測る。遺物は出上していない。

溝輻1.6m程て‘ヽ 、深さも約0.45m程になる。上屈断面の

観察によれば、何度か掘り直されていることが判断さ

れるが、少なくとも 2度は掘り直している。遺物が出

tしていないのて‘時期判断は困難て‘あるが、覆tが比

較的やわらかく、黒色化が進んて‘、いないこと、 ローム

のブロックを多く合むことなどから、構築時期を近世

以降と判断した。
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第57図溝跡
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(7) グリッド出土遺物

小栗北遺跡のグリッドからは、縄文時代の各時期の

土器群や石器が多く出土している。時期別に分類して

説明を加えることにする。

a)土器

第 I群土器（第58図 1~8)

縄文時代早期の土器群を一括する。

第 1類（1)

皐期初頭の撚糸文系土器群て‘‘、 1の1点のみ出土し

た。丸頭状に比高した日縁部がやや開く器形を呈し、

日唇外端部に面取り状のやや強いなぞりを施している。

非常に細い撚糸Lを口唇外端部直下から施文しており、

施文はやや間隔を開けているようてあるが、細片のた

め不明瞭てある。胎上に石英・長石類を多く含むが、

パミス状の白色粒子を多く合んて‘‘いる。

第 2類 (2~7)

早期後葉の条痕文系上器群を一括する。口縁部破片

が無いのて｀時期決定は難しいが、初頭期の炉穴が存在

することから、グリッド出土土器もそれに比定される

ものと思われる。何れも内外面に条痕もしくは1約―整

形を施しており、繊維を少量合む。

第II群土器（第58図9~51、第59図52~63)

縄文時代前期の土器群を一括する。

第 1類 (8、12)

初頭の花積下層式土器を一括する。 8は繊維を多く

含む条痕文土器て‘ヽ、底部付近の破片てある。花積下層

式段階に見られる条痕文系土器群の特徴をもつ。 12は

0段多条縄文RLの施文方向をずらしながら、縦位の

菱形状に施文する土器て‘ある。繊維を多く合み、裏面

整形が粗い。

第 2類 (9~11)

中葉の黒浜式土器を一括する。繊維を合み、 9、10

は原体を換えた羽状縄文を施文する。

小栗北遺跡

第 3類 (13~63)

後葉の諸磯式土器を一括する。 a式から b式初頭に

かけての土器群と、中段階から新段階にかけての上器

群が存在する。

第 1種（13~31、37)

a式末から b式初頭にかけての土器群を一括する。

24を除き、この段階ては日縁部が朝顔形に開く深鉢が

一般的て‘‘、 13の様に日縁部を低隆帯て‘区画するもの

や、 14の様に爪形文て‘区画するものがある。文様は大

きく①変形木葉文をモチーフ化して描くものと、⑰乎

行多段構成のモチーフ、③爪形文と初期浮線文て描く

ものの 3種類が存在する。

①は肋骨文系の縦位区画文と組み合うもの (18)

と、「米」字文系のモチーフ (15~19)とがある。多く

は平行沈線て‘描くが、細かな爪形文を使用するもの

(19) もある。区圃交点や余白に円形竹管文を施文す

るもの (15、16、19)が多い。

②は平行多段区画内に波状文を施文するもの (23)

と、輻広い文様幣内に波状文を施文するもの (14、

20~22)があり、地文に縄文を施文するものと、無地

文のもの (14)がある。

③は②の文様構成に類似し、爪形文を平行施文し、

その間に刻みを施すもの (25~31) と、刻みの部分に

浮線文を施すもの (37) とが存在する。 31の様な爪形

文を横位多段施文する構成は、北白川下層式に類似す

る構成てある。

24はa式系の浅鉢の胴部破片てある。

以上、①～③の土器群は、①・②から③へという細

かい変遷が考えられているが、本遺跡ては贔は少ない

とはいえ纏まって出土しており、一括的な様相を示す

ものとして、諸磯a式から b式初頭にかけての上器糾

成として捉えて置きたい。

第2種 (32~35、38~51)

諸磯b式中段階から新段階の土器群を一括する。こ

の段階の上器群には、①爪形文系 (32)、②沈線文系

(33~36)、③浮線文系 (38~51)がある。②は浮線
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第58図 小栗北遺跡グリッド出土遺物（
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第60図 小栗北遺跡グリッド出土遺物（3)

文と同様なモチーフを描く (33)場合は中段階と思わ

れるが、横位に集合して施文される (34)様になると

新段階の様相が強くなる。③は浮線上に刻みを施すも

のと、縄文を施すもの (46、48)があり、 39は両方を

施文する。浮線が細く密になるもの (49、51)や、浮

線上の刻みが剌突状に変化するもの (50)は新段階の

特徴となる。

52~63は縄文のみ施文する破片て｀、全て単節RLを

施文しており、 52はRLが縦位施文され、円形竹管の

叩亦が見える。

第III群土器（第59図64~76)

中期後葉の加曽利E式土器を一括する。 64~68はキ

ャリパー形深鉢土器の日縁部文様帯破片て‘‘、 64は渦巻

文と楕円区圃文の構成、 65は渦巻文を連結する構成、

68は小さな渦巻文を弧線て連結ずる 「繋ぎ弧文」の構

成を持ち、頸部に無文帯を持つ土器群てある。加曽利

El最終末から II式にかけて位置付けられる。

69~72は懸乖文を持つ胴部破片て‘ある。 69は蛇行隆

帯懸垂文、 70~72は2本沈線懸垂文が、何れも地文単

節 RL縄文上に垂下する。

73~76は地文のみ施文される胴部破片て‘‘、 73~75は

撚糸L施文、 76は単節RLの縦位施文てある。

b)石器

10cm 
1 : 3 

本遺跡から出土した縄文時代の石器は、第59図

77~82、第60図83てある。

77はチャート製の石鏃て‘ヽ、完形品てある。長さ l.8

cm、幅1.8cm、原さ0.4cm、重さ0.57gを測る。

78は刃部のみ現存する磨製石斧て‘‘ある。砂岩製て‘‘、

長さ4.7cm、幅5.4cm、厚さ2.1cm、重さ69.9gを測る。

79は刃部のみ現存する打製石斧て‘ヽ、背面に礫表を残す。

ホルンフェルス製て、長さ5.1cm、幅5.0cm、厚さ1.6

cm、重さ47.1gを測る。 80は頭部のみ現存する緑泥片

岩製の打製石斧て‘‘、長さ5.4cm、輻2.8cm、厚さ0.9cm、

重さ21.7 gを測る。 81は凝灰岩製の打製石斧て‘ヽ 、長さ

11. 7cm、幅5.1cm、厚さ2.3cm、重さ179.6 gを測る。

82は安山岩製の石皿て、面取りが施されている。一

部が現存し、長さ9.9cm、幅7.8cm、厚さ5.0cm、重さ

326.4gを測る。

60は窪石て‘‘、裏面は使用されていない。凝灰岩製

て‘、長さ 15.8cm、幅10.6cm、}享さ6.3cm、重さ1202.1

gを測る。
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小栗遺跡
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小栗 跡の調査

1 遺跡の概要

小栗遺跡は比企郡嵐山町大字越畑383~1番地他に

位置し、柏川とその支流によって閣析された東西方向

にのびる標高約77mの丘陵上に立地する。発掘調査は

平成11年 1月4日から平成11年 3月31日まて‘‘行われ

た。調査面積は1800mてある。

検出された遺構は奈良•平安時代の1打呂跡 5 軒、掘

叫虞物跡6棟、溝跡 1条、土横17基、ピット 137基て‘‘

ある。遺構は調査区の中央部から東側にかけての丘陵

項部に集中する傾向があり、南側にも伸びそうてある。

遺物は遺構数の割には少なく、遺物が出土しなかった

掘立柱建物跡、溝跡、土横、ピットの年代については

比定が難しい。

住居跡は 5軒検出されたが、遺構が明瞭に検出され

たのは 3軒て‘‘ある。そのうち 1軒は拡張されたものて‘

あり、調査区内における住居跡の密度は比較的薄い。

住居跡の立地するのは 1軒を除いて丘陵の平坦面に構

築されている。住居跡の平面形態は方形または長方形

てあった。規模の平均は長径が約 4m、短径が 3m、

深さ 0.2mてある。また、 1打苫跡と掘立柱建物跡は重複

しておらず、住居跡は西側、掘立柱建物跡は東側に位

置する。共存する可能性もあるが、堀立柱建物跡が遺

物を伴わないことや主軸があうものが少ないなど現時

点ては断定てきない。カマドは北側と東側に付設され

ていたが、袖などの残存状況は不良てあった。覆土の

状況については自然堆積としては不自然な面もみられ

ることから、人為的に埋められた可能性もある。

遺物が出土した住居跡は 2軒てあった。遺物は風化

していたが、いずれも奈良時代中頃に比定てきる遺物

て‘ある。他の住居跡は遺物をともなっていなかったが、

丘陵上に小規模な集落が形成されていたことが明らか

になった。

掘立柱建物跡は 6棟検出された。住居跡と同様丘陵

の項部に立地し、住居跡とは距離を隔てた東側に位置

している。建物の規模は 2X 1間が 1棟、 2X 2間が

2棟、 3X2間以上が3棟て‘ある。 6棟のうち第 6号

掘立柱建物跡は大型の東西棟て‘‘、他の 5棟とは建物や

掘形の規模、柱の建て方などて異なり、古代的な掘立

柱建物跡の可能性が高い。他の 5棟については小規模

て、規格性が弱い。遺物が出土しておらず、構築年代

については古代以降の可能性がある。

溝跡は遺構密度の薄い、西側斜面部て‘‘1条検出され

た。性格などは不明てある。

土堀は17基検出され、他の遺構と同様に丘陵の項部

付近て‘‘集中していた。いずれも小規模て‘あったが、形

態は円形、楕円形、不整形、長方形など多様性があり、

深さについても様々てあった。土墟の一部については、

住居跡や掘立柱建物跡と重複しており、後世てあるこ

とが明らかになっている。

ピットは137基検出された。ピットは土堀などに比

べると遺構に広がりがみられた。一部のピットには柱

痕も確認て‘‘き、今回検出された掘立柱建物跡などの他

にも構造物が存在した可能性がある。

これまて‘‘小栗遺跡の周辺ては越灼阻し、杉山城などの

中憔城館跡が注目を集めてきたが、周辺ては古代の瓦

の散布も確認されており、今後、古代の集落の存在と

ともにどのような性格をもつ集落てあるかについても

注目される。
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第61図 小栗遺跡全測図

I
Iし
卜
．
十
＇

＼ 
＼ヽ
ヽ攪乱＼

＼、〉

‘’ □二二□三
¥―---¥---) 

郊

◎
p
 

呻

◎ 言

／ ＼ 
＼癖L,
、/

腎 贔

露

◎ 

P◎39 暉

忍
OSK3 

｛゚言

：
疇

◎
四

虐）

見

◎

印

笞
6
 

5
 

p
 

◎
叩

◎
四

◎四

O
8
 

◎P193 

P1りか
P131 ⑪195 ◎p133 

◎息:s,店990134

P918 R p$。 P198

P194 

鵞5

叩
◎ 6

 署
怠◎

釘

万
＂

◎

国
Q・ 

X=7,640 - ---T 

］ 

包

）

X07,630 

10m 

> 250 

l 

唇I
ヒ

ーよL-------
9
9
-

0
さ
ー
じ
I
}
,
"
’

―

-94-
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2 発見された遺構と遺物

(1) 住居跡

第 1号住居跡（第62図）

調査区の東側、 C-5グリッドに位置している。試

掘調査の時点て住居跡の存在が確認されていたが、結

果としてカマドだけが検出され、ピットなどは検出さ

れなかった。カマドは検出状況から東側に煙道部が向

いているものと考えられる。カマドは煙道部の一部、

燃焼部、焚き日付近が確認されたが、残存状況が悪く、

部分的に攪乱もみられた。燃焼部の覆土上層にはスク

リーントーンて‘示したように焼土層がやや浮いた状態

て確認された。また、焼土層の下には楕円形の小ピッ

トが確認されたが、差し込んだ痕跡てあることから、

緑泥片岩などの石材を用いた支脚と考えられる。遺物

はカマド覆土肉から須恵器蓋が1点出土した。推定日

径は20cm、器高5cm、錐は環状て‘‘直径4.8cmてある。胎

土には砂沫立、白色粒子、白色針状物を含む。体部上半

は回転ヘラケズリされる。南比企産てある。

第62図 第 1号住居跡・出土遺物

-=—二←—--+--

SJ 1 

1 暗褐色土 砂質。白色粒子少量含む。

2 暗 褐 色 上 焼土、炭化物、 ローム粒子少量含む。

3 暗褐色土 灰褐色粘土、焼土少昌含む。

4 暗 褐 色 土 焼土、焼土粒子少量含む。

5 暗 褐 色 土 焼士、炭化物少量含む。

゜

ロロ
2闘。

10cm 
1: 4 

第 2• 3号住居跡（第63図）

C-3•4 、 D-3•4 グリッドに位置し、 S J 4

と隣接する。 2軒の住居跡の重複てあるが、カマドを

東側にもち、袖が残存していた住居跡がSJ3、北側

にカマドをもつのがSJ2てある。先後の関係はカマ

ド柚の残存状況から SJ2が古く、 SJ3が新しいと

考えられるが、断面の観察て‘はSJ2とSJ3は壁面

を部分的に共通することが明らかになり、 SJ2を拡

張したものがSJ3てあると判断した。覆土は黄褐色

土て‘‘、ロームブロックを主体に焼土や炭化物などが含

まれるが、人為的に埋められた可能性も考えられる。

SJ 2は北壁中央にカマドが付設され、内側に部分的

にめぐる壁溝をもつ長方形の平面形態て‘ある。規校は

長径3.8m、短径2.9m、床而まての深さ0.4mてある。

カマドは柚を除いて残存状況は良好て‘ヽ、燃焼部から煙

道部にかけて焼土が一面に堆積していた。壁溝は西隅

を除いて部分的に 3箇所検出されたが、北隅はSJ3 

の壁溝との重複が不明瞭て‘あった。床面は平坦て‘ある

が、東側に向かって緩やかに傾斜している。床面まて‘‘

の深さは、 SJ3と殆ど掘り込みが同じてあることか

ら、そのまま拡張したものと推測される。貼床はSJ

2の範囲内にみられ、西側に深い掘形が確認された。

掘形からは緑泥片岩の板状の破片が出土した。ピット

は7基検出され、大半は柱穴の可能性が高いが、何れ

の住居に帰属するかは明らかにてきなかった。 SJ3 

は不整方形て、、規模は長径4.5m、短径3.2m、深さ0.4

mてある。拡張に際しては北壁を東方向、東壁を南方

向に延長し、カマドを東壁中央に付設している。 SJ

3の拡張部分ては、貼床は確認て‘‘きなかった。カマド

はSJ2と同規模て、袖の内壁付近は緑泥片岩て‘‘補強

されていた。燃焼部から煙道部にかけては、炭化物や

焼土が多量に確認されたが、 SJ2ほどに厚くはなか

った。壁溝は北側隅て濯窟認された。遺物は出土しなか

った。
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第63図第 2 • 3号住居跡
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SJ2・3 

1 黄褐色土

2 黄褐色土

3 黄褐色土

4 黄褐色土

5 灰黄褐色土

6 黄褐色土

7 黄褐色土

8 灰黄褐色土

9 黄褐色土

10 灰黄褐色土

11 黄褐色土

12 黄褐色土

13 黄橙色土

14 黄褐色土

15 黄褐色土

16 黒褐色土

17 黄褐色土

18 褐色土

19 黄橙色土

20 黄褐色土

21 黄橙色土

22 黄褐色土

炭化物、 焼土プロック少量、白色粒子多塁含む。

焼土、 焼土プロック多量含む。

焼土プロック少量含む。

炭化物、 焼土少量含む。

焼土少量含む。粘性あり。

粘土、炭化物少量含む。

炭化物粒子、 焼土粒子少量含む。

焼土少量含む。

焼土、焼土粒子、焼土プロック多量含む。

炭化物、焼土少量含む。

炭化物、 焼土、焼土粒子、焼土プロヅク、ローム、ローム粒

子少景含む。

焼土、炭化物少量、ローム、ロームプロック多量含む。

焼土粒子、 白色粒子少属含む。（天井崩壊土）

炭化物、 焼土少量含む。（天井崩壊土）

炭化物、 焼土、焼土プロック少量含む。

炭化物、 焼土プロック多量含む。

炭化物少量、 焼土、焼土粒子少量含む。

（地山崩壊土）

灰褐色粘土多呈、焼土粒子少撮含む。

焼土、焼土粒子多量含む。

ローム多呈含む。（袖崩壊土）

炭化物、 焼土、焼土粒子少量、白色粒子多量含む。

23 黄褐色土

24 黄褐色土

25 黄褐色土

26 黄褐色土

27 黄褐色土

28 灰黄褐色土

29 黄褐色土

30 黄褐色土

31 灰黄褐色土

32 褐色土

33 灰黄褐色土

34 褐色土

35 黄褐色土

36 灰黄褐色土

37 黄橙色土

38 黄橙色土

39 黄橙色土

40 黄褐色土

41 黄褐色土

42 黄橙色土

43 黄橙色土

44 黄橙色土

45 黄橙色土

46 灰黄褐色土

47 灰黄褐色土

48 黄褐色土

49 黄橙色土

50 灰黄褐色土

51 灰褐色土

52 灰褐色土

53 黄褐色土

54 黄褐色土

55 黄褐色土

焼土、 焼土粒子多量、炭化物、焼土プロック少量含む。

炭化物多量、焼土少量含む。

炭化物、 焼土粒子少届、白色粒子多塁含む。

上層は貼り床状で硬い。炭化物、 焼土、白色粒子少量含む。

粘性強炭化物、 焼土少量含む。

ロームプロック多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多盤含む。

炭化物、 焼土少量含む。

ローム粒子、口—ムプロック少量含む。

炭化物、焼土少塁含む。

焼土少量、ローム粒子、ロームプロック多量含む。

炭化物、焼土、ローム粒子、ロームプロック多量含む。

ローム粒子少量含む。

焼土、 灰褐色粘土少量含む。

炭化物、 焼土粒子少量含む。

炭化物、 焼土粒子、 焼土ブロック少量含む。

炭化物粒子、焼土粒子、 焼土プロック多量含む。

炭、灰層炭化物、 焼土、焼土粒子、 焼土プロック多量含む。

炭、灰層 灰褐色粘土、 焼土多量含む。

ロームプロック含む。

地山に近い。

焼土粒子、焼土プロック多量含む。

焼土プロック多量含む。

焼土粒子少量含む。

焼土プロック少呈、白色粒子多量含む。

焼土少量、白色粒子多晨含む。

ローム粒子、ロームプロック少員、白色粒子多量含む。

地山直上堆積土に近似 ローム粒子多星含む。

焼土少量含む。

ローム粒子、ロームプロック少星含打。

焼土、 ローム粒子少量含む。

灰褐色粘土、 炭化物、 焼土粒子少量含む。

炭化物少量含む。
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第4号住居跡（第64図）

C•D-3 グリッドに位置し、 S J 2 • 3の西側に

隣接する。平面形態は長方形て‘‘、規模は長径4.05m、

短径3.3m、床而まての深さ 0.25mてある。覆土はロー

ムブロックを主体とする黄褐色上て、焼土や炭化物も

含まれる。 SJ 2 • 3と同様｝＼為的に埋められたもの

と考えられる。カマドは北壁中央付近に 1基付設され

ている。袖は両袖とも残存していたが、内側の崩落が

著しかった。袖は黄白色粘士を主体に積み上げて構築

している。また、燃焼部から煙道部にかけての焼土や

第64図第 4号住居跡

町

A 

口
E-

A 75.90 

゜

ElA~ 

上

SJ4 

1 黄 褐 色 土 白色粒子多量含む。

2 黄 褐 色 土 焼土プロック、炭化物プロック少量含打。

3 黄 橙 色 土 黄白色プロック多量含む。

4 黄 褐 色 土 炭化物プロック多星含む。

5 黄褐色土 白色粒子少羅含む。

6 黄橙色土 焼土粒子、焼土プロック多呈含む。

7 黄 橙 色 土 白色粒子多量含む。

8 黄 褐 色 土 焼土プロック少量含む。

9 黄褐色上 焼土粒子、 白色粒子少量含む。

10 興褐色土 黄白色プロック少羅含む。

11 黄褐色土 黄白色粒子多呈含む。

12 黄褐色土 焼土、炭化物少量含む。

炭化物の量は少なく、底面にも殆ど堆積は認められな

かった。床面は平坦て‘‘、全域にわたって原さ約5cmの

貼床が確認てきた。ピットは 8基検出され、 Plは貯

蔵穴と考えられる。 P3・6~8は土堀状の形態て‘、あ

るが、用途は不明てある。壁溝は北東部とカマドを除

いて確認てきたが、西壁には約0.6mにわたって壁溝

の途切れる部分があり、住居の出入り日てあった可能

性も考えられる。遺物（第65図）はカマドを中心に須

恵器杯、甕、土師器甕が出土した。遺物は風化が著し

し‘o

呵
C 』

D D』

E E' 

。
2品

13 黄褐 色 土 ローム粒子、ロームプロック少羅含む。

14 黄褐 色 土 ローム粒子少量含む。

15 黄褐色土 焼土プロック少最含む。

16 黄褐色土 焼土多量含む。

17 黄橙色土 黄白色プロック多畠含む。

18 黄橙色 上 黄白色粒子、焼土粒子少量含む。

19 黄橙色 土 焼土粒子少畠含む。

20 黄橙色土 黄白色粒子少量含む

21 灰褐色 土 ローム粒子多量、焼土炭化物少塁含む。

22 灰褐色土 ローム粒子多塁、ロームプロック、炭化物少量含む。

23 黄 褐色土 黄白色プロック多贔含む。

24 黄橙色土 黄白色プロック多屋含む。
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小栗遺跡

第65図 第4号住居跡出土遺物
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第4号住居跡出土遺物観察表（第65図）

番号器種 口径器高底径 胎 土

1 須恵器杯 （7.8) I ABCEF 

2 上師器甕 (22. 2) I I I AB C F 

3 碩恵器甕 AF 

焼成

不良

曹通

良好

色調

淡灰褐色

橙褐色

乳灰色

残介率

60 

20 

10 

備 考

器面風化

第 5号住居跡（第66図） 第66図

調査区の南西隅、

面に立地している。遺構の大半が調査区域外にあり、

西側の一部が検出された。覆土は黄褐色上て、焼土粒

子、

F-3グリッドに位置し、 台地斜

ロームブロックなどが合まれ、他の住居跡と類似

するため、住居跡の西側部分て‘‘あると判断した。検出

されたのは北壁だけて、西壁や南壁は攪乱などて‘‘確認

されなかった。遺物は出土しなかった。

第5住居跡

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

調
査
区
域
外

ー

L

V

 

゜
咄。

SJ5 

1 黄褐色土 焼土、焼土粒子、ロームプロック、 白色粒子少星含む。

(2) 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第67図） 第 2号掘立柱建物跡（第68図）

調査区の北東、 B-6グリッドに位置している。平

向形態は長方形て‘‘、規模は桁行 2間（4.2m)、梁行 1

間 (2.4m) の側柱建物て‘ある。主軸はN-16°-Wて‘‘

ある。柱穴は 5基検出された。 ピットの形態は円形ま

たは楕円形て‘‘、直径約40~50cm、深さ 15~40cmてあ

る。北側のピットが浅いのは、地形が北側に傾斜して

いるためと考えられる。中打良は 5悲のピットのいずれ

からも確認て‘‘きなかった。遺物は出上しなかった。

SBlの西側、 B-5•6 グリッドに位置している。

平面形態は正方形て‘‘、規模は柘行 2間 (3.4m)、梁行

2間 (3.3m)の側柱建物てある。主軸はN-19°-W

てある。梁行の柱間は等間て‘あるが、桁行は西側に比

べて、東側はP4の柱位置をずらして置いていること

から、東側が出入り口になっていたものと考えられる。

ピットの形態は円形または惰円形て‘‘、規模は直径

25~60cm、深さ10~15cmてある。 SBlと同様に北側

のピットはやや浅い。f担良は確認されず、遺物も出土

しなかった。
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第67図 第 1号掘立柱建物跡
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第 3号掘立柱建物跡（第68図）

調査区の中央部、 C-4• 5グリッドに位置してい

る。平面形態は正方形て、、規模は桁行 2間（4.4m)、

梁行 2間(4.4m)の側柱建物て‘ある。主軸はN-9°―

Eて‘‘ある。柱間は桁行、梁行とも約 7尺 (2.2m)等間

てある。ピットの形態は円形または楕円形て‘‘、規模は

直径25~35cm、深さは10~40cmて‘ある。掘立柱建物跡

は平坦な面につくられているが、総じて西側のピット

は東側のピットに比べて深くなっている。柱痕は確認

されなかった。遺物も出土しなかった。

第4号掘立柱建物跡（第69図）

調森区の北東、 B-6、C-6グリッドに位置して

いる。南側及び東側の大部分は調査区域外て‘ある。 S

B5とは lm以内に西側が隣接するため、同時存在は

SBl 

1 褐色土 ローム粒子、 白色粒子多量含む。
2 暗褐色土 ローム多量含む。

3 暗褐色土 ローム粒子、白色粒子、 焼土少量含む。
4 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック、 白色粒子多贔含む。

゜
唱。

考え難い。平面形態は正方形または正方形に近い長方

形が考えられる。規模は桁行 2間 (4m)以上、梁行

3間 (4.3m)の側柱建物て‘‘ある。ピットの形態は円形

または楕円形て‘‘、規模は直径25~35cm、深さは10~25

cmてある。柱間は不均等て‘ヽ、柱痕は確認されなかった。

遺物も出土しなかった。

第 5号掘立柱建物跡（第69図）

調査区の北東、 c-5 • 6グリッドに位置している。

南側は調査区域外となるため、全体の規模は不明て‘あ

る。平面形態は長方形と推定され、規模は桁行 2間(3.8

m)以上、梁行2間 (4m)の側柱建物て‘ある。主軸

はN-20°-Wて‘‘ある。ピットの形態は円形または楕円

形て‘ヽ 、規模は直径30~50cm、深さ 15~40cmと規格性が

ない。柱間は不均等てあるが、西側のP3 • P 4ては
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小栗遺跡

第68図第 2（上）・ 3号（下）掘立柱建物跡

山1
田1 町

QI ° fp; 

｀ 
゜巴

以 呵 い＼＼｀ 叫

◎ 

I," ◎ 

0 

いC＿霙
言〇 OP]  ol p7 

叫

叫 乱 ロ 01い 山 1

A-76.oo A' 

□̀/-/／□9////■／-/：胃し芦言言／
SB2 

C' 1 暗褐色土 ローム粒子少盤、 白色粒子多量含む。

2 暗褐色土 ロームプロック、 ローム粒子、白色粒子少量含む。

°l 叫 呵 呵

叫冒A 0 p□ 
Po土

｀ ° ▲ | 

P]  

◎□ 口
P2 

ヽ

口： 
n I 

...£‘ 

0| 叫 ＼ ＼一
乱 』 0| 

旦 6.20 上'

SB3 

1 暗褐色土 ローム粒子、白色粒子多晨含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、白色粒子少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒子少量、白色粒子多蓋含む。

C 
C' 4 灰褐色土 ローム粒子多量含む。粘土質。

5 褐色土 ローム粒子、白色粒子多董含む。

゜ 291m :60 

-101-



第69図 第 4（上） • 5号（下）掘立柱建物跡
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SB4 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

、9

白色粒子多量含む。

ロームプロック、

ー

、
°I 

3
 

白色粒子多鼠含む。

A 76.30 土

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

5
暗

暗

暗

暗

暗

暗

B
 

S

1

2

3

4

5

6

 

A
-

ローム粒子少量、白色粒子多量含む。

柱痕白色粒子、 炭化物少量含む。

ローム粒子、ロームプロック、 白色粒子多呈含む。

ロームプロック多量、 炭化物少量含む。

ローム粒子、ロームプロック少量、炭化物多塁含む。

ロームプロック少量含む。

゜
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小栗遺跡

第70図 第 6号掘立柱建物跡
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SB6 

1 黄褐色土

2 褐色土

3 黄褐色土

4 褐色土

5 褐色土

6 褐色土

7 黄褐色土

8 褐色土

9 褐色土

10 褐色土

11 黄褐色土

12 黄褐色土

13 黄褐色土

14 黄褐色土

ローム粒子多量含む。

ローム粒子少量含む。

ローム粒子多量、ロームプロック微量含む。

ロームプロック少量含む。

ロームプロック多景含む。

ローム粒子多量、ロームプロック、白色粒子少贔含む。

ロームプロック多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多蓋、白色粒子少量含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子多量、 ロームプロック、炭化物少量含む。

ローム粒子少量含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子、白色粒子微量含む。

ローム粒子、ロームプロック多呈含む。

15 黄褐色土

16 褐色土

17 黄褐色土

18 黄褐色土

19 褐色土

20 褐色土

21 黄褐色土

22 黄褐色土

23 黄褐色土

24 黄褐色土

25 褐色土

26 黄褐色土

27 褐色土

28 暗褐色土

29 暗褐色土

黄白色プロック多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多景含む。

ローム粒子多贔含む。

ローム粒子、黄白色粒子、黄白色プロック多羅含む。

ローム粒子少呈含む。

白色粒子、ローム粒子少鼠含む。

ローム粒子少量含む。

ローム粒子少量含む。

ロームプロック少量含む。

ロームプロック多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多量含む。

ローム粒子少量含む。

ロームプロック、白色粒子少星含む。

ローム、ローム粒子多晨含む。

ローム粒子、ロームプロック多量含む。

-103-



柱痕が確認された。遺物は出土しなかった。 第71図第 1号溝跡

第 6号掘立柱建物跡（第70図）

調査区の東側、 C-5グリッドに位置している。南

東部は調査区域外となっており、全体の規模は不明て‘‘

ある。平面形態は長方形と推定され、規模は桁行 3間

(5.4m)以上、梁行 2間 (4m)以上の側柱建物てあ

る。ピットの形態は楕円形または方形て‘‘、 SBl~5 

とは形態や規模なども大きく異なる。規模は長径

0.6~1.2m、短径0.4~0.5m、深さ 0.25~0.7mてあ

る。 Pl~5の掘形は段掘りされている。柱間は桁行、

梁行とも 6尺等間てある。柱康力渭窟認されたピットは

少なかったが、大型の掘形をもつものは版築が明瞭に

確認された。また、ピットのうち、p1、 3 • 6はこ

の建物跡の内側に軸線の入る柱掘形も確認された。こ

のピット (P1の場合特にピット番号を付けていない）

はSB6のピットを切り込んて構築されていることか

ら、建物て‘あればSB6の軸線にあわせて立て替えを

行った可能性が考えられる。線をひいて図示しなかっ

たが、寸法的には 1尺ほど内側に入り、一回り小型の

掘立柱建物跡と考えられる。遺物は出土しなかったた

め、構築年代も特定し得ないが、 SB1 ~ 5とは構築

年代も異なり、古代的な建物と考えられる。

(3) 溝跡

第 1号溝跡（第71図）

調査区の西側、 C-1•2 グリッドに位置している。

地形は東側が高く、西側が低くなっている。検出され

た規模は長さ 11.2m、幅0.9~1.4m、深さ 0.1~0.2m

てある。溝跡の西側は土墟状になっており、断面の形

態も西側の先端付近が緩いU字型てあるのに対して大

部分は箱型てある。本米は箱型の断面をもつ溝てあっ

たものが低くなっている部分て‘雨水などが溜まり、広

がってしまったものと推測される。遺跡の西側は遺構

の分布も希薄て‘あり、 どのような用途て構築された溝

てあるかは確認て‘‘きなかった。遺物は出土しなかった。

| 9 た

c_ 

調査区域外

A~450 A-

B 74.50 B' 

SD 1 ］ 

<U4.50 C' 

D 74.90 D' 

ニ

゜ 吼。
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(4) 土堀

小栗遺跡ては17基の土漿が検出された。土墟の分布

域は、遺跡の中央部から東側にかけて集中する傾向が

ある。特に密集するのは中央部の南側てある。調査区

は道路の路線輻て‘あるため、遺構の広がりを明確にす

ることはて｀きないが、さらに南側にも広がっているこ

とが予想される。

土堀の平面形態には円形、楕円形、不整円形、不整

方形、長方形がある。最も多いのは楕円形て‘ヽ、不整方

形が続く。断面の形態も箱型、 1IIl型、 U字型などがあ

(5) ピット状遺構

ピットは137基検出された。ピットの分布域は南側

を除いた全域て‘‘あるが、特に他の遺構の密集する中央

部南側から東側にかけてが多い。他の遺構との関連性

も十分に考えられる。

平面形態は一覧表に示したように円形、楕円形、不

整形、方形がある。最も多いのは円形て、、次に楕円形

が多い。規模については直径30~60cm、深さ 20~40cm

が主体てある。覆土は褐色土または暗褐色土て、ロー

ム粒子、ロームブロック、炭化物、白色粒子などが含

まれる。白色粒子については、土墟の項目の中ても触

第 6表小栗遺跡土塙一覧表

番号 位 置 主軸方向 長径(m) 短径（m) 深さ (m)

1 A-6 N-1 °-W 0 77 0.68 0 25 

2 B-6 N-74"-E 0.83 0.82 0.26 

3 C-3 N-14°-W 0.82 0.62 0.19 

4 C-3 N-58°-W 1.23 1.01 0.24 

5 C-4 N-55°-W 1.04 0.49 0.75 

6 C-4 N-23°-W 0 75 0 73 0.32 

7 C-4 N-41°-W 0 74 0.65 0.22 

8 C-5 N-69"-W 0.83 0.62 0 30 

， C-5 N-88°-E 1.52 1.19 0.39 

第 7表 小栗遺跡土塙新旧対照表

新番号 旧番号 新番号 旧番号

SKl A 6 G P 1 SK6 C 4 G P29 

SK2 B 6 G P 12 SK7 C 4 G P30 

SK3 C 3 G Pウ SK8 C 5 G P 1 

SK4 C 3 G Pエ SK9 C 5 G PZO 

SK5 C 4 G SKl SKlO C 5 G P26 

小栗遺跡

る。規模も様々てあるが、長径は 1m弱、短径は

0.6~0.8m、深さ 0.3~0.4mの土壊が主体て‘、全体的

に小規模てある。

覆土は褐色土または暗褐色土て、ローム粒子、ロー

ムブロック、白色粒子を含むものが多くみられた。白

色粒子については、住居跡や掘立柱建物跡などにもみ

られ、遺構の年代を探る上て重要な要索の一つになる

可能性がある。遺物は出土しなかったため、これらの

土墟の構築年代を明らかにてきなかった。

れたようにこの遺跡の中ては殆どの遺構に伴っており、

大きな特徴て‘ある。

ピットの中には柱痕の確認されたものがあり、 6棟

検出された掘立柱建；物跡の他にも建物や柵列などの構

造物が存在した可能性がある。また、柱痕が確認され

なかったピットについても、覆土が柱痕をもつピット

に類似していたり、同規模をもつものがあるなど建物

の可能性は高い。遺物については出土しなかった。

番号 位 置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

10 C-5 N-55°-W 1.02 (0.36) 0.28 

11 C-6 N-68°-E 0.88 0.45 0.16 

12 C-6 N-8 °-E 0 74 0 33 0 16 

13 D-4 N-4T-E 0.76 0.61 0 25 

14 D-4 N-2°-W 0.82 0.76 0.31 

15 D-4 N-23°-E 0.76 0.48 0.42 

16 D-5 N-71°-W 0.99 0.88 0.36 

17 D-4 N-34'-W 1.24 0.65 0.87 

新番号 旧番号 新番号 旧番号

C 6 G P 2 
SKll 

C 6 G P 3 

SK14 D 4 G P 9 

SK15 D 4 G Pシ

C 6 G P 4 
SK12 

C 6 G P 5 

SK16 D 5 G P 1 

SK17 D 4 G P33 

SK13 D 4 G P 6 
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第72図 第 1~|7号土壊
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SKl 

1 褐色土

SK2 

1 暗褐色土

SK6 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

SK7 

1 淡褐色土

2 暗褐色土

S K 8 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

SK9 

1 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

76.00 

ロームプロック少景、白色粒子多量含む。

ローム粒子少量、白色粒子多饂含む。

ローム、ローム粒子多量含む。
ローム、白色粒子多羅含む。
灰褐色粘土多塁、白色粒子少量含む。

炭化物、焼土少量含む。砂質。
砂質。

ローム粒子、白色粒子少量含む。
ロームプロック少盤含む。

灰褐色土、白色粒子、ローム少星含む。

ローム粒子、白色粒子少屋含む。
白色粒子少屋含む。

ローム粒子、白色粒子少景含む。

゜
2m 
1 :60 

4 褐色上

5 褐色土

6 褐色土

7 褐色土

8 褐色土

9 黄褐色土

10 褐色土

11 褐色土

12 黄褐色土

S Kil・ 12 
1 暗褐色土

S K13 • 14 
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

S K16 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

S K17 
1 黄褐色土

2 褐色土

3 黄褐色土

4 褐色土

ロームプロック少量含む。

ローム粒子少量含む。

白色粒子少量含む。

炭化粒子少羅含む。

ローム粒子、白色粒子少量含む。
ロームプロック多塁含む。

白色粒子少量含む。
ロームプロック少畠、白色粒子微星含む。
ロームプロック少量。白色粒子少量含む。

白色粒子多量含む。

褐色粘土プロック多量、白色粒子少量含む。
ローム粒子、ロームプロック多鼠、炭化物、焼土少最含む。
ローム粒子多量、白色粒子少量含む。
ローム、白色粒子少量含む。

褐色粘土プロック多量、白色粒子少呈含む。
褐色粘土プロック、白色粒子多饂含む。
焼土少量含む。

ローム粒子、ロームプロック少贔含む。

ローム粒子微量含む。

ローム粒子少蘇含む。

ローム粒子、ロームプロック多量含む。
ローム粒子、ロームプロック少量含む。
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